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１．定期検査の概要 
女川原子力発電所第１号機第１８回定期検査は、平成２０年２月１４日から平成２１年５月１日の

間（並列は平成２１年３月２３日、解列から並列まで４０４日間）に実施しました。 

 

 

２．定期検査実績工程 
（１）定期検査の期間 

女川原子力発電所第１号機第１８回定期検査実績工程は、次表のとおりです。（詳細は別表－１

参照[Ｐ８～Ｐ１２]） 

 計    画 実    績 差 

解  列  日 平成２０年 ２月１４日 平成２０年  ２月１４日 ０日

並  列  日 平成２０年１１月 ９日 平成２１年  ３月２３日 １３４日

定期検査終了日 平成２０年１２月 ５日 平成２１年 ５月 １日 １４７日

並列までの期間 ２７０日間 ４０４日間 １３４日

定期検査終了までの期間 ２９６日間 ４４３日間 １４７日

 

（２）計画との相違 

以下の理由により、計画より１４７日長い４４３日間の定期検査期間となりました。 

a． 原子炉再循環系配管等の点検について 

原子炉再循環系配管等の超音波探傷検査を実施した結果、１箇所の溶接継手部にひびを

確認したことから、ひびが確認された配管の取替えを実施した。 

b． 火災発生について 

女川原子力発電所構内にある屋外電動機等点検建屋，１号機の原子炉建屋地下１階の残留熱

除去系ポンプ（Ａ）室非常用空調機エリアおよび原子炉建屋１階の原子炉格納容器内で火災が

発生したため、一時、火気作業（耐震裕度向上工事等）を中断し，原因究明および再発防止対

策の検討を行った。 
c． 残留熱除去系（Ｂ）系統圧力の上昇について 

残留熱除去系（Ｂ）の一部に最高使用圧力を超える圧力が加わっていたことを確認したこと

から、系統内の圧力を抜き、通常圧力に戻すとともに、最高使用圧力以上の圧力が加わった範

囲について、健全性評価を実施し、問題のないことを確認した。 
d． 発電機出力上昇過程における制御棒１本の全挿入について 

発電機の出力上昇過程において、８９本ある制御棒のうちの１本が、意図せず全挿入し

たため，原因究明および再発防止対策の検討を行った。 

e． 給水加熱器ドレンポンプ（Ｂ）軸封部からのシール水のしみ出しについて 

給水加熱器ドレンポンプ（Ｂ）軸封部からシール水がわずかにしみ出していることを確

認したことから、漏えい量の監視を強化した。 



－2－ 

f． 保安規定に定める運転上の制限を満足しない事象について 

調整運転中において、高圧注水系機能検査を行っていたところ、原子炉建屋地下２階の

高圧注水系の蒸気タービンを回すための蒸気配管に設置された閉止フランジ部より蒸気

の微少な漏れを確認したため、当該フランジ部のガスケット交換を行った。 

 

 

３．定期検査の実績 
（１）定期検査の対象範囲 

今回の定期検査の対象範囲は以下のとおりです。 

ａ．原子炉本体 

ｂ．原子炉格納施設 

ｃ．燃料設備 

ｄ．原子炉冷却系統設備 

ｅ．計測制御系統設備 

ｆ．放射線管理設備 

ｇ．廃棄設備 

ｈ．非常用予備発電装置 

ｉ．蒸気タービン設備 

ｊ．電気設備 

ｋ．供用期間中検査 

ｌ．その他 

  ・総合負荷性能検査 

 

（２）定期検査の実施状況 

ａ．定期検査の概要 

定期検査における検査結果を別表－２[Ｐ１３～Ｐ３１]に示します。表で使われている記号

の意味は以下のとおりです。 

（検査区分の記号説明） 

定：法令に基づき国または独立行政法人原子力安全基盤機構が実施する定期検査。 

事：法令に基づき当社が実施する定期事業者検査。 

安：法令に基づき独立行政法人原子力安全基盤機構が実施する定期安全管理審査※。 
※定期事業者検査に関する事業者の組織、体制、検査方法などについて行う審査であ

り、今回１３件の定期事業者検査について実施している。 

 

なお、配管肉厚測定については、計画的に測定を実施し、配管の健全性に問題がないことを

確認しました。 
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ｂ．その他 

下記の事項については、ひびや傷等が認められましたが、各機器の健全性には問題ないこと

を確認しました。 

 

【主要機器点検情報参照】 

No.1   原子炉停止操作中の中間領域モニタの動作不良について（改） 

No.2   原子炉建屋サンプリングラック室内における原子炉水の漏えいについて（改） 

No.3   制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内の弁から下流側へのしみ出しについて（改） 

No.4   圧力制御室プール内の異物について 

No.5   制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内弁の弁体、弁棒の傷について（改） 

No.6   ボロンカーバイド粉末型制御棒上部のひびについて（改） 

No.7   圧力抑制室プール内の異物について 

No.8   原子炉給水系弁の弁座シート部の指示模様について（改） 

No.9   サプレッションプール（圧力抑制室）水貯蔵系 弁内部の異物について 

No.10 原子炉再循環系弁の弁棒の傷について 

No.11 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内弁の弁棒の腐食について 

No.12 ろ過水ポンプの停止について（改） 

No.13 残留熱除去海水系弁の弁棒の腐食について（改） 

No.14 残留熱除去系ポンプ（D）羽根車端部の指示模様について（改） 

No.15 高圧注水系弁の弁棒の曲がりについて（改） 

No.16 高圧タービンの隔板および噴口のひび等について 

No.17 主蒸気逃がし安全弁アクチュエータ部の摺動傷について 

No.18 主蒸気隔離弁 小弁用バネの割れについて（改） 

No.19 残留熱除去系弁の弁座シート面のへこみについて 

No.20 残留熱除去系ポンプ（Ａ）羽根車端部の指示模様について（改） 

No.21 主蒸気隔離弁 小弁弁座シート面の指示模様について 

No.22 燃料プール冷却浄化系ポンプの停止について 

No.23 焼却炉排ガスブロワの自動停止について 

No.24 燃料交換機待機時における警報発生について 

No.25 可燃性ガス濃度制御系弁からの漏れについて（改） 

No.26 高圧注水系弁からの下流側配管への空気の漏れ出しについて（改） 

No.27 非常用補機冷却系サージタンク補給水弁から下流側配管へのしみ出しについて（改） 

No.28 非常用ディーゼル発電設備海水冷却系弁の弁棒の摩耗について 

No.29 原子炉隔離時冷却系弁から下流側配管への空気の漏れ出しについて（改） 

No.30 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内弁の弁駆動部の固着等について 

No.31 原子炉冷却材浄化系逃し弁の作動について（改） 

 



－4－ 

４．主要工事等の実施概要 
（１）燃料の取替え 

３６８体ある燃料集合体のうち、４８体を新燃料に取替えました。 

 

（２）制御棒駆動機構の点検 

８９体ある制御棒駆動機構のうち２１※1 体を取外し、そのうち１５体について分解点検を実施

してその健全性を確認いたしました。また、残りの６体については、予備品との取替えを実施し

ました。 

 

（３）出力領域モニタの取替え 

２０本ある出力領域モニタのうち、性能機能維持を図るため、６本について取替えを実施しま

した。 

 

（４）復水器細管の点検 

約２７，０００本ある復水器細管全数について点検を行い、健全性を確認しました。 

なお、予防保全の観点から減肉が確認された細管８１本（復水器（Ａ）：４６本、復水器（Ｂ）：

３５本）について施栓を行いました。 

 

（５）配管減肉に係る検査 

原子炉系およびタービン系の配管約２，７００※2 箇所について肉厚測定検査を実施した結果、

判定基準（測定最小肉厚が必要最小肉厚以上確保されていること）を満足しなかった１箇所につ

いて、配管の取替えを実施しました。 

また、判定基準を満足するものの、余寿命が２サイクル未満の配管１箇所について、念のため、

配管の取替えを実施しました。 

その他の箇所については、安全性が確保されていることを確認しました。 

 

（６）水没弁※3点検 

原子炉圧力容器および圧力抑制室内の水を抜き、弁の分解点検等を実施しました。なお、傷等

が確認された弁については、部品の取替え、点検・手入れを実施し、機能上問題が無いことを確

認しました。 

 

（７）炉心シュラウドの点検 

第１５回定期検査で確認されたひび（中間部リング溶接線外側および下部リング溶接線外側）

について、第１６回定期検査時に点検し、健全性を確認していますが、その進展状況を確認する

ため、外観点検および超音波探傷検査を実施した結果、許容き裂深さ（許容値）に対して十分な

余裕があり、第１６回定期検査時の点検結果と比較しても有意な差は確認されませんでした。 

また、ひびの進展について評価を行い、５年後においても炉心シュラウドの健全性が維持され
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ることを確認しました。 

 

（８）原子炉再循環系配管の点検 

原子炉再循環系配管等の溶接継手部のうち、４７箇所について超音波探傷検査を実施した結果、

１箇所の溶接継手部にひびを確認しました。 

ひびが確認された配管については、取替えおよび応力腐食割れ対策を実施しました。 

確認されたひびの進展について、健全性評価制度に基づき評価を行ったところ、５年後※4にお

いても原子炉再循環系配管の健全性が維持されることを確認しました。 

なお、今回取替えた配管を含める原子炉再循環系配管について、応力腐食割れ対策を行うとと

もに、溶接継手部について超音波探傷検査を実施し、問題のないことを確認しました。 

 

（９）高サイクル熱疲労に係る検査 

平成１９年２月に原子力安全・保安院より、高サイクル熱疲労に係る検査についての指示文書

が発出されたことに鑑み、高温水と低温水の合流部である残留熱除去系の熱交換器の出口配管と

バイパス配管との合流部について、非破壊検査を実施し問題がないことを確認しました。 

また、一次冷却材が循環する配管からの分岐点で、熱疲労割れの発生の可能性のある部位（閉

塞分岐管滞留部）について評価を行った結果、非破壊検査が必要とされる部位は確認されません

でした。 

 

（10）非常用炉心冷却系ストレーナ取替工事 

平成１７年１０月に原子力安全・保安院より平成１９年度末までに非常用炉心冷却系ストレ

ーナ閉塞事象に対する設備上の対策を実施するよう指示文書が発出されたことに鑑み、残留熱除

去系および炉心スプレイ系のストレーナについて、新型ストレーナへ取替えを実施しました。 

 

（11）炉心スプレイ系ポンプ更新工事 

第１７回定期検査において、炉心スプレイ系ポンプ（Ａ）の性能確認を実施した結果、ポンプ

の汲み上げ能力について規定値を上回っているものの、規定値に対し余裕が少ないことから、今

後のプラント運転に万全を期すため炉心スプレイ系ポンプ（Ａ）について、ポンプ汲み上げ能力

が高いポンプへ取替えを実施しました。 

 

（12）耐震裕度向上工事 

更なる耐震安全性の向上を図るため、自主的に設備の耐震裕度向上工事を実施し、約３，６０

０箇所について、安全上重要な配管・電路類の支持構造物（サポート）の取り付けを実施しまし

た。 

 

※1 当初、２０体を分解点検対象としていたが、１体の制御棒駆動機構に組み込まれているシ

リアル番号が記録と異なっていたため、１体追加で分解点検を実施しました。調査の結果、
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本事象は部品の取り違いではなく、記録の誤記であることを確認しました。 

※2 当初、約２，５００箇所を点検対象としていたが、配管肉厚管理方法の見直しおよび今回

の定期検査での点検結果を踏まえ、点検対象箇所を追加したため。 

※3 水没弁とは、原子炉圧力容器や圧力抑制室に接続されている配管に設置され、それらの水

を抜かなければ分解点検できない弁のこと。 

※4 ひびが確認された溶接継手部の運転が許容される限度の期間。 

 

 

５．その他公表した情報 
No.1  女川原子力発電所１号機の第１８回定期検査について 

No.2  女川原子力発電所１号機の第１８回定期検査の開始について 

No.3  「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴う耐震安全性評価の中間報告

について 

No.4  地震による女川原子力発電所への影響について 

No.5  地震による女川原子力発電所への影響について（第二報） 

No.6  平成２０年岩手・宮城内陸地震による女川原子力発電所への影響について（第三報・最

終） 

No.7  女川原子力発電所1号機の原子炉再循環系配管の点検状況について 

No.8  地震による原子力発電所への影響について（１時現在） 

No.9 地震による原子力発電所への影響について（５時現在・最終） 

No.10 女川原子力発電所１号機 第１８回定期検査終了の見込みについて 

No.11 女川原子力発電所構内での火災発生について 

No.12 女川原子力発電所構内での火災発生に対する再発防止対策について 

No.13 女川原子力発電所1号機 原子炉建屋地下１階における火災発生について 

No.14 女川原子力発電所1号機 原子炉建屋地下１階における火災発生に係わる原因および再発

防止対策について 

No.15 女川原子力発電所1号機 原子炉格納容器内における火災発生について 

No.16 女川原子力発電所1号機 原子炉格納容器内における火災の発生原因および再発防止対策

について 

No.17 女川原子力発電所1号機の耐震安全性評価結果の報告延期について 

No.18 女川原子力発電所１号機 第１８回定期検査終了の見込みについて 

No.19 低レベル放射性廃棄物輸送容器のボルトの締め付け不足について 

No.20 女川原子力発電所１号機における誤信号による非常用炉心冷却系の作動について 

No.21 低レベル放射性廃棄物輸送容器のボルトの締め付け不足に係わる原因と対策について 

No.22 女川原子力発電所１号機における誤信号による非常用炉心冷却系の作動に係わる原因お

よび再発防止対策について 

No.23 低レベル放射性廃棄物輸送容器のボルトの締め付け不足に係わる再発防止対策の実施状
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況について 

No.24 女川原子力発電所１号機の原子炉起動について 

No.25 女川原子力発電所１号機の発電再開について 

No.26 女川原子力発電所１号機発電機出力上昇過程における制御棒１本の全挿入について 

No.27 「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴う女川原子力発電所２、３号

機の耐震安全性評価の中間報告等について 

No.28 女川原子力発電所１号機発電機出力上昇過程における制御棒１本の全挿入事象に関する

原因と再発防止対策について 

No.29 女川原子力発電所１号機の給水加熱器ドレンポンプ（Ｂ）軸封部の監視強化について 

No.30 女川原子力発電所１号機の発電機出力上昇について 

No.31 女川原子力発電所１号機における保安規定に定める運転上の制限を満足しない事象につ

いて 

No.32 女川原子力発電所１号機における保安規定に定める運転上の制限内への復帰について 

No.33 女川原子力発電所１号機の第１８回定期検査終了について 
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ゃ

断
器

点
検

耐
震

裕
度

向
上

工
事

耐
震

裕
度

向
上

工
事

原
子

炉
再

循
環

系
配

管
取

替
箇

所
応

力
改

善
工

事
火

災
再

発
防

止
対

策
検

討
／

現
場

養
生

見
直

し
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主
要

工
程

燃
料

設
備

廃
棄

設
備

放
射

線
管

理
設

備

供
用

期
間

中
検

査

原
子

炉
本

体

原
子

炉
格

納
施

設

計
測

制
御

系
統

設
備

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

設
備

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

火
気

作
業

再
開

電
気

設
備

そ
の

他

平
成

２
１

年
１

月
平

成
２

０
年

１
１

月
１

２
月

非
常

用
予

備
発

電
装

置



年
　

月
平

成
２

１
年

５
月

日
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

1
2

3
4

5

延
 
 
 
 
日

3
5
4

3
5
5

3
5
6

3
5
7

3
5
8

3
5
9

3
6
0

3
6
1

3
6
2

3
6
3

3
6
4

3
6
5

3
6
6

3
6
7

3
6
8

3
6
9

3
7
0

3
7
1

3
7
2

3
7
3

3
7
4

3
7
5

3
7
6

3
7
7

3
7
8

3
7
9

3
8
0

3
8
1

3
8
2

3
8
3

3
8
4

3
8
5

3
8
6

3
8
7

3
8
8

3
8
9

3
9
0

3
9
1

3
9
2

3
9
3

3
9
4

3
9
5

3
9
6

3
9
7

3
9
8

3
9
9

4
0
0

4
0
1

4
0
2

4
0
3

4
0
4

4
0
5

4
0
6

4
0
7

4
0
8

4
0
9

4
1
0

4
1
1

4
1
2

4
1
3

4
1
4

4
1
5

4
1
6

4
1
7

4
1
8

4
1
9

4
2
0

4
2
1

4
2
2

4
2
3

4
2
4

4
2
5

4
2
6

4
2
7

4
2
8

4
2
9

4
3
0

4
3
1

4
3
2

4
3
3

4
3
4

4
3
5

4
3
6

4
3
7

4
3
8

4
3
9

4
4
0

4
4
1

4
4
2

4
4
3

並
列

総
合

負
荷

性
能

検
査

　
原

子
炉

圧
力

容
器

原
子

炉
格

納
容

器
▼

▼

耐
震

裕
度

向
上

工
事

　
漏

え
い

検
査

漏
え

い
率

検
査

5
1

2

3

原
子

炉
圧

力
容

器
昇

温

　
原

子
炉

圧
力

容
器

原
子

炉
格

納
容

器

　
漏

え
い

検
査

漏
え

い
率

検
査

原
子

炉
圧

力
容

器
昇

温

ク
ラ

ス
１

機
器

お
よ

び
ク

ラ
ス

２
機

器
供

用
期

間
中

検
査

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
分

解
検

査

主
要

計
測

機
器

及
び

一
般

計
測

機
器

点
検

液
体

廃
棄

物
処

理
系

及
び

気
体

廃
棄

物
処

理
系

機
器

点
検

非
常

用
予

備
発

電
装

置
点

検

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

点
検

・
復

水
器

点
検

・
主

要
弁

点
検

発
電

機
点

検
・

変
圧

器
点

検
・

し
ゃ

断
器

点
検

耐
震

裕
度

向
上

工
事
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主
要

工
程

燃
料

設
備

廃
棄

設
備

放
射

線
管

理
設

備

供
用

期
間

中
検

査

原
子

炉
本

体

原
子

炉
格

納
施

設

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

設
備

非
常

用
予

備
発

電
装

置

電
気

設
備

そ
の

他

平
成

２
１

年
３

月

3
9

調
整

運
転

起
動

前
試

験

7

8

5

平
成

２
１

年
４

月

計
測

制
御

系
統

設
備

原
子

炉
冷

却
系

統
設

備

平
成

２
１

年
２

月

9

原
子

炉
格

納
容

器
復

旧
起

動

系
統

構
成

2

原
子

炉
格

納
容

器
復

旧



設
　
　
備
　
　
名

検
　

　
査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

原
子
炉
本
体

燃
料

集
合

体
外

観
検

査
定

1
.
外

観
検

査
・

再
装

荷
す

る
燃
料
集
合
体
（
6
体
）
に
有
害
な
損
傷
・
変
形
等
が
な
く
、
燃
料
棒
間
げ
き
お
よ

び
燃

料
棒

－
ウ
ォ
ー
タ
ロ
ッ
ド
間
(
ま
た
は
、
燃
料
棒
－
ウ
ォ
ー
タ
チ
ャ
ン
ネ
ル
間
)
の
間
げ
き

に
狭

小
な

箇
所
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

燃
料

集
合

体
炉

内
配

置
検

査
定

1
.
外

観
検

査
・

燃
料

集
合

体
（
3
6
8
体
）
が
炉
内
の
所
定
位
置
に
正
し
く
装
荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

原
子

炉
停

止
余

裕
検

査
定

1
.
特

性
検

査
・

最
大

価
値

を
有
す
る
制
御
棒
１
本
を
全
引
抜
き
に
し
た
状
態
に
お
い
て
も
、
原
子
炉
を
臨
界
未

満
に

で
き

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
圧

力
容

器
検

査
事

1
.
開

放
検

査
・

原
子

炉
圧

力
容
器
フ
ラ
ン
ジ
の
シ
ー
ル
面
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目

視
に

よ
り

確
認
し
た
。

原
子
炉
格
納
施
設

原
子

炉
格

納
容

器
全

体
漏

え
い

率
検

査
定

1
.
原

子
炉

格
納

容
器

全
体

漏
え

い
率

検
査

（
Ａ

種
試

験
）

・
格

納
容

器
バ

ウ
ン
ダ
リ
を
窒
素
ガ
ス
に
よ
り
加
圧
し
、
漏
え
い
率
を
求
め
原
子
炉
格
納
容
器
の

気
密

性
能

の
健
全
性
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
弁

動
作

検
査

・
模

擬
信

号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
（
主
蒸
気
隔
離
弁
と
同
時

に
動

作
す

る
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
を
除
く
）
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

分
解

検
査

定
1
.
分

解
検

査
・

原
子

炉
格

納
容
器
隔
離
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い

こ
と

を
浸

透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
格

納
容

器
真

空
破

壊
弁

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
弁

動
作

検
査

・
原

子
炉

格
納
容
器
真
空
破
壊
弁
が
所
定
の
弁
作
動
用
空
気
圧
力
以
下
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認

し
た

。

原
子

炉
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
系

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
運

転
性

能
検

査
・

残
留

熱
除

去
系
の
原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
モ
ー
ド
を
模
擬
し
た
状
態
に
し
、
そ
の
機
能
に

必
要

な
流

量
お
よ
び
揚
程
の
も
と
で
運
転
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
時
の
運
転
状
態
に
異
常
の
な

い
こ

と
を

確
認
し
た
。

(
2
)
弁

動
作

検
査

・
操

作
ス

イ
ッ
チ
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
注
入
弁
を
動
作
さ
せ
、
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確

認
し

た
。

原
子

炉
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
系

主
要

弁
分

解
検

査
定

1
.
分

解
検

査
・

原
子

炉
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
主
要
弁
（
2
台
）
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ

の
他

の
欠

陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
昇

温
検

査
・

可
燃

性
ガ

ス
濃
度
制
御
系
の
再
結
合
器
内
ガ
ス
温
度
が
水
素
再
結
合
に
必
要
な
温
度
制
御
点
に

所
定

の
時

間
内
で
到
達
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
た
。

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

主
要

弁
分

解
検

査
定

1
.
分

解
検

査
・

可
燃

性
ガ

ス
濃
度
制
御
系
主
要
弁
（
1
台
）
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他

の
欠

陥
の

な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

ブ
ロ

ワ
検

査
事

1
.
分

解
検

査
・

可
燃

性
ガ

ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装
置
ブ
ロ
ワ
（
Ａ
）
の
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、

そ
の

他
の

欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。
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別
表
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女

川
原

子
力

発
電

所
第

１
号

機
 
第

１
８
回

定
期

検
査

結
果



設
　
　
備
　
　
名

検
　

　
査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

原
子
炉
格
納
施
設

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

設
備

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

可
燃

性
ガ

ス
濃
度
制
御
系
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
の
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
可

燃
性

ガ
ス
濃
度
制
御
系
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
建

屋
気

密
性

能
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
気

密
性

能
検

査
・

非
常

用
ガ

ス
処
理
系
を
所
定
の
流
量
で
運
転
さ
せ
原
子
炉
建
屋
の
負
圧
が
規
定
値
以
上
に
維
持

さ
れ

て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

燃
料
設
備

燃
料

取
扱

装
置

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
動

力
源

喪
失

検
査

・
燃

料
つ

か
み

具
の
動
力
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
模
擬
荷
重
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ

と
を

確
認

し
た
。

燃
料

取
扱

装
置

検
査

事
1
.
外

観
検

査
(
耐

震
)

・
支

持
構

造
物
に
緩
み
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

検
査

・
走

行
、

横
行

、
昇
降
に
係
わ
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
が
正
常
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
自

動
運

転
検

査
・

自
動

運
転

を
行
い
、
模
擬
燃
料
が
任
意
の
目
標
座
標
へ
移
送
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

設
備

検
査

事
1
.
漏

え
い

検
査

・
燃

料
プ

ー
ル
冷
却
浄
化
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

原
子

炉
建

屋
ク

レ
ー

ン
機

能
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
動

作
検

査
・

原
子

炉
建

屋
ク
レ
ー
ン
を
各
運
転
モ
ー
ド
で
運
転
操
作
を
行
い
、
巻
上
げ
、
巻
下
げ
運
転
が
円

滑
に

行
わ

れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
動

力
源

喪
失

検
査

・
補

巻
に

て
燃

料
相
当
の
模
擬
荷
重
を
吊
り
上
げ
た
状
態
で
の
走
行
・
横
行
運
転
お
よ
び
巻
上

げ
・

巻
下

げ
運
転
中
に
動
力
源
を
喪
失
さ
せ
、
模
擬
荷
重
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

主
蒸

気
安

全
弁

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
吹

出
し

圧
力

検
査

・
主

蒸
気

安
全
弁
（
2
台
）
が
所
定
の
圧
力
で
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
漏

え
い

検
査

・
主

蒸
気

安
全

弁
（
2
台
）
が
加
圧
し
た
状
態
に
お
い
て
シ
ー
ル
機
能
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し

た
。

主
蒸

気
安

全
弁

分
解

検
査

定
1
.
分

解
検

査
・

主
蒸

気
安

全
弁
（
2
台
）
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
・

安
全

弁
機

能
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
吹

出
し

圧
力

検
査

・
主

蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
（
6
台
）
が
所
定
の
圧
力
で
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
漏

え
い

検
査

・
主

蒸
気

逃
が

し
安
全
弁
（
6
台
）
が
加
圧
し
た
状
態
に
お
い
て
シ
ー
ル
機
能
に
異
常
の
な
い
こ

と
を

確
認

し
た
。

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
・

逃
が

し
弁

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
設

定
値

確
認

検
査

・
動

作
値

が
許
容
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
論

理
回

路
検

査
・

論
理

回
路

が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
3
)
弁

動
作

検
査

・
模

擬
信

号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

- 14 -



設
　
　
備
　
　
名

検
　

　
査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
分

解
検

査
定

1
.
分

解
検

査
・

主
蒸

気
逃

が
し
安
全
弁
（
6
台
）
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の

欠
陥
の

な
い

こ
と

を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

自
動

減
圧

系
機

能
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
弁

動
作

検
査

・
模

擬
信

号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

（
4
台

）
が

所
定
の
時
間
内
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

主
蒸

気
隔

離
弁

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
弁

動
作

検
査

・
模

擬
信

号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
主
蒸
気
隔
離
弁
が
所
定
の
時
間
内
に
動
作
す
る
こ
と

を
確

認
す

る
と
と
も
に
、
主
蒸
気
隔
離
弁
お
よ
び
原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
弁
（
原
子
炉
格
納
容

器
隔

離
弁

機
能
検
査
で
実
施
す
る
も
の
は
除
く
）
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

主
蒸

気
隔

離
弁

漏
え

い
率

検
査

定
1
.
漏

え
い

率
検

査
・

主
蒸

気
隔

離
弁
（
8
台
）
の
漏
え
い
率
が
所
定
の
値
以
下
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

主
蒸

気
隔

離
弁

漏
え

い
率

検
査

(
停

止
後

)
事

1
.
漏

え
い

率
検

査
（

停
止

後
）

・
主

蒸
気

隔
離
弁
（
8
台
）
の
漏
え
い
率
が
所
定
の
値
以
下
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し

た
。

主
蒸

気
隔

離
弁

分
解

検
査

事
1
.
分

解
検

査
・

主
蒸

気
隔

離
弁
（
2
台
）
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
｡

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
運

転
性

能
検

査
・ ・

模
擬

信
号

を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
所
定
の
時
間
内
に
起

動
し

、
各

負
荷
が
所
定
の
順
序
に
従
い
順
次
投
入
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

非
常

用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
、
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
、
低
圧
注
水
系
、
非
常
用
補
機
冷
却
水
系
、

非
常

用
補

機
冷
却
海
水
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
、
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
た
。

(
2
)
弁

動
作

検
査

・
模

擬
信

号
を

発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
、
低
圧
注
水
系
の
注
入
隔
離
弁
が

動
作

す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
機

能
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
運

転
性

能
検

査
・

模
擬

信
号

を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
所
定
の
時
間
内
に
作
動
す
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
と
き

の
運

転
状

態
を
確
認
し
、
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
た
。

(
2
)
弁

作
動

検
査

・
模

擬
信

号
を

発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
注
入
弁
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

分
解

検
査

事
1
.
分

解
検

査
・

原
子

炉
隔

離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
駆
動
用
タ
ー
ビ
ン
の
車
室
、
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変

形
、

そ
の

他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
主

要
弁

分
解

検
査

事
1
.
分

解
検

査
・

原
子

炉
隔

離
時
冷
却
系
主
要
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な

い
こ

と
を

浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
設

備
検

査
(
機

械
設

備
)

事
1
.
開

放
検

査
・

原
子

炉
隔

離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
駆
動
用
タ
ー
ビ
ン
の
非
常
調
速
機
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の

欠
陥

の
な

い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

原
子

炉
隔

離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

3
.
漏

え
い

検
査

・
原

子
炉

隔
離
時
冷
却
系
の
水
張
り
時
お
よ
び
運
転
時
に
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を

確
認

し
た

。

非
常

用
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
ｾ
ﾞ
ﾙ
発

電
機

、
炉

心
ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
系

、
低

圧
注

水
系

、
非

常
用

補
機

冷
却

系
、

非
常

用
補

機
冷

却
海

水
系

機
能

検
査
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原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

事
1
.
特

性
検

査

(
1
)
性

能
(
校

正
)
検

査
・

原
子

炉
隔

離
時
冷
却
系
の
各
検
出
器
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
原

子
炉

隔
離

時
冷
却
系
の
各
検
出
器
が
、
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
3
)
制

御
定

数
確

認
検

査
・

制
御

定
数

が
前
回
値
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

高
圧

注
水

系
機

能
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
運

転
性

能
検

査
・

模
擬

信
号

を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
所
定
の
時
間
内
に
作
動
す
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
と
き

の
運

転
状

態
を
確
認
し
、
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
た
。

(
2
)
弁

作
動

検
査

・
模

擬
信

号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
注
入
弁
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

高
圧

注
水

系
ポ

ン
プ

分
解

検
査

定
1
.
分

解
検

査
・

高
圧

注
水

系
主
ポ
ン
プ
、
ブ
ー
ス
タ
ポ
ン
プ
お
よ
び
ポ
ン
プ
駆
動
用
タ
ー
ビ
ン
の
主
軸
、
羽
根

車
等

に
き

裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確

認
し

た
。

高
圧

注
水

系
主

要
弁

分
解

検
査

定
1
.
分

解
検

査
・

高
圧

注
水

系
主
要
弁
（
２
台
）
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な

い
こ

と
を

浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

高
圧

注
水

系
設

備
検

査
（

機
械

設
備

）
事

1
.
開

放
検

査
・

高
圧

注
水

系
ポ
ン
プ
駆
動
用
タ
ー
ビ
ン
の
非
常
調
速
機
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な

い
こ

と
を

浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

高
圧

注
水

系
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

3
.
漏

え
い

検
査

・
高

圧
注

水
系

の
水
張
り
時
お
よ
び
運
転
時
に
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

高
圧

注
水

系
設

備
検

査
（

電
気

設
備

）
1
.
特

性
検

査

(
1
)
性

能
（

校
正

）
検

査
・

高
圧

注
水

系
の
各
検
出
器
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
高

圧
注

水
系

の
各
検
出
器
が
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
分

解
検

査
定

1
.
分

解
検

査
・

残
留

熱
除

去
系
ポ
ン
プ
(
Ａ
)
、
(
Ｃ
)
お
よ
び
(
Ｄ
)
の
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の

他
の

欠
陥

の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

残
留

熱
除

去
系

主
要

弁
分

解
検

査
定

1
.
分

解
検

査
・

残
留

熱
除

去
系
主
要
弁
（
４
台
）
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥

の
な

い
こ

と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

開
放

検
査

事
1
.
開

放
検

査
・

残
留

熱
除

去
系
熱
交
換
器
（
Ｂ
）
の
伝
熱
管
に
有
意
な
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
渦
流
探
傷
検
査
に

よ
り

確
認

し
、
ま
た
、
当
該
熱
交
換
器
の
水
室
鏡
板
、
管
板
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠

陥
の

な
い

こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

残
留

熱
除

去
海

水
系

ポ
ン

プ
検

査
事

1
.
分

解
検

査
・

残
留

熱
除

去
系
海
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
～
（
Ｄ
）
の
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他

の
欠

陥
の

な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

残
留

熱
除

去
海

水
系

容
器

検
査

事
1
.
開

放
検

査
・

残
留

熱
除

去
海
水
ス
ト
レ
ー
ナ
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

目
視

に
よ
り
確
認
し
た
。

事 安

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
設

備
検

査
(
電

気
設

備
)
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原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

残
留

熱
除

去
系

設
備

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

残
留

熱
除

去
系
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
～
（
Ｄ
）
お
よ
び
海
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
～
（
Ｄ
）
の
ポ

ン
プ
を

運
転

し
、

振
動
、
異
音
等
の
有
無
お
よ
び
揚
程
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
残

留
熱

除
去
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
主

要
弁

分
解

検
査

定
1
.
分

解
検

査
・

炉
心

ス
プ

レ
イ
系
主
要
弁
（
３
台
）
の
弁
体
、
弁
座
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な

い
こ

と
を

浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
設

備
検

査
事

1
.
漏

え
い

検
査

・
炉

心
ス

プ
レ
イ
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

非
常

用
補

機
冷

却
系

ポ
ン

プ
検

査
事

1
.
分

解
検

査
・

非
常

用
補

機
冷
却
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
、
非
常
用
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
お
よ
び
（
Ｃ
）

の
主

軸
、

羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び

目
視

に
よ

り
確
認
し
た
。

非
常

用
補

機
冷

却
系

容
器

検
査

事
1
.
開

放
検

査
・

非
常

用
補

機
冷
却
系
熱
交
換
器
（
Ｂ
）
の
伝
熱
管
に
つ
い
て
、
有
意
な
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
過

流
探

傷
検

査
に
よ
り
確
認
し
、
ま
た
、
熱
交
換
器
（
Ｂ
）
お
よ
び
海
水
ス
ト
レ
ー
ナ
（
Ａ
）
、

（
Ｂ

）
に

つ
い
て
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

非
常

用
補

機
冷

却
系

設
備

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

非
常

用
補

機
冷
却
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
、
非
常
用
補
機
冷
却
海
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
お
よ
び
（
Ｃ
）

を
運

転
し

、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
お
よ
び
出
口
圧
力
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
非

常
用

補
機
冷
却
水
系
お
よ
び
海
水
系
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

タ
ー

ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
機

能
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

タ
ー

ビ
ン

バ
イ
パ
ス
弁
お
よ
び
主
蒸
気
止
め
弁
の
模
擬
信
号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
弁

の
動

作
に

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

タ
ー

ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
検

査
事

1
.
分

解
検

査
・

タ
ー

ビ
ン

バ
イ
パ
ス
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と

を
浸

透
探

傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
原

子
炉

起
動
後
、
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
開
状
態
に
お
い
て
、
各
部
か
ら
漏
え
い
が
な
い
こ
と

を
確

認
し

た
。

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

機
能

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

原
子

炉
給

水
ポ
ン
プ
２
台
を
運
転
状
態
と
し
１
台
を
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
炉

給
水

ポ
ン

プ
の
予
備
機
１
台
が
自
動
起
動
す
る
こ
と
お
よ
び
そ
の
時
の
運
転
状
態
に
つ
い
て
、

異
常

の
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
給

水
ポ

ン
プ

分
解

検
査

事
1
.
分

解
検

査
・

原
子

炉
給

水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
主
軸
、
軸
受
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な

い
こ

と
を

浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

給
水

加
熱

器
開

放
検

査
事

1
.
開

放
検

査
・

低
圧

給
水

加
熱
器
の
伝
熱
管
に
有
意
な
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
過
流
探
傷
検
査
に
よ
り
確
認
し
、

ま
た

、
当

該
加
熱
器
の
水
室
溶
接
部
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透

探
傷

検
査

お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
検

査
事

1
.
外

観
検

査
・

原
子

炉
再

循
環
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
の
メ
カ
ニ
カ
ル
シ
ー
ル
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の

欠
陥

の
な

い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
再

循
環

系
設

備
検

査
事

1
.
漏

え
い

検
査

・
原

子
炉

再
循
環
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
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名
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査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
循

環
ポ

ン
プ

検
査

事
1
.
分

解
検

査
・

原
子

炉
冷

却
材
浄
化
系
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
の
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、

そ
の
他
の
欠
陥

の
な

い
こ

と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
設

備
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査
（

原
子

炉
冷

温
停

止
中

）
・

原
子

炉
冷

却
材
浄
化
系
の
機
器
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
お
よ
び
揚
程
、
容
量
に
異

常
の

な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
原

子
炉

冷
却

材
浄
化
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

3
.
機

能
･
性

能
検

査
（

定
格

熱
出

力
一

定
運

転
中

）
・

定
格

熱
出

力
一
定
運
転
中
に
ろ
過
脱
塩
出
口
流
量
、
原
子
炉
水
導
電
率
等
の
値
に
異
常
の
な
い

こ
と

を
確

認
し
た
。

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
ポ

ン
プ

検
査

事
1
.
分

解
検

査
・

原
子

炉
補

機
冷
却
海
水
系
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
～
（
Ｃ
）
の
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ

の
他

の
欠

陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
容

器
検

査
(
定

検
)

事
1
.
開

放
検

査
・

原
子

炉
補

機
冷
却
水
系
海
水
ス
ト
レ
ー
ナ
等
に
、
表
面
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な

い
こ

と
を

目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
容

器
検

査
(
先

行
定

検
)

事
1
.
開

放
検

査
原

子
炉

補
機
冷
却
水
系
熱
交
換
器
（
Ａ
）
～
（
Ｃ
）
の
伝
熱
管
に
有
意
な
欠
陥
の
な
い
こ
と
を

渦
流

探
傷

検
査
に
よ
り
確
認
し
、
ま
た
、
当
該
熱
交
換
器
の
水
室
蓋
板
、
水
室
胴
板
お
よ
び
管

板
等

に
き

裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
設

備
検

査
(
定

検
)

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

原
子

炉
補

機
冷
却
水
系
の
機
器
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
お
よ
び
揚
程
に
異
常
の

な
い

こ
と

を
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
原

子
炉

補
機

冷
却
水
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
設

備
検

査
(
先

行
定

検
)

事
1
.
漏

え
い

検
査

・
原

子
炉

補
機

冷
却
水
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

給
・

復
水

系
ポ

ン
プ

検
査

事
1
.
分

解
検

査
・

給
水

加
熱

器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
お
よ
び
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
の

主
軸

、
羽

根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目

視
に

よ
り

確
認
し
た
。

給
・

復
水

系
設

備
検

査
(
機

械
設
備

)
事 安

1
.
開

放
検

査
・

復
水

ろ
過

脱
塩
装
置
復
水
ろ
過
脱
塩
塔
、
復
水
脱
塩
装
置
復
水
脱
塩
塔
お
よ
び
復
水
脱
塩
装
置

樹
脂

ス
ト

レ
ー
ナ
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

分
解

検
査

を
実
施
し
た
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
（
Ｃ
）
、
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
お

よ
び

原
子

炉
給
水
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
の
な

い
こ

と
を

確
認
し
た
。

3
.
漏

え
い

検
査

・
給

・
復

水
系

に
つ
い
て
漏
え
い
検
査
を
実
施
し
、
各
部
か
ら
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

計
測
制
御
系
統
設
備

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
ｽ
ｸ
ﾗ
ﾑ
機

能
検

査
・

制
御

棒
全

引
抜
き
の
状
態
か
ら
ス
ク
ラ
ム
さ
せ
て
、
所
定
の
時
間
に
制
御
棒
（
8
9
本
）
が
挿
入

で
き

る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
の
機
能
の
健
全
性
を
確
認
し
た
。

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

ポ
ン

プ
検

査
事 安

1
.
分

解
検

査
・

制
御

棒
駆

動
水
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
の
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い

こ
と

を
浸

透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。
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設
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査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

計
測
制
御
系
統
設
備

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

容
器

検
査

事
1
.
開

放
検

査
・

制
御

棒
駆

動
水
圧
系
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
（
１
３
台
）
お
よ
び
制
御
棒
駆
動
水
フ
ィ
ル
タ
（
Ａ

）
に

つ
い

て
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

設
備

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

制
御

棒
駆

動
水
ポ
ン
プ
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
お
よ
び
圧
力
に
異
常
の
な
い
こ
と

を
確

認
し

た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
制

御
棒

駆
動

水
圧
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

制
御

棒
駆

動
機

構
分

解
検

査
定

1
.
分

解
検

査
・

制
御

棒
駆

動
機
構
（
２
１
本
）
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り

確
認

し
た

。

制
御

棒
駆

動
機

構
機

能
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

制
御

棒
の

全
挿
入
か
ら
全
引
抜
ま
で
の
時
間
を
測
定
し
、
制
御
棒
の
引
抜
・
挿
入
時
間
が
許
容

範
囲

内
に

あ
る
こ
と
、
お
よ
び
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

ス
ク

ラ
ム

弁
分

解
検

査
定

1
.
分

解
検

査
・

制
御

棒
駆

動
水
圧
系
ス
ク
ラ
ム
弁
（
２
８
台
）
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の

他
の

欠
陥

の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

選
択

制
御

棒
挿

入
機

能
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

模
擬

信
号

お
よ
び
手
動
に
よ
り
、
論
理
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
ス

ク
ラ

ム
弁

動
作

検
査

・
模

擬
信

号
に

よ
り
、
選
択
制
御
棒
挿
入
機
能
が
働
く
こ
と
を
ス
ク
ラ
ム
弁
の
作
動
に
よ
り
確
認

し
た

。

制
御

棒
価

値
ミ

ニ
マ

イ
ザ

機
能

検
査

事
1
.
機

能
・

性
能

検
査

・
制

御
棒

の
操
作
に
関
わ
る
監
視
機
能
が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ほ
う

酸
水

注
入

系
機

能
検

査
定

1
.
機

能
・

性
能

検
査

(
1
)
運

転
性

能
検

査
・

ほ
う

酸
水

注
入
系
を
運
転
し
、
そ
の
時
の
ポ
ン
プ
等
の
運
転
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た

。

(
2
)
弁

動
作

検
査

・
操

作
ス

イ
ッ
チ
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
弁
が
動
作
し
、
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
が
起
動
す

る
こ

と
を

確
認
し
た
。

2
.
特

性
検

査
(
1
)
ほ

う
酸

質
量

確
認

検
査

・
ほ

う
酸

水
貯

蔵
タ
ン
ク
水
位
、
濃
度
を
測
定
し
、
ほ
う
酸
質
量
が
所
定
の
値
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確

認
し

た
。

ほ
う

酸
水

注
入

系
設

備
検

査
事

1
.
漏

え
い

検
査

・
ほ

う
酸

水
注

入
系
の
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

安
全

保
護

系
設

定
値

確
認

検
査

(
核

計
装

)
定

1
.
特

性
検

査

(
1
)
核

計
測

装
置

設
定

値
確

認
検

査
・

中
性

子
源

領
域
モ
ニ
タ
、
中
間
領
域
モ
ニ
タ
、
平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
、
制
御
棒
引
抜
監
視
装

置
に

制
御

棒
緊
急
挿
入
等
を
行
う
の
に
必
要
な
値
を
入
力
し
、
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と

を
確

認
し

た
。

定
1
.
特

性
検

査
　

(
1
)
プ

ロ
セ

ス
計

装
設

定
値

確
認

検
査

・
プ

ロ
セ

ス
計

装
（
原
子
炉
圧
力
計
、
格
納
容
器
圧
力
計
、
原
子
炉
水
位
計
、
主
蒸
気
管
圧
力

計
、

地
震

加
速
度
計
等
）
の
各
検
出
器
が
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

安
全

保
護

系
設

定
値

確
認

検
査

(
プ

ロ
セ

ス
計

装
)
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設
　
　
備
　
　
名

検
　

　
査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

計
測
制
御
系
統
設
備

事
1
.
特

性
検

査

 
(
1
)
性

能
(
校

正
)
検

査
・

安
全

保
護

系
に
係
る
計
器
お
よ
び
中
央
制
御
室
の
重
要
な
計
器
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確
認
し
た
。

 
(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

検
出

器
が

許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
特

性
検

査

 
(
1
)
性

能
(
校

正
)
検

査
・

安
全

保
護

系
に
係
る
計
器
お
よ
び
中
央
制
御
室
の
重
要
な
計
器
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確
認
し
た
。

 
(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

検
出

器
が

許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

1
.
特

性
検

査

 
(
1
)
性

能
(
校

正
)
検

査
・

安
全

保
護

系
に
係
る
計
器
お
よ
び
中
央
制
御
室
の
重
要
な
計
器
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確
認
し
た
。

 
(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

検
出

器
が

許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
特

性
検

査

 
(
1
)
性

能
(
校

正
)
検

査
・

安
全

保
護

系
に
係
る
計
器
お
よ
び
中
央
制
御
室
の
重
要
な
計
器
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ

て
い

る
こ

と
を
確
認
し
た
。

 
(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

検
出

器
が

許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査
(
1
)
原

子
炉

保
護

系
検

査
・

原
子

炉
保

護
系
の
各
ス
ク
ラ
ム
要
素
の
論
理
回
路
お
よ
び
ス
ク
ラ
ム
機
能
が
作
動
す
る
こ
と
を

確
認

し
た

。

(
2
)
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

　
 
プ

機
能

検
査

・
原

子
炉

再
循

環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

低
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
系
,
低
圧
注
水
系
,
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
始
動
論
理
回
路
が
作
動
す

る
こ

と
を

確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

高
圧

注
水

系
起
動
論
理
回
路
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

自
動

減
圧

系
論
理
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

主
蒸

気
隔

離
弁
論
理
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

原
子

炉
格

納
容
器
隔
離
弁
論
理
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

事 安

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

自
動

減
圧

系
論

理
回

路
）

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

主
蒸

気
隔

離
弁

論
理

回
路

）

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

論
理

回
路

）

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
(
原

子
炉

保
護

系
・

再
循

環
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

系
)

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
,
低

圧
注

水
系

,
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

始
動

論
理

回
路

）

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

高
圧

注
水

系
起

動
論

理
回

路
）

安
全

保
護

系
保

護
検

出
要

素
性

能
（

校
正

）
検

査
（

核
計

装
）

安
全

保
護

系
保

護
検

出
要

素
性

能
（

校
正

）
検

査
（

原
子

炉
計

装
）

安
全

保
護

系
保

護
検

出
要

素
性

能
（

校
正

）
検

査
（

一
次

冷
却

材
計

装
）

安
全

保
護

系
保

護
検

出
要

素
性

能
（

校
正

）
検

査
（

そ
の

他
）
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設
　
　
備
　
　
名

検
　

　
査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

計
測
制
御
系
統
設
備

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

非
常

用
ガ

ス
処
理
系
論
理
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

原
子

炉
隔

離
時
冷
却
系
起
動
論
理
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

中
央

制
御

室
換
気
空
調
系
論
理
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

 
(
1
)
論

理
回

路
検

査
・

弁
位

置
動

作
論
理
回
路
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

計
装

用
圧

縮
空

気
系

機
能

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
計

装
用

圧
縮

空
気

系
空

気
圧

縮
機

予
備

機
自

動
起

動
検

査
・

圧
力

低
の

模
擬
信
号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
予
備
機
が
自
動
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

(
2
)
警

報
確

認
検

査
・

圧
力

低
の

模
擬
信
号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
圧
力
低
警
報
が
発
生
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

(
3
)
Ｉ

Ａ
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ラ

イ
ン

止
弁

動
作

検
査

・
圧

力
低

の
模

擬
信
号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ａ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ラ
イ
ン
止
弁
が
動
作

す
る

こ
と

を
確
認
し
た
。

主
要

制
御

系
機

能
検

査
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
操

作
端

組
合

せ
検

査
・

制
御

装
置

に
模
擬
信
号
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
蒸
気
加
減
弁
、
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
、
給

水
流

量
調

節
弁
等
を
作
動
さ
せ
、
弁
ス
ト
ロ
ー
ク
が
許
容
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

検
査

・
制

御
装

置
に

模
擬
信
号
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
各
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
機
能
が
作
動
す
る
こ
と

を
確

認
し

た
。

(
3
)
運

転
安

定
性

確
認

検
査

・
定

格
出

力
運

転
状
態
に
お
い
て
、
原
子
炉
圧
力
、
原
子
炉
水
位
が
安
定
し
て
制
御
さ
れ
て
い
る

こ
と

を
確

認
し
た
。

1
.
特

性
検

査

(
1
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

検
出

器
が

許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
警

報
確

認
検

査
・

各
検

出
器

の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
警
報
が
発
生
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
特

性
検

査

(
1
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

検
出

器
が

許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
特

性
検

査

(
1
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

検
出

器
が

許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
警

報
確

認
検

査
・

各
検

出
器

の
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
警
報
が
発
生
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

監
視

機
能

健
全

性
確

認
検

査
(
プ
ロ

セ
ス

計
装

)

監
視

機
能

健
全

性
確

認
検

査
(
先
行

定
検

：
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
)

事 安事 安

監
視

機
能

健
全

性
確

認
検

査
(
先
行

定
検

：
液

体
廃

棄
物

処
理

系
)

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

制
御

建
屋

換
気

系
起

動
論

理
回

路
）

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

弁
位

置
動

作
論

理
回

路
）

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

非
常

用
ｶ
ﾞ
ｽ
処

理
系

論
理

回
路
）

原
子

炉
保

護
系

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
機

能
検

査
（

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
起

動
論

理
回

路
）
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設
　
　
備
　
　
名

検
　

　
査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

計
測
制
御
系
統
設
備

核
計

測
装

置
機

能
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

中
性

子
源

領
域
計
測
装
置
お
よ
び
中
間
領
域
計
測
装
置
の
検
出
器
お
よ
び
検
出
器
ケ
ー
ブ
ル

が
炉

心
内

に
全
挿
入
さ
れ
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
特

性
検

査
・

中
性

子
源

領
域
計
測
装
置
、
中
間
領
域
計
測
装
置
お
よ
び
出
力
領
域
計
測
装
置
に
つ
い
て
、
中

央
制

御
室

か
ら
検
出
器
ま
で
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

中
央

制
御

室
外

原
子

炉
停

止
装

置
機

能
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

中
央

制
御

室
か
ら
中
央
制
御
室
外
原
子
炉
停
止
装
置
に
操
作
を
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
お
よ

び
計

器
、

警
報
回
路
お
よ
び
表
示
灯
が
現
状
の
状
態
を
指
示
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
電

源
装

置
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
運

転
性

能
検

査
・

原
子

炉
再

循
環
ポ
ン
プ
各
速
度
に
お
け
る
Ｐ
Ｌ
Ｒ
－
Ｍ
Ｇ
セ
ッ
ト
発
電
機
の
回
転
数
お
よ
び
電

圧
が

基
準

値
以
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

放
射
線
管
理
設
備

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

機
能

検
査

定
1
.
特

性
検

査

(
1
)
線

源
校

正
検

査
・

標
準

線
源

を
用
い
て
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
校
正
が
正
し
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

種
放

射
線
モ
ニ
タ
の
警
報
お
よ
び
表
示
灯
が
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
(
1
)
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｸ
機

能
検

査
・

各
種

放
射

線
モ
ニ
タ
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
が
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
自

動
起

動
検

査
・

模
擬

信
号

を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
原
子
炉
建
屋
換
気
系
が
隔
離
さ
れ
、
非
常
用
ガ
ス
処

理
系

が
自

動
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
運

転
性

能
検

査
・

非
常

用
ガ

ス
処
理
系
の
運
転
状
態
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

フ
ィ

ル
タ

性
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
チ

ャ
コ

ー
ル

エ
ア

フ
ィ

ル
タ

性
能

検
査

・
非

常
用

ガ
ス

処
理
系
フ
ィ
ル
タ
装
置
の
性
能
が
基
準
値
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

フ
ァ

ン
検

査
事

1
.
分

解
検

査
・

非
常

用
ガ

ス
処
理
系
排
風
機
（
Ｂ
）
の
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の

な
い

こ
と

を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

事
1
.
開

放
検

査
・

非
常

用
ガ

ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
ト
レ
イ
ン
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥

の
な

い
こ

と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

非
常

用
ガ

ス
処
理
系
排
風
機
（
Ｂ
）
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
有
無
の
な
い
こ
と
を
確
認

し
た

。

3
.
漏

え
い

検
査

・
非

常
用

ガ
ス
処
理
系
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

設
備

検
査

（
電

気
設

備
）

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

非
常

用
ガ

ス
処
理
系
ト
レ
イ
ン
ヒ
ー
タ
に
つ
い
て
発
熱
体
の
相
間
抵
抗
測
定
を
実
施
し
、
機
能

の
健

全
性

を
確
認
し
た
。

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

設
備

検
査

（
機

械
設

備
）
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名
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分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

放
射
線
管
理
設
備

制
御

建
屋

換
気

系
機

能
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
自

動
起

動
検

査
・

模
擬

信
号

を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
非
常
用
送
風
機
が
自
動
起
動
し
、
非
常

用
再

循
環

運
転
に
切
り
替
わ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
運

転
性

能
検

査
・

中
央

制
御

室
非
常
用
送
風
機
お
よ
び
中
央
制
御
室
空
調
機
の
運
転
状
態
に
異
常
の
な
い
こ
と
を

確
認

し
た

。

(
3
)
非

常
時

外
気

取
入

モ
ー

ド
作

動
検

査
・

非
常

用
再

循
環
運
転
中
、
中
央
制
御
室
外
気
吸
込
ダ
ン
パ
お
よ
び
清
浄
区
域
排
風
機
吸
込
ダ
ン

パ
が

正
常

に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

制
御

建
屋

換
気

系
フ

ィ
ル

タ
性

能
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
ﾁ
ｬ
ｺ
ｰ
ﾙ
ｴ
ｱ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
性

能
検

査
・

中
央

制
御

室
非
常
用
送
風
機
お
よ
び
中
央
制
御
室
空
調
機
フ
ィ
ル
タ
装
置
の
性
能
が
基
準
値
以

上
で

あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

制
御

建
屋

換
気

系
設

備
検

査
事

1
.
漏

え
い

検
査

・
制

御
建

屋
換

気
系
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

換
気

空
調

系
機

能
検

査
事 安

1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

常
用

換
気

空
調
系
の
機
器
を
運
転
し
、
運
転
状
態
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
特

性
検

査

(
1
)
線

源
校

正
検

査
・

標
準

線
源

を
用
い
て
各
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
校
正
が
正
し
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

装
置

の
警

報
お
よ
び
表
示
灯
の
動
作
値
が
設
定
値
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
特

性
検

査

(
1
)
線

源
校

正
検

査
・

標
準

線
源

を
用
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
モ
ニ
タ
（
放
射
線
移
動
観
測
車
）
の
校
正
が
正
し
い
こ
と
を

確
認

し
た

。

事
1
.
特

性
検

査

(
1
)
線

源
校

正
検

査
・

エ
リ

ア
放

射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
、
プ
ロ
セ
ス
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
検
出
器
が
許

容
範

囲
内

に
校
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
警

報
・

表
示

灯
が
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

廃
棄
設
備

気
体

廃
棄

物
処

理
系

機
能

検
査

定
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
運

転
性

能
検

査
・

プ
ラ

ン
ト

運
転
状
態
に
お
い
て
、
気
体
廃
棄
物
処
理
系
の
運
転
状
態
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
を

確
認

し
た

。

気
体

廃
棄

物
処

理
系

ﾎ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
検

査
事

1
.
分

解
検

査
・

排
ガ

ス
真

空
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
の
羽
根
車
、
主
軸
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

気
体

廃
棄

物
処

理
系

容
器

検
査

事 安
1
.
開

放
検

査
・

排
ガ

ス
復

水
器
の
伝
熱
管
に
有
意
な
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
過
流
探
傷
検
査
に
よ
り
確
認
し
、
ま

た
、

当
該

復
水
器
の
水
室
溶
接
部
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探

傷
検

査
お

よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
外

観
検

査
・

排
ガ

ス
予

熱
器
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
超
音
波
探

傷
検

査
、

浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

野
外

モ
ニ

タ
機

能
検

査
（

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
）

監
視

機
能

健
全

性
確

認
検

査
（

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
・

プ
ロ

セ
ス

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

設
備

）

野
外

モ
ニ

タ
機

能
検

査
（

フ
ィ

ー
ル

ド
モ

ニ
タ

）
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項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

廃
棄
設
備

気
体

廃
棄

物
処

理
系

設
備

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

排
ガ

ス
真

空
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
気

体
廃

棄
物

処
理
系
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

液
体

廃
棄

物
処

理
系

機
能

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

床
ド

レ
ン

・
化
学
廃
液
濃
縮
装
置
等
の
運
転
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

液
体

廃
棄

物
貯

蔵
設

備
・

処
理

設
備

の
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

機
能

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

液
体

廃
棄

物
貯
蔵
設
備
お
よ
び
処
理
設
備
に
係
る
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と

を
確

認
し

た
。

液
体

廃
棄

物
処

理
系

ポ
ン

プ
検

査
(
定

検
)

事
1
.
分

解
検

査
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル
機
器
ド
レ
ン
サ
ン
プ
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
床
ド
レ
ン
サ
ン
プ

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
の
主
軸
、
羽
根
車
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探

傷
検

査
お

よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

液
体

廃
棄

物
処

理
系

ポ
ン

プ
検

査
(
先

行
定

検
)

事
1
.
分

解
検

査
・

液
体

廃
棄

物
処
理
系
ポ
ン
プ
の
羽
根
車
、
主
軸
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
が
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

液
体

廃
棄

物
処

理
系

容
器

検
査

(
先

行
定

検
)

事
1
.
開

放
検

査
・

液
体

廃
棄

物
処
理
系
サ
ン
プ
等
の
内
面
溶
接
部
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
が
な
い
こ
と

を
浸

透
探

傷
検
査
お
よ
び
目
視
等
に
よ
り
確
認
し
た
。
ま
た
、
濃
縮
器
（
加
熱
器
）
の
伝
熱
管

に
有

意
な

欠
陥
の
な
い
こ
と
を
過
流
探
傷
検
査
に
よ
り
確
認
し
た
。

液
体

廃
棄

物
処

理
系

設
備

検
査

(
定

検
）

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

液
体

廃
棄

物
処
理
系
（
格
納
容
器
内
サ
ン
プ
ポ
ン
プ
）
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
の
有
無
お
よ

び
揚

程
、

容
量
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
液

体
廃

棄
物

処
理
系
（
格
納
容
器
内
サ
ン
プ
ポ
ン
プ
）
に
つ
い
て
漏
え
い
検
査
を
実
施
し
、
各

部
か

ら
の

漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

液
体

廃
棄

物
処

理
系

設
備

検
査

(
先

行
定

検
）

事
1
.
分

解
検

査
・

ク
ラ

ッ
ド

セ
パ
レ
ー
タ
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸

透
探

傷
検

査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

液
体

廃
棄

物
処
理
系
ポ
ン
プ
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

3
.
漏

え
い

検
査

・
液

体
廃

棄
物

処
理
系
に
つ
い
て
漏
え
い
検
査
を
実
施
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を

確
認

し
た

。

固
体

廃
棄

物
処

理
系

ポ
ン

プ
検

査
事

1
.
分

解
検

査
・

固
体

廃
棄

物
処
理
系
ポ
ン
プ
の
羽
根
車
、
主
軸
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
が
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

固
体

廃
棄

物
処

理
系

設
備

検
査

事
1
.
外

観
検

査
・

復
水

浄
化

系
沈
降
分
離
槽
の
外
面
に
つ
い
て
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
目

視
に

よ
り

確
認
し
た
。

2
.
開

放
検

査
・

ホ
ッ

パ
（

Ａ
）
の
内
面
、
攪
拌
翼
等
に
つ
い
て
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
が
な
い
こ
と
を

目
視

に
よ

り
確
認
し
た
。

3
.
分

解
検

査
・

遠
心

脱
水

機
の
ス
ク
リ
ュ
ー
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検

査
お

よ
び

目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

4
.
機

能
･
性

能
検

査
・

固
体

廃
棄

物
処
理
系
の
ポ
ン
プ
等
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

5
.
漏

え
い

検
査

・
固

体
廃

棄
物

処
理
系
に
つ
い
て
漏
え
い
検
査
を
実
施
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を

確
認

し
た

。
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目

検
　
査
　
結
 
 
果

廃
棄
設
備

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
(
1
)
設

定
値

確
認

検
査

・
漏

え
い

の
検

出
装
置
お
よ
び
警
報
動
作
要
素
に
水
位
変
化
を
与
え
、
警
報
が
正
常
に
動
作
す
る

こ
と

を
確

認
し
た
。

(
2
)
警

報
確

認
検

査
・

水
位

変
化

ま
た
は
模
擬
信
号
を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
警
報
が
発
生
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

固
体

廃
棄

物
処

理
系

焼
却

炉
機

能
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

可
燃

性
固

体
廃
棄
物
を
焼
却
炉
に
て
焼
却
処
理
し
、
そ
の
運
転
状
態
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確

認
し

た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
焼

却
炉

運
転

中
に
お
い
て
各
部
よ
り
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

固
体

廃
棄

物
貯

蔵
所

管
理

状
況

検
査

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
線

量
当

量
率

検
査

・
固

体
廃

棄
物

貯
蔵
所
の
管
理
区
域
境
界
に
お
け
る
線
量
当
量
率
が
制
限
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を

確
認

し
た

。

(
2
)
表

面
汚

染
密

度
検

査
・

固
体

廃
棄

物
貯
蔵
所
の
床
表
面
汚
染
密
度
が
制
限
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
外

観
検

査

(
1
)
保

管
状

況
検

査
・

固
体

廃
棄

物
が
貯
蔵
所
内
に
整
理
整
頓
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し

た
。

サ
イ

ト
バ

ン
カ

ポ
ン

プ
検

査
事

1
.
分

解
検

査
・

プ
ー

ル
水

循
環
ポ
ン
プ
の
羽
根
車
、
主
軸
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を

浸
透

探
傷

検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

サ
イ

ト
バ

ン
カ

設
備

検
査

事
1
.
分

解
検

査
・

サ
イ

ト
バ

ン
カ
設
備
弁
の
弁
体
、
弁
座
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸

透
探

傷
検

査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

プ
ー

ル
循

環
水
ポ
ン
プ
を
運
転
し
、
振
動
、
異
音
等
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

3
.
漏

え
い

検
査

・
サ

イ
ト

バ
ン

カ
設
備
に
つ
い
て
漏
え
い
検
査
を
実
施
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を

確
認

し
た

。

非
常
用
予
備
発
電
装
置

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
定

格
容

量
確

認
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

非
常

用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
Ａ
）
、
（
Ｂ
）
に
必
要
な
容
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し

た
。

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

分
解

検
査

定
1
.
分

解
検

査
・

非
常

用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
ピ
ス
ト
ン
、
ピ
ス
ト
ン
連
接
棒
、
ク
ラ
ン
ク
軸
等
に
き
裂
、
変

形
、

そ
の

他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

直
流

電
源

系
機

能
検

査
定

1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

直
流

電
源

設
備
に
つ
い
て
、
蓄
電
池
の
浮
動
充
電
運
転
状
態
の
健
全
性
を
確
認
し
た
。

非
常

用
予

備
発

電
装

置
検

査
(
機
械

設
備

：
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
）

事
1
.
分

解
検

査
・

空
気

圧
縮

機
（
Ａ
）
の
ピ
ス
ト
ン
、
ク
ラ
ン
ク
軸
等
お
よ
び
機
関
付
潤
滑
油
ポ
ン
プ
（
Ｂ
）
の

主
動

軸
、

従
動
軸
等
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目

視
に

よ
り

確
認
し
た
。

2
.
開

放
検

査
・

空
気

だ
め

お
よ
び
潤
滑
油
フ
ィ
ル
タ
に
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に

よ
り

確
認

し
た
。

3
.
機

能
･
性

能
検

査
・

定
格

負
荷

運
転
状
態
に
お
い
て
、
振
動
、
異
音
等
、
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

4
.
漏

え
い

検
査

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ
ル
機
関
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

の
検

出
装

置
お

よ
び

警
報

装
置

機
能

検
査
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目

検
　
査
　
結
 
 
果

非
常
用
予
備
発
電
装
置

事
1
.
特

性
検

査

(
1
)
性

能
(
校

正
)
検

査
・

非
常

用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
各
検
出
器
お
よ
び
指
示
計
器
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ
て
い

る
こ

と
を

確
認
し
た
。

(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
各

検
出

器
に

模
擬
信
号
を
入
力
し
、
各
検
出
器
が
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
お
よ
び
警
報

が
発

生
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
3
)
警

報
作

動
確

認
検

査
・

各
検

出
器

に
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
各
検
出
器
が
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
お
よ
び
警
報

が
発

生
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
設
備

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

性
能

検
査

(
負

荷
検

査
)

定
1
.
総

合
性

能
検

査
(
1
)
負

荷
検

査
・

原
子

炉
熱

出
力
一
定
運
転
に
お
い
て
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
が
安
定
し
た
連
続
運
転
が
で
き
る
こ
と

を
確

認
し

た
。

定
1
.
総

合
性

能
検

査

(
1
)
組

立
状

況
検

査
・

ボ
ル

ト
の

締
付
代
お
よ
び
ロ
ー
タ
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
が
設
定
値
以
内
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
保

安
装

置
検

査
・

停
止

時
お

よ
び
起
動
時
に
保
安
装
置
が
設
定
値
以
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

定
1
.
総

合
性

能
検

査

(
1
)
保

安
装

置
検

査
・

模
擬

信
号

を
発
信
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
保
安
装
置
が
正
常
に
動
作
す
る
こ

と
を

確
認

し
た
。

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

開
放

検
査

定
1
.
開

放
検

査
・

高
圧

タ
ー

ビ
ン
の
車
室
、
車
軸
、
翼
、
軸
受
等
お
よ
び
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
附
属
設
備
で
あ
る
組

合
せ

中
間

弁
、
主
復
水
器
、
湿
分
分
離
器
等
に
有
意
な
浸
食
、
損
傷
が
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷

検
査

お
よ

び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

設
備

検
査

(
機

械
設

備
)

事
1
.
分

解
検

査
・

蒸
気

式
空

気
抽
出
器
お
よ
び
循
環
水
ポ
ン
プ
等
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の

な
い

こ
と

を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
開

放
検

査
・

復
水

回
収

タ
ン
ク
等
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り

確
認

し
た

。

3
.
外

観
検

査
・

湿
分

分
離

器
ド
レ
ン
タ
ン
ク
に
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷

検
査

お
よ

び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

4
.
機

能
･
性

能
検

査
・

分
解

検
査

を
実
施
し
た
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
振
動
、
異
音
等
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

5
.
漏

え
い

検
査

・
蒸

気
タ

ー
ビ
ン
設
備
の
各
対
象
機
器
に
つ
い
て
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

設
備

検
査

(
電

気
設

備
)

事
1
.
特

性
検

査

(
1
)
性

能
(
校

正
)
検

査
・

主
タ

ー
ビ

ン
の
各
検
出
器
お
よ
び
指
示
計
器
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し

た
。

(
2
)
設

定
値

確
認

検
査

・
主

タ
ー

ビ
ン
の
各
検
出
器
が
許
容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
3
)
警

報
作

動
確

認
検

査
・

主
タ

ー
ビ

ン
の
各
検
出
器
に
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
警
報
が
発
生
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

設
備

検
査

(
土

木
設

備
)

事 安
1
.
漏

え
い

検
査

・
循

環
ポ

ン
プ
運
転
状
態
に
お
い
て
、
循
環
水
系
の
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

性
能

検
査

(
電

気
設

備
：

保
安

装
置

検
査

)

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

性
能

検
査

(
機

械
設

備
：

組
立

状
況

・
保

安
装

置
検

査
)

非
常

用
予

備
発

電
装

置
検

査
(
電
機

設
備

：
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
）
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項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

供
用
期
間
中
検
査

ク
ラ

ス
１

機
器

供
用

期
間

中
検

査
(
漏

え
い

検
査

)
　

　
※

１
定

1
.
漏

え
い

検
査

・
ク

ラ
ス

1
機

器
範
囲
内
の
漏
え
い
検
査
を
実
施
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た

。

ク
ラ

ス
１

機
器

供
用

期
間

中
検

査
(
非

破
壊

検
査

)
　

※
１

定
1
.
非

破
壊

検
査

・
ク

ラ
ス

1
機

器
に
含
ま
れ
る
圧
力
容
器
等
の
耐
圧
部
に
つ
い
て
、
浸
透
探
傷
検
査
、
超
音
波
探

傷
検

査
お

よ
び
目
視
検
査
を
実
施
し
、
有
意
な
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ク
ラ

ス
１

機
器

供
用

期
間

中
検

査
特

別
検

査
(
炉

心
シ

ュ
ラ

ウ
ド

)
　

※
１

事 安
1
.
非

破
壊

検
査

・
中

間
部

リ
ン

グ
溶
接
線
外
側
お
よ
び
下
部
リ
ン
グ
溶
接
線
外
側
そ
れ
ぞ
れ
の
ひ
び
割
れ
に
つ
い

て
、

目
視

検
査
お
よ
び
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
い
、
５
年
後
に
お
い
て
も
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
の

健
全

性
が

確
保
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ク
ラ

ス
１

機
器

供
用

期
間

中
検

査
特

別
検

査
(
原

子
炉

再
循

環
系

配
管

等
)
(
Ｂ
区

分
)
　

※
１

定
1
.
非

破
壊

検
査

・
原

子
力

安
全

･
保
安
院
か
ら
の
指
示
文
書
「
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
及
び
原
子
炉
再
循
環
系
配
管
等

の
ひ

び
割

れ
に
関
す
る
点
検
に
つ
い
て
」
に
従
い
、
原
子
炉
再
循
環
系
配
管
に
つ
い
て
、
応
力

腐
食

割
れ

対
策
実
施
後
に
、
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
い
、
有
害
な
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

ク
ラ

ス
１

機
器

供
用

期
間

中
検

査
特

別
検

査
(
原

子
炉

再
循

環
系

配
管

等
)
(
Ｃ
区

分
)
　

※
１

事
1
.
非

破
壊

検
査

・
原

子
力

安
全

･
保
安
院
か
ら
の
指
示
文
書
「
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
及
び
原
子
炉
再
循
環
系
配
管
等

の
ひ

び
割

れ
に
関
す
る
点
検
に
つ
い
て
」
に
従
い
、
原
子
炉
再
循
環
系
配
管
に
つ
い
て
、
応
力

腐
食

割
れ

対
策
実
施
前
に
、
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
い
、
有
害
な
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

ク
ラ

ス
２

機
器

供
用

期
間

中
検

査
　

※
１

定
1
.
非

破
壊

検
査

・
ク

ラ
ス

2
機

器
に
含
ま
れ
る
格
納
容
器
等
の
耐
圧
部
に
つ
い
て
、
浸
透
探
傷
検
査
、
超
音
波
探

傷
検

査
お

よ
び
目
視
検
査
を
実
施
し
、
有
意
な
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
ク

ラ
ス

2
機

器
範
囲
内
の
漏
え
い
検
査
を
実
施
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た

。

ク
ラ

ス
２

機
器

供
用

期
間

中
検

査
特

別
検

査
(
高

サ
イ

ク
ル

熱
疲

労
)
　

※
１

定
1
.
非

破
壊

検
査

・
原

子
力

安
全

･
保
安
院
か
ら
の
指
示
文
書
「
高
サ
イ
ク
ル
熱
疲
労
に
係
る
評
価
及
び
検
査
に
対

す
る

要
求

事
項
つ
い
て
」
に
従
い
、
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
配
管
と
バ
イ
パ
ス
配
管
と

の
合

流
部

(
A
)
(
B
)
に
つ
い
て
超
音
波
探
傷
検
査
を
実
施
し
、
有
意
な
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た

。

ク
ラ

ス
３

機
器

機
器

供
用

期
間

中
検

査
　

※
１

事
1
.
非

破
壊

検
査

・
ク

ラ
ス

3
機

器
に
含
ま
れ
る
配
管
等
の
耐
圧
部
に
つ
い
て
、
目
視
検
査
を
実
施
し
、
有
意
な
欠

陥
が

な
い

こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
漏

え
い

検
査

・
ク

ラ
ス

3
機

器
範
囲
内
の
漏
え
い
検
査
を
実
施
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た

。

ク
ラ

ス
Ｍ

Ｃ
容

器
供

用
期

間
中

検
査

　
※

１
事

1
.
非

破
壊

検
査

・
ク

ラ
ス

M
C
容

器
で
あ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
耐
圧
部
に
つ
い
て
、
目
視
検
査
を
実
施
し
、
有
意

な
欠

陥
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

2
.
全

体
漏

え
い

率
検

査
・

原
子

炉
格

納
容
器
全
体
漏
え
い
率
検
査
に
お
い
て
ク
ラ
ス
M
C
容
器
の
気
密
性
能
の
健
全
性
を
確

認
し

た
。

そ
の
他

総
合

負
荷

性
能

検
査

定
1
.
総

合
性

能
検

査
・

原
子

炉
熱

出
力
一
定
運
転
に
お
い
て
、
プ
ラ
ン
ト
が
安
定
し
た
連
続
運
転
が
で
き
る
こ
と
を
確

認
し

た
。

主
ボ

イ
ラ

ー
開

放
検

査
事

1
.
開

放
検

査
・

主
ボ

イ
ラ

ー
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
本
体
（
蒸
気
ド
ラ
ム
、
水
ド
ラ
ム
、
蒸
発
管
等
）
、
主
ボ
イ
ラ
ー

安
全

弁
（

Ａ
）
（
Ｂ
）
（
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
等
）
お
よ
び
給
水
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
（
主
軸
、
羽

根
車

等
）

等
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
浸
透
探
傷
検
査
お
よ

び
目

視
に

よ
り
確
認
し
た
。

主
ボ

イ
ラ

ー
負

荷
検

査
(
機

械
設
備

)
事

1
.
総

合
性

能
検

査

(
1
)
保

安
装

置
検

査
・

主
ボ

イ
ラ

ー
安
全
弁
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
が
基
準
値
以
内
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
負

荷
検

査
・

主
ボ

イ
ラ

ー
が
安
定
し
て
運
転
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

- 27 -



設
　
　
備
　
　
名

検
　

　
査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

そ
の
他

主
ボ

イ
ラ

ー
負

荷
検

査
(
電

気
設
備

)
事

1
.
総

合
性

能
検

査

(
1
)
保

安
装

置
検

査
・

主
ボ

イ
ラ

ー
ト
リ
ッ
プ
と
な
る
模
擬
信
号
を
入
力
し
、
主
ボ
イ
ラ
ー
が
設
定
値
以
内
で
動
作
す

る
こ

と
を

確
認
し
た
。

主
ボ

イ
ラ

ー
設

備
検

査
(
機

械
設
備

)
事

1
.
分

解
検

査
・

主
蒸

気
取

出
し
元
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な

い
こ

と
を

浸
透
探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

分
解

を
行

っ
た
主
蒸
気
取
出
し
元
弁
が
正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

3
.
漏

え
い

検
査

・
主

ボ
イ

ラ
ー

設
備
の
各
機
器
を
運
転
し
、
各
部
か
ら
の
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

主
ボ

イ
ラ

ー
設

備
検

査
(
電

気
設
備

)
事

1
.
特

性
検

査

(
1
)
性

能
（

校
正

）
検

査
・

蒸
気

ド
ラ

ム
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
水
位
お
よ
び
圧
力
検
出
回
路
が
、
許
容
範
囲
内
に
校
正
さ
れ
て
い

る
こ

と
を

確
認
し
た
。

安
全

弁
検

査
(
定

検
：

原
子

炉
系
）

事 安
1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
安

全
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
等
に
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を

浸
透

探
傷

検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
吹

出
し

圧
力

検
査

・
分

解
検

査
を

実
施
し
た
安
全
弁
に
つ
い
て
、
基
準
値
以
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
弁

座
気

密
性

検
査

・
分

解
検

査
を

実
施
し
た
安
全
弁
を
加
圧
し
た
状
態
に
お
い
て
、
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

安
全

弁
検

査
(
定

検
：

タ
ー

ビ
ン
系

）
事

1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
安

全
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
等
に
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を

浸
透

探
傷

検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査

(
1
)
吹

出
し

圧
力

検
査

・
分

解
検

査
を

実
施
し
た
安
全
弁
に
つ
い
て
、
基
準
値
以
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
弁

座
気

密
性

検
査

・
分

解
検

査
を

実
施
し
た
安
全
弁
を
加
圧
し
た
状
態
に
お
い
て
、
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

逆
止

弁
検

査
(
定

検
：

原
子

炉
系
)

事
1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
逆

止
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
シ
ャ
フ
ト
等
に
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

逆
止

弁
検

査
(
定

検
：

タ
ー

ビ
ン
系

)
事

1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
逆

止
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
シ
ャ
フ
ト
等
に
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

逆
止

弁
検

査
(
先

行
定

検
：

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
)

事
1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
逆

止
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
シ
ャ
フ
ト
等
に
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

主
要

弁
検

査
(
定

検
：

原
子

炉
系
)

事
1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
主

要
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

主
要

弁
検

査
(
定

検
：

タ
ー

ビ
ン
系

)
事

1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
主

要
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。
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目

検
　
査
　
結
 
 
果

そ
の
他

主
要

弁
検

査
(
先

行
定

検
：

燃
料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
)

事
1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
主

要
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

主
要

弁
検

査
(
先

行
定

検
：

液
体
・

固
体

廃
棄

物
処

理
系

)
事

1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
主

要
弁
の
弁
体
、
弁
座
、
弁
棒
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ

と
を

浸
透

探
傷
検
査
お
よ
び
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。

主
要

弁
検

査
(
電

気
設

備
)

事
1
.
分

解
検

査
・

対
象

の
主

要
弁
(
電
磁
弁
)
に
つ
い
て
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
目
視
に

よ
り

確
認

し
た
。

2
．

漏
え

い
検

査
・

系
統

運
転

状
態
に
お
い
て
、
漏
え
い
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

静
止

形
無

停
電

電
源
装

置
設

備
検

査
事

1
.
機

能
･
性

能
検

査
(
1
)
警

報
検

査
・

模
擬

信
号

に
よ
り
警
報
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
イ

ン
バ

ー
タ

負
荷

運
転

･
予

備
負

荷
運

転
手

動
自

動
切

替
検

査

・
イ

ン
バ

ー
タ

負
荷
運
転
中
に
予
備
負
荷
運
転
へ
切
り
替
わ
る
こ
と
お
よ
び
予
備
負
荷
運
転
か
ら

イ
ン

バ
ー

タ
負
荷
運
転
に
切
り
替
わ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
3
)
交

流
･
直

流
運

転
自

動
切

替
検

査
・

交
流

入
力

運
転
中
に
直
流
入
力
運
転
に
切
り
替
わ
る
こ
と
、
お
よ
び
交
流
入
力
運
転
、
直
流
入

力
運

転
に

お
い
て
、
電
圧
お
よ
び
周
波
数
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

原
子

炉
保

護
系

Ｍ
－

Ｇ
セ

ッ
ト

設
備

検
査

1
.
機

能
･
性

能
検

査
(
1
)
警

報
検

査
・

模
擬

信
号

に
よ
り
警
報
が
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
2
)
運

転
検

査
・

負
荷

試
運

転
を
実
施
し
、
電
動
機
の
電
流
お
よ
び
発
電
機
の
出
力
電
圧
な
ら
び
に
出
力
電
流
に

つ
い

て
異

常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

電
動

機
検

査
（

定
検

）
事

1
.
外

観
検

査
（

耐
震

）
・

支
持

構
造

物
に
緩
み
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し

た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

負
荷

試
運

転
を
実
施
し
、
運
転
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
外

観
検

査
（

耐
震

）
・

支
持

構
造

物
に
緩
み
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し

た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

負
荷

試
運

転
を
実
施
し
、
運
転
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
外

観
検

査
（

耐
震

）
・

支
持

構
造

物
に
緩
み
、
き
裂
、
変
形
、
そ
の
他
の
欠
陥
の
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し

た
。

2
.
機

能
･
性

能
検

査
・

負
荷

試
運

転
を
実
施
し
、
運
転
状
態
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

配
管

肉
厚

測
定

事 安
1
.
非

破
壊

検
査

・
原

子
炉

系
お

よ
び
タ
ー
ビ
ン
系
の
対
象
と
な
る
配
管
に
つ
い
て
、
超
音
波
厚
さ
測
定
お
よ
び
放

射
線

透
過

検
査
を
実
施
し
、
必
要
最
小
肉
厚
以
上
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
余
寿
命
が
１

サ
イ

ク
ル

（
１
４
ヶ
月
）
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

事 安

電
動

機
検

査
（

先
行

定
検

：
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
）

電
動

機
検

査
（

先
行

定
検

：
液

体
・

固
体

廃
棄

物
処

理
系

）
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そ
の
他

機
器

肉
厚

測
定

事
1
.
非

破
壊

検
査

・
タ

ー
ビ

ン
系
の
対
象
と
な
る
機
器
に
つ
い
て
、
超
音
波
厚
さ
測
定
を
実
施
し
、
必
要
最
小
肉
厚

以
上

確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
，
余
寿
命
が
１
サ
イ
ク
ル
（
１
４
ヶ
月
）
以
上
で
あ
る
こ

と
を

確
認

し
た
。

事
1
.
材

料
検

査
・

新
た

に
設

置
す
る
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
に
つ
い
て
、
工
事
計
画
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
材

料
が

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
技
術
基
準
に
定
め
る
材
料
に
適
合
す
る
こ
と
を
材

料
検

査
証

明
書
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
構

造
検

査
・

工
事

計
画

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寸
法
に
つ
い
て
実
測
に
よ
り
確
認
し
、
外
観
に
異
常
が
な
い

こ
と

を
目

視
に
よ
り
確
認
し
た
。

ま
た

、
据

付
位
置
、
据
付
状
態
に
つ
い
て
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

3
.
耐

圧
･
漏

え
い

検
査

・
耐

圧
検

査
圧
力
保
持
後
に
お
い
て
、
機
器
の
耐
圧
部
に
異
常
お
よ
び
著
し
い
漏
え
い
が
な
い
こ

と
を

確
認

し
た
。

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

使
用

前
確

認
検

査
(
ホ

項
)

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

炉
心

ス
プ

レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ａ
）
を
運
転
し
、
基
準
値
以
上
の
容
量
、
揚
程
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と

お
よ

び
運
転
状
態
に
異
常
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
材

料
検

査
・

新
た

に
設

置
す
る
残
留
熱
除
去
系
ス
ト
レ
ー
ナ
、
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ス
ト
レ
ー
ナ
、
残
留
熱
除

去
系

主
配

管
お
よ
び
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
主
配
管
に
つ
い
て
、
工
事
計
画
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

材
料

が
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
技
術
基
準
に
定
め
る
材
料
に
適
合
す
る
こ
と
を
材
料

検
査

証
明

書
に
よ
り
確
認
し
た
。

2
.
構

造
検

査
・

工
事

計
画

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寸
法
に
つ
い
て
実
測
に
よ
り
確
認
し
、
外
観
に
異
常
が
な
い

こ
と

を
目

視
に
よ
り
確
認
し
た
。

ま
た

、
据

付
位
置
、
据
付
状
態
に
つ
い
て
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

3
.
耐

圧
･
漏

え
い

検
査

・
耐

圧
検

査
圧
力
保
持
後
に
お
い
て
、
耐
圧
部
に
異
常
お
よ
び
著
し
い
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確

認
し

た
。

非
常

用
炉

心
冷

却
系

ス
ト

レ
ー

ナ
使

用
前

確
認

検
査

(
ホ

項
)

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

残
留

熱
除

去
系
ポ
ン
プ
、
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
を
運
転
し
、
基
準
値
以
上
の
容
量
が
確
保

さ
れ

て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

事
1
.
原

子
炉

再
循

環
系

主
配

管
の

取
替

範
囲

(
1
)
材

料
検

査
・

新
た

に
設

置
す
る
残
留
熱
除
去
系
ス
ト
レ
ー
ナ
、
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ス
ト
レ
ー
ナ
、
残
留
熱
除

去
系

主
配

管
お
よ
び
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
主
配
管
に
つ
い
て
、
工
事
計
画
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

材
料

が
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
技
術
基
準
に
定
め
る
材
料
に
適
合
す
る
こ
と
を
材
料

検
査

証
明

書
に
よ
り
確
認
し
た
。

(
2
)
構

造
検

査
・

工
事

計
画

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寸
法
に
つ
い
て
実
測
に
よ
り
確
認
し
、
外
観
に
異
常
が
な
い

こ
と

を
目

視
に
よ
り
確
認
し
た
。

ま
た

、
据

付
位
置
、
据
付
状
態
に
つ
い
て
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
3
)
耐

圧
･
漏

え
い

検
査

・
耐

圧
検

査
圧
力
保
持
後
に
お
い
て
、
耐
圧
部
に
異
常
お
よ
び
著
し
い
漏
え
い
が
な
い
こ
と
を
確

認
し

た
。

2
.
配

管
支

持
構

造
物

の
取

替
範

囲 (
1
)
配

管
支

持
構

造
物

検
査

・
支

持
構

造
物

に
関
す
る
据
付
施
工
状
態
に
つ
い
て
安
全
上
支
障
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

非
常

用
炉

心
冷

却
系

ス
ト

レ
ー

ナ
使

用
前

確
認

検
査

(
イ

項
)

原
子

炉
再

循
環

系
主

配
管

使
用

前
確

認
検

査
(
イ

項
)

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

使
用

前
確

認
検

査
(
イ

項
)
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設
　
　
備
　
　
名

検
　

　
査

　
　

名
検

査
区

分
検

　
査

　
項

 
 
目

検
　
査
　
結
 
 
果

そ
の
他

原
子

炉
再

循
環

系
主

配
管

使
用

前
確

認
検

査
(
ホ

項
)

事
1
.
機

能
･
性

能
検

査
・

定
格

熱
出

力
運
転
中
に
お
い
て
炉
心
流
量
が
制
限
値
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
設

備
使

用
前

確
認

検
査

(
焼

却
炉

建
屋

)
事

1
.
構

造
検

査
・

固
体

廃
棄

物
焼
却
設
備
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
に
つ
い
て
、
機
器
の
性
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
か

き
傷

、
磨

耗
、
ク
ラ
ッ
ク
、
腐
食
等
の
欠
陥
が
な
い
こ
と
を
目
視
に
よ
り
確
認
し
た
。
ま
た
、

各
放

射
線

モ
ニ
タ
が
工
事
計
画
届
出
書
記
載
の
箇
所
に
正
し
く
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認

し
た

。

2
.
系

統
機

能
検

査
・

警
報

が
許

容
範
囲
内
で
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

3
.
性

能
検

査
・

標
準

線
源

を
用
い
て
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
校
正
が
正
し
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
 
※

:
発
電
用
原
子
力
設

備
に

関
す

る
技

術
基

準
を

定
め

る
省

令
（

省
令

６
２

号
）

に
規

定
さ

れ
る

機
器

の
区

分
で

あ
り

概
要

は
以
下
の
と
お
り

　
　
　
　
ク
ラ
ス
1
機
器

:
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
構

成
す

る
機

器
　
　
　
　
ク
ラ
ス
2
機
器

:
非

常
用

炉
心

冷
却

系
、

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

、
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

、
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
の

ス
ク

ラ
ム
機
能
系
等

　
　
　
　
ク
ラ
ス
3
機
器

:
ク

ラ
ス

1
機

器
、

ク
ラ

ス
2
機

器
お

よ
び

放
射

線
管

理
設

備
に

属
す

る
ダ

ク
ト

以
外

の
容

器
ま

た
は

管
等

　
　
　
　
ク
ラ
ス
M
C
容
器

:
原

子
炉

格
納

容
器

(
圧

力
抑

制
室

を
含

む
)

- 31 -



－ 10 － 

定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１（改）   （平成２０年２月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 
原子炉停止操作中の中間領域モニタの動作不良について 

（平成２０年２月１４日お知らせ済み）

月 日 平成２０年 ２月１４日（木） 発  生 発  見 確  認

場 所 制御建屋 設 備 中間領域モニタ 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 

中間領域モニタとは、原子炉起動・停止時などの原子炉低出力状態において、

原子炉内の中性子の量を常時計測する設備です。原子炉内に全６チャンネル（１

系列３チャンネルずつ２系列）を有し、中性子の量に応じ、レンジ１～１０に切

り替える機能があります。 

所 見 

・ 発電停止後の原子炉停止操作過程において、原子炉内の中性子の量を監視して

いる６チャンネルある中間領域モニタ（以下、「ＩＲＭ」という。）の１チャン

ネルに動作不良が発生しました（２月１４日）。 
・ このため、原子炉施設保安規定※１に定める運転上の制限外へ移行しました（２

月１４日） 
・ ＩＲＭは最大２チャンネルまでバイパス※２できる設計となっていることから、

当該チャンネルをバイパスし、原子炉施設保安規定に定める運転上の制限内へ

復帰しました（２月１４日）。 
・ 当該チャンネルをバイパスしても他の５チャンネルで原子炉内の中性子量の

監視は可能であることから、引き続き原子炉停止操作を継続し、原子炉を停止

しました（２月１４日）。 
・ 本事象による外部への放射性物質の放出はありませんでした。 
・ 当該チャンネルの動作不良が発生した原因について、点検の結果、異常が確認

されなかったため、ノイズの影響と判断しました。対策として、ノイズが影響

すると思われる箇所のケーブルルートを変更しました（８月２７日）。 
※１ 原子炉施設保安規定とは、「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」第３７条第１

項に基づき、原子力発電所を安全に管理・運転するために遵守すべき事項を規定しているもので、原子

炉設置者が原子力発電所ごとに定め、国の認可を受けている。 
※２ 中間領域モニタ（ＩＲＭ）を１チャンネルずつ点検等を行うために制御回路から切り離す機能のこと。

本モニタは全 6 チャンネル有し、１系列ごとに 1 チャンネルバイパス可能となっている。 

 

 
 

当該チャンネル 

中性子検出器の原子炉内配置 

原子炉圧力容器 

燃料 

ＩＲＭ検出器 

ＩＲＭ概略図 

添付３－１ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１（改）

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１（改）



－ 10－ 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２（改）   （平成２０年２月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 
原子炉建屋サンプリングラック室内における原子炉水の漏えいについて（対応

結果） 

月 日 平成２０年 ２月１５日（金） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 試料採取系 設備区分 それ以外の系統

設備概要 
原子炉水をはじめ、発電所における各種気体および液体について、放射性物質

の濃度や化学成分等を測定・分析するための系統です。  

所 見 

・ 平成２０年２月１５日に発生した原子炉建屋サンプリングラック室の床面に
約１×３ｍの範囲で原子炉水が漏えいについて、再発防止対策を実施しまし
た。 

・ 再発防止対策として、サンプリングホースを背面側の向きに固定できるように
固定治具を設置するとともに、仮設ホース等を取り外して、ガラス扉が完全に
閉まるようにしました。また、本事象を踏まえたサンプリング時の注意事項を
ガラス扉前面に掲示しました（平成２０年２月１９日）。 

・ さらに、サンプリングラックの上部に穴を開けて、ガラス扉を閉めた状態でも
仮設ホースを設置できるように改造をしました（平成２１年２月９日）。 

・ なお、サンプリングラック（以下、「ラック」という。）では、原子炉水を採取
し、分析するために常時、サンプリングホースより原子炉水が流れていますが、
本事象は、サンプリングホースがラック前面のガラス扉側を向いて置かれてい
たこと､また仮設ホース等の設置によりガラス扉が完全に閉まっていなかった
ことから、サンプリングホースから流れ出る水がガラス扉に当たり、ガラス扉
のすき間からラック外に漏えいしたものでした。 

・ 漏えいした原子炉水の放射能量は２．６×１０５Ｂｑ（法令に基づく報告対象
は３．７×１０６Ｂｑ）であり、本事象による外部への放射性物質の放出もあ
りませんでした。 

 

 

 

対策前

ホース固定治具 

対策後

拡大

仮設ホースがあり、この

位置までしかガラス扉

が閉まらなかったため、

すき間より水が漏れた。

 

サンプリングラック 

添付－３ 

平成２１年２月に

改造 

平成２０年２月に 
設置 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白



－17－ 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．３（改）   （平成２０年３月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内の弁から下流側へのしみ出しについて 

月 日 平成２０年２月２９日（金） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 安全上重要な系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜操作に必要な駆動水を供給する系統で

す。 

所 見 

・ ８９ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内のスクラム出口弁（以

下、「当該弁」という。）の漏えい試験を実施したところ、２ユニットの当該弁

に判定基準を超える下流側へのしみ出しが発生しました（２月２９日）。 

・ しみ出しが確認されたことから、当該弁を分解点検したところ、弁体の一部に異

物の噛み込みによると思われる傷を発見しました。 

・ 本事象は、制御棒の緊急停止機能に影響を与えるものではありませんが、当該弁

の弁体（弁体、弁棒一体型）を新品に取替えました（７月２２日）。 

                              

 

 

                               

 

 

当該弁 

挿
入 

系 統 概 略 図 

制御棒 

排水ﾍｯﾀﾞへ 

駆動水ﾍｯﾀﾞより

：制御棒挿入時の流れ方向 

充填水ﾍｯﾀﾞより

アキュムレータ 窒素容器 

水 

窒素 

アキュムレータ 

窒素容器 

水圧制御ユニット 概略図 

窒素 

スクラム排出容器へ 

弁体 

弁棒 

：傷発生箇所 

添付３－３－１ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白



－ 6 －  

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．４   （平成２０年３月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 圧力抑制室プール内の異物について 

月 日 平 成 ２０年 ３月 １０日 （月 ） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 圧力抑制室 設備区分 それ以外の系統 

設備概要 

圧力抑制室は、原子炉格納容器の下部にあり、原子炉格納容器内圧力が蒸気等

で上昇した場合に、その蒸気を圧力抑制室内に導いて冷却することで原子炉格納

容器内の圧力を低下させる設備です。 
また、原子炉冷却材喪失事故時に作動する非常用炉心冷却系の水源として、水

を貯蔵しています。 

所 見 

・ 圧力抑制室内の塗装状況の点検を実施したところ、カッターナイフなどの異

物を発見しました。発見した異物は全て回収しました（３月１０日）。 
・ なお、発見した異物は、最大でも約２０ｃｍ×１２ｃｍ（グリーンマット）

であり、圧力抑制室内に設置されている非常用炉心冷却系ストレーナを閉塞

させるものではありませんでした。 
・ また、現在も圧力抑制室内の点検を実施中であることから、新たに異物を発

見した場合も全て回収を行います。 
・ 今後も引き続き、異物混入防止対策を徹底してまいります。 

 

                              
№ 分類 数量 № 分類 数量

１ カッターナイフ １ ４ ワッシャ １ 

２ 蝶ナット １ ５ グレーチングストッパ ２ 

３ 端子 １ ６ ナット １ 

７ グリーンマット １  

合  計 ８ 

 

発見された異物 

カッターナイフ 

発見された主な異物 

 

原
子
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圧
力
容
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原子炉格納容器 

圧力抑制室 

蝶ナット 端子 ワッシャ 

グレーチング 
ストッパ 

ナット グリーンマット 

東北電力（株）
白



 

－18－ 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．５（改）   （平成２０年３月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内弁の弁体、弁棒の傷などについて 

月 日 平成２０年３月１３日（木） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 安全上重要な系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜操作に必要な駆動水を供給する系統で

す。 

所 見 

・ ８９ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内のスクラム出口弁およ

び入口弁（各１３台）について、計画通り分解点検を実施したところ、スクラム

出口弁１台、スクラム入口弁４台（以下、「当該弁」という。）に次の事象を発

見しました。 

弁種類 発見した事象 

スクラム出口弁 弁体シート面の軽度な腐食 

スクラム入口弁 弁体シート面の打痕傷 

スクラム入口弁（３台） 弁棒摺動部の傷 

・ 本事象は、制御棒の緊急停止機能に影響を与えるものではありませんが、当該弁

の弁体（弁体、弁棒一体型）を新品に取替えました（７月２２日）。 

                              

 

                               

 

 

 

 
スクラム出口弁 

系 統 概 略 図 

：制御棒挿入時の流れ方向 
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窒

素

：弁体腐食発生箇所

排水ﾍｯﾀﾞへ 

駆動水ﾍｯﾀﾞより 

充填水ﾍｯﾀﾞより 

添付３－３－２ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白



  

 －19－ 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．６（改）   （平成２０年３月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 ボロンカーバイド粉末型制御棒上部のひびについて 

月 日 平 成 ２０年 ３月 １８日 （火 ） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒 設備区分 安全上重要な系統 

設備概要 ボロンカーバイド粉末型制御棒は、原子炉出力を制御するための設備です。 

所 見 

・ 第１７回定期検査時に上部（ハンドル／シース部）にひびが発見されたボロン

カーバイド粉末型制御棒（以下、「制御棒」という。）１７本について外観点検

を実施したところ、２本の制御棒について、ひびがつながり三角形の形状にな

っていることを発見しました（３月１８日）。 

・ ひびがつながり三角形の形状になっている箇所があっても、制御棒の機能に直

接影響をあたえるものではありませんが、今後のひびの進展を考慮し、念のた

め、制御棒を新品に取替えました（７月２９日）。 

・ また、他にひびが認められている１５本の制御棒については、健全性が損なわ

れることがなく、ひびのある状態で継続使用しても原子炉の安全性に影響を与

えるものでないことを確認していることから、今後も引き続きひびの状態を監

視しながら継続使用していきます。 

 

 

ボロンカーバイド粉末型 
制御棒概要図 
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シース部
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【１本目】 

【２本目】 

１７回定期検査時 １８回定期検査時（今回） 

１７回定期検査時 １８回定期検査時（今回）

ハンドル／シース部

添付３－３－３ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白



－ ４ －  

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．７   （平成２０年４月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 圧力抑制室プール内の異物について 

月 日 平 成 ２ ０ 年 ４ 月 ８ 日 （ 火 ） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 圧力抑制室 設備区分 それ以外の系統 

設備概要 

圧力抑制室は、原子炉格納容器の下部にあり、原子炉格納容器内圧力が蒸気等

で上昇した場合に、その蒸気を圧力抑制室内に導いて冷却することで原子炉格納

容器内の圧力を低下させる設備です。 
また、原子炉冷却材喪失事故時に作動する非常用炉心冷却系の水源として、水

を貯蔵しています。 

所 見 

・ 圧力抑制室内の塗装状況の点検を実施したところ、カッターナイフなどの異

物を発見しました。発見した異物は全て回収しました（４月１０日お知らせ

済み）。 
・ その後、圧力抑制室内の水抜き作業を実施し、圧力抑制室内を点検したとこ

ろ、新たに銘板などの異物を発見しました。発見した異物は全て回収しまし

た（４月８日）。 
・ なお、発見した異物は圧力抑制室内に設置されている非常用炉心冷却系スト

レーナを閉塞させるものではありませんでした。 
・ 今後、圧力抑制室内の水張り前に異物のないことを再確認するとともに、引

き続き、異物混入防止対策を徹底してまいります。 
 

                              

 

発見された異物 

発見された主な異物 

 

原
子
炉
圧
力
容
器

原子炉格納容器 

圧力抑制室 

番線 ボルト 

銘板 

№ 分類 数量 № 分類 数量

１ 番線 ４ ３ プラスチック片 １ 

２ ボルト ２ ４ 銘板 ３ 

 合 計 １０

プラスチック片 

東北電力（株）
白



－ 13 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．８（改）   （平成２０年５月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 原子炉給水系弁の弁座シート部の指示模様について 

月 日 平成２０年５月１２日（月） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 給水系 設備区分 安全上重要な系統

設 備 概 要 
給水系は、復水器で凝縮した水を原子炉給水ポンプで昇圧し、給水加熱器で加熱

して原子炉に供給するための設備です。 

所 見 

・ 原子炉給水系第一隔離弁（Ａ）（以下、「当該弁」という。）の分解点検において、

浸透探傷検査※を実施したところ、当該弁の弁座シート部に約３ｍｍの指示模様

を発見しました（５月１２日）。 

・ 当該弁の弁座シート部については、溶接による補修を実施し、指示模様が無くな

ったことを確認しました（６月３日）。 
 

※ 浸透探傷検査とは非破壊検査の一種で、探傷剤を使用してひび等を見つける検査。 

 

                               

 

 

                               

                                                   

 

系統概略図 

復水ポンプ 

復水器 

発電機 低圧タービン高圧タービン
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炉
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力
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原子炉給水ポンプ 

高圧給水加熱器 

当該弁（閉止状態）断面図 

弁座シート部 

当該弁 弁座写真 

当該弁 

流れ方向 

配管 

弁体 

添付－３ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白



－ 7 －  

女川原子力 定期検・主要機器点検情報 

Ｎｏ．９  　　　　　（平成２０年６月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 サプレッションプール（圧力抑制室）水貯蔵系 弁内部の異物について 

月 日 平 成 ２ ０ 年 ６ 月 ２ 日 （ 月 ） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備
サプレッション 

プール水貯蔵系 
設備区分 それ以外の系統

設備概要 

サプレッションプール水貯蔵系は、圧力抑制室（以下、「サプレッションプー

ル」という。）内の点検等のため、サプレッションプール水を一時的にサプレッ

ションプール水貯蔵タンクへ移送・貯留する設備です。 

所 見 

・ サプレッションプール隔離弁（以下、「当該弁」という。）の分解点検を実施

したところ、当該弁内部から布（１枚）、番線（３本）の異物を発見しました。

また、発見した異物は全て回収しました（６月２日）。 
・ この異物は、サプレッションプール内に設置された非常用炉心冷却系ストレ

ーナを閉塞させるものではなく、また、当該弁はサプレッションプールの水

抜きをする際（定期検査時）に使用するものであるため、プラントの運転に

影響を与えるものではありません。 
・ 今後、サプレッションプールの水張り前に異物のないことを再確認するとと

もに、引き続き、異物混入防止対策を徹底してまいります。 
 

                              

当該弁内部から発見された異物 

サプレッションプール水 
貯蔵タンク 

サプレッションプール水 
移送ポンプ 

当該弁 
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（約５０ｃｍ×約２０ｃｍ） 

番線（３本） 
（約１０ｃｍ） 

サプレッションプール水貯蔵系 系統概略図 

排水弁 

東北電力（株）
白



－ ８ － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１０  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２０年６月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 原子炉再循環系弁の弁棒の傷について 

月 日 平成２０年６月２日（月）、９日（月） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 原子炉再循環系 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 
原子炉再循環系は、原子炉内の冷却水を原子炉再循環ポンプで循環させ、循環

水量の調整により原子炉の出力を増減させる系統です。 

所 見 

・ 原子炉再循環ポンプ吐出弁（Ａ）、（Ｂ）（以下、「当該弁（Ａ）」、「当該弁（Ｂ）」

という。）の分解点検を実施したところ、当該弁（Ａ）、（Ｂ）の弁棒に摺動傷

を発見しました（当該弁（Ａ）：６月２日、当該弁（Ｂ）：６月９日）。

・ 弁棒摺動部の傷は、前回の分解点検以降、摺動部に異物が入り込み、その後、

当該弁の開閉操作をしたことにより出来たものと推定しました。 

・ この摺動傷については、当該弁（Ａ）、（Ｂ）の開閉動作に影響を与えるもの

ではありませんが、念のため、弁棒を新品に取替えました（当該弁（Ａ）：６

月１２日、当該弁（Ｂ）：６月２０日）。 
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白
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鉛筆



－ 9 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成２０年６月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内弁の弁棒の腐食について 

月 日 平成２０年６月１１日（水） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜操作に必要な駆動水の水圧、流量を調

整し供給する系統です。 

所 見 

・ ８９ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内のアキュムレータの水

側シリンダドレン弁（以下、「当該弁」という。）の分解点検を実施したところ、

２ユニットの当該弁の弁棒摺動部に微小な腐食があることを発見しました（６月

１１日）。 

・ 本事象は、制御棒の緊急停止機能に影響を与えるものではありませんが、念のた

め、弁棒を新品に取替えました（６月１３日）。 
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鉛筆



女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１２（改）  　　　　　　　　　　　 （平成２０年６月分）

号 機 １号機／２号機共用 定 期 検 査 1号機 第１８回定期検査 

件  名 ろ過水ポンプの停止について 

月 日 平成２０年６月１４日（土） 発  生 発  見 確  認

場 所 屋外 設 備 ろ過水系 設備区分 それ以外の系統

設備概要 

ろ過水系は、ろ過水タンクの水を各建屋内に設置している機器、配管等に供給

する系統です。 

ろ過水タンクとは、原水（河川水）をろ過器などにより、ろ過した水を貯蔵す

るためのタンクです。ろ過水は、各機器（ポンプ等）の冷却水やシール水などに

使用しています。 

所 見 

・ 平成２０年岩手・宮城内陸地震発生後に中央制御室において、「ろ過水タンク

レベル低」警報が発生し、ろ過水ポンプが停止しました(平成２０年６月１４

日お知らせ済み）。 

・ 警報が発生した原因は、地震により、ろ過水タンク内の水面が揺れ、水位を

検出するフロート（浮き）を吊っているテープが切れたため、水位指示発信

器が故障したものと推定しました。 

・ 別の水位指示計にてろ過水タンク水位を監視できることから、故障した水位

指示発信器からの信号を除外し、ろ過水ポンプを再起動しました（６月１４

日）。 

・ なお、ろ過水ポンプが停止しても、純水補給水系より各機器へ水を供給でき

るため、プラントの運転に影響を与えるものではありませんでした。 

・ 水位指示発信器のテープを新品に取替え、異常のないことを確認しました 

（９月１７日）。 
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－ 20 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１３（改）  　　　　　　　　　 （平成２０年６月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 残留熱除去海水系弁の弁棒の腐食について 

月 日 平成２０年６月１７日（火） 発  生 発  見 確  認

場 所 海水ポンプ室 設 備 残留熱除去海水系 設備区分 安全上重要な系統 

設備概要 
残留熱除去海水系は、原子炉停止後に原子炉より発生する崩壊熱除去等を目的

とした残留熱除去系の水を海水により冷却する系統です。 

所 見 

・ 残留熱除去系熱交換器（Ｂ）出口放出弁（以下、「当該弁」という。）を分解

点検を実施したところ、弁棒に腐食があることを発見しました（６月１７日）。

・ この腐食は、当該弁の開閉動作に影響を与えるものではありませんが、弁棒

を新品に取替えました（６月２８日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉格納容器 原
子
炉
圧
力
容
器

残留熱除去系ポンプ
（Ｄ） （Ｂ）

熱交換器（Ｂ）

↓↓

↓
↓

残留熱除去系海水ポンプ

（Ｂ）

（Ｄ）

放水口（海へ）

残留熱除去海水系 系統概略図 

当該弁 

当該弁 弁棒腐食状況写真 

弁 棒 

海水 

添付３－３－４ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 11 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１４（改）  　　　　　　　　　 （平成２０年６月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 残留熱除去系ポンプ（Ｄ）羽根車端部の指示模様について 

月 日 平成２０年６月２０日（金） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 残留熱除去系 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 

残留熱除去系は、原子炉停止後に炉心から発生する崩壊熱を除去・冷却するた

めの機能や、冷却材喪失事故時に非常用炉心冷却系として炉心へ冷却水を注入す

る機能等を有する系統です。 

所 見 

・ 残留熱除去系ポンプ（Ｄ）（以下、「当該ポンプ」という。）の分解点検におい

て浸透探傷検査※を実施したところ、羽根車の吐出側端部に３箇所の指示模様

を発見しました（６月２０日）。 

・ プラント運転中において、定期的に実施している運転確認試験では、所定の

性能が発揮されていることを確認しており、当該ポンプの機能に影響はあり

ません。 

・ 当該ポンプの羽根車の指示模様については、補修後に再び浸透探傷検査※を実

施し異常の無いことを確認しました（８月１１日）。 

 

※ 浸透探傷検査とは、非破壊検査の一種で探傷剤を使用してひび等を見つける検査。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉格納容器 原
子
炉
圧
力
容
器

残留熱除去系ポンプ
（Ａ） （Ｃ）

熱交換器熱交換器

↓↓
残留熱除去系ポンプ

（Ｄ） （Ｂ）

熱交換器

↓↓

残留熱除去系 系統概略図 

当該ポンプ 

Ａ部 

Ｂ部 Ｃ部 

Ａ部 指示模様 
（約１２ｍｍ） 

Ｂ部 指示模様 
（約５ｍｍ） 

Ｃ部 指示模様 
（約１２ｍｍ） 

羽根車 全体写真 

添付３－２ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 10 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１５（改）  　　　　　　　　 （平成２０年７月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 高圧注水系弁の弁棒の曲がりについて 

月 日 平成２０年６月２３日（月） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 高圧注水系 設備区分 安全上重要な系統

設 備 概 要 
高圧注水系は、非常用炉心冷却系の一部で、原子炉冷却材喪失事故時に原子炉に

給水するための設備です。 

所 見 

・ 高圧注水系吸込ライン逃がし弁（以下、「当該弁」という。）の分解点検を実施し

たところ、弁棒のネジ部に最大１．４ｍｍの曲がりがあることを発見しました（６

月２３日）。 

・ なお、当該弁は動作可能であり、高圧注水系の機能に影響はありませんでしたが、

当該弁の弁棒を新品に取替え、異常がないことを確認しました（９月１０日）。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該弁 弁棒写真 

タービンへ 

圧力抑制室

原子炉格納容器 

原
子
炉
圧
力
容
器 

蒸気 
タービン 

ポンプ 

高圧注水系 系統概略図 

 
復水貯蔵 

タンク 

排水受け口へ 
当該弁 

曲り（ネジ部） 

長さ ３２８ｍｍ

添付－３－２

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 9 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１６  　　　　　　　　　 （平成２０年７月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 高圧タービンの隔板および噴口のひび等について 

月 日 平成２０年７月７日（月） 発  生 発  見 確  認

場 所 タービン建屋 設 備 蒸気タービン 設備区分 それ以外の系統

設備概要 
蒸気タービン設備は、高圧タービン１台と低圧タービン２台で構成されてお

り、原子炉で発生した蒸気でタービンを回して発電機を回転させる設備です。 

所 見 

・ 高圧タービンの開放検査において、浸透探傷検査※を実施したところ、隔板、噴口に

判定基準内ではあるものの、下表のとおりひび等を発見しました（７月７日）。 

ひび等の大きさ、箇所数 
確認箇所 

線状（長さ） 箇所数 円形（直径） 箇所数

上半部 約２ｍｍ １ 約１．５～２ｍｍ ３ 隔
板
・
噴
口 下半部 約３～４ｍｍ ４ 約１～１．５ｍｍ ３ 

・ ひび等が発見された箇所については、ひび等の除去および溶接補修を実施しました

（７月２３日）。 
 

※  浸透探傷検査とは非破壊検査の一種で、探傷剤を使用して傷を見つける検査。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統概略図

復水ポンプ 

復水器 

発電機 高圧タービン 

原子炉格納容器 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉給水ポンプ 

隔板 噴口 

上半 

下半 

高圧タービン 低圧タービン 低圧タービン 

低圧タービン

ひび等を確認した部位 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 10 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．１７  　　　　　　　　　 （平成２０年７月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 主蒸気逃がし安全弁アクチュエータ部の摺動傷について 

月 日 平成２０年７月８日（火） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 主蒸気逃がし安全弁 設備区分 安全上重要な系統

設備概要 

主蒸気逃がし安全弁は、原子炉圧力が異常に上昇したときに、原子炉圧力容器

を保護する目的で自動あるいは中央制御室での手動操作により蒸気を逃がすた

めに設置されている弁です。 

所 見 

・ ６台ある主蒸気逃がし安全弁の分解点検を実施したところ、３台（２Ａ、２

Ｂ、２Ｅ）（以下、「当該弁（２Ａ）、（２Ｂ）、（２Ｅ）」という。）のアクチュ

エータ※部のシリンダー内表面に摺動傷があることを発見しました。また、当

該弁（２Ａ）のピストン外表面にも摺動傷があることを発見しました（７月

８日）。 

・ 摺動傷は、前回の分解点検以降，シリンダーやピストン等の摺動部に微細な

異物が入り込み、その後の試験等で当該弁（２Ａ）、（２Ｂ）、（２Ｅ）の開閉

操作をしたことにより出来たものと推定しました。 

・ なお、この摺動傷は当該弁（２Ａ）、（２Ｂ）、（２Ｅ）の開閉動作に影響を与

えるものではなく、摺動傷が発見されたシリンダー、ピストンについて、点

検・手入れを行い、動作に異常がないことを確認したことから、継続して使

用することにしました。 
 

※ アクチュエータとは油圧・空気圧・電力などのエネルギーを往復運動、回転運動な

どの運動に変換する装置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

原子炉格納容器

原
子
炉
圧
力
容
器

タービンへ

原子炉格納容器

原
子
炉
圧
力
容
器

タービンへ

系統概略図 当該弁 構造概略図 

アクチュエータ部

ピストン 
シリンダー 

当該弁（２Ａ） 
ピストン摺動傷 

(最大約５９ｍｍ) 

当該弁（２Ａ） 
シリンダー摺動傷 
(最大約５０ｍｍ) 

当該弁（２Ｂ） 
シリンダー摺動傷 

(最大約３０６ｍｍ） 

当該弁（２Ｅ） 
シリンダー摺動傷 

(約２５８ｍｍ) 

主蒸気逃がし安全弁（２Ａ～２Ｆ） 

タービンへ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 12 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１８（改）  　　　　　　　　　 （平成２０年７月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 主蒸気隔離弁 小弁用バネの割れについて 

月 日 平成２０年７月８日（火） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 主蒸気隔離弁 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 

主蒸気隔離弁は、原子炉から発生した蒸気をタービンへ導く配管４本（主蒸気

配管）に設けられている弁です。原子炉格納容器の内側と外側それぞれに４台ず

つ（計８台）設置されており、主蒸気配管から主蒸気が漏えいした場合等に隔離

する機能をもっています。 

所 見 

・ 主蒸気隔離弁（２Ｃ）（以下、「当該弁」という。）の分解点検を実施したとこ

ろ、小弁用バネに割れがあることを発見しました（７月８日）。 

・ 小弁は、主蒸気隔離弁を開ける際に、原子炉側とタービン側の差圧を緩和し、

主弁を開けやすくするための弁であり、当該弁の隔離機能に影響はありませ

んでしたが、当該弁の小弁用バネを新品に取替えました（８月１２日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小弁

    
 

：蒸気流れ方向 

小弁用バネ

タービンへ

弁体 （閉止状態） 

原子炉より 

当該弁概略図 

小弁用バネ割れ状況写真 

発電機 

復水ポンプ 

原子炉給水ポンプ 

復水器 

低圧タービン 高圧タービン 

原子炉格納容器 

１Ａ～１Ｄ ２Ａ～２Ｄ 

原
子
炉
圧
力
容
器 

概略図 

直径
約１４０ｍｍ 

割れ長さ
約３０ｍｍ 

バネ径
約１６ｍｍ 

添付３－３

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 12 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．１９  　　　　　　　　 （平成２０年７月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 残留熱除去系弁の弁座シート面のへこみについて 

月 日 平成２０年７月１４日（月） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 残留熱除去系 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 

残留熱除去系は、原子炉停止後に原子炉から発生する崩壊熱を除去・冷却する

ための機能や、冷却材喪失事故時に非常用炉心冷却系として原子炉へ冷却水を注

入する機能等を有する系統です。 

所 見 

・ 残留熱除去系ポンプ（Ｄ）吸込ライン隔離弁（以下、「当該弁」という。）の

分解点検を実施したところ、弁座シート面にへこみがあることを発見しまし

た（７月１４日）。 

・ へこみの原因は、異物の噛み込みによるものと推定しました。 

・ このへこみは、当該弁の開閉動作に影響を与えるものではなく、弁座シート

面の点検・手入れを行い、弁体と弁座のシート面から水漏れがないことを確

認したことから、当該弁を継続して使用することにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉格納容器 原
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炉
圧
力
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残留熱除去系
ポンプ

（Ｄ）（Ｂ）

熱交換器（Ｂ）

↓↓

残留熱除去系 系統概略図 

弁座シート面へこみ状況写真 

鏡 

流れ方向 

弁体 

弁座
（シート面） 

弁座 

当該弁 概略図 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 13 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２０（改）  　　　　　　　 （平成２０年７月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 残留熱除去系ポンプ（Ａ）羽根車端部の指示模様について 

月 日 平成２０年７月１５日（火） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 残留熱除去系 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 

残留熱除去系は、原子炉停止後に原子炉から発生する崩壊熱を除去・冷却する

ための機能や、冷却材喪失事故時に非常用炉心冷却系として炉心へ冷却水を注入

する機能等を有する系統です。 

所 見 

・ 残留熱除去系ポンプ（Ａ）（以下、「当該ポンプ」という。）の分解点検におい

て浸透探傷検査※を実施したところ、羽根車の吐出側端部に３箇所の指示模様

を発見しました（７月１５日）。 

・ プラント運転中において、定期的に実施している運転確認試験では、所定の

性能が発揮されていることを確認しており、当該ポンプの機能に影響はあり

ません。 

・ 当該ポンプの羽根車の指示模様については、補修後に再び浸透探傷検査※を実

施し異常の無いことを確認しました（８月１１日）。 

 

※ 浸透探傷検査とは、非破壊検査の一種で探傷剤を使用してひび等を見つける検査。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉格納容器 原
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力
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残留熱除去系ポンプ
（Ａ） （Ｃ）

熱交換器熱交換器

↓↓
残留熱除去系ポンプ

（Ｄ） （Ｂ）

熱交換器

↓↓

残留熱除去系 系統概略図 
当該ポンプ 

Ａ部 指示模様 
（約４ｍｍ） 

Ｂ部 指示模様 
（約３ｍｍ） 

Ｃ部 指示模様 
（約３ｍｍ） 

羽根車 指示模様位置図 

９０°

１８０° 

Ａ部 

Ｂ部Ｃ部

２７０°

０° 

添付３－４

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 14 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．２１  　　　　　　　　 （平成２０年７月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 主蒸気隔離弁 小弁弁座シート面の指示模様について 

月 日 平成２０年７月２２日（火） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 主蒸気隔離弁 設備区分 安全上重要な系統 

設備概要 

主蒸気隔離弁は、原子炉から発生した蒸気をタービンへ導く４本の主蒸気配管

に設けられている弁です。原子炉格納容器の内側と外側それぞれに４台ずつ（計

８台）設置されており、主蒸気配管から主蒸気が漏えいした場合等に隔離する機

能を有しています。 

所 見 

・ 主蒸気隔離弁（２Ｃ）、（２Ｄ）（以下、「当該弁（２Ｃ）、（２Ｄ）」という。）

の分解点検において浸透探傷検査※を実施したところ、当該弁（２Ｃ）、（２Ｄ）

の小弁の弁座シート面に合計６箇所の指示模様を発見しました（７月２２

日）。 

・ 原因は、主蒸気の高熱により生じたものと推定しました。 

・ 当該弁（２Ｃ）については、指示模様が当り面を貫通していることから、弁

体を新品に取替えました（７月２８日）。 

・ 当該弁（２Ｄ）については、指示模様が当り面を貫通していないことから、

補修等を実施した後、継続して使用することにしました。 
 

※  浸透探傷検査とは非破壊検査の一種で、探傷剤を使用して傷を見つける検査。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

：蒸気流れ方向

小弁 
（閉止状態） 

原子炉より タービンへ 

当該弁 概略図 

当該弁（２Ｃ）指示模様状況写真（約３．５ｍｍ） 

当該弁（２Ｄ）指示模様状況写真（最大約６ｍｍ)

発電機

復水ポンプ 

原子炉給水 
ポンプ 

復水器 

低圧タービン 高圧タービン １Ａ～１Ｄ ２Ａ～２Ｄ 

原子炉格納容器 

原
子
炉
圧
力
容
器 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－   － 15

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２２   　　　（平成２０年７月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 1号機 第１８回定期検査 

件  名 燃料プール冷却浄化系ポンプの停止について 

月 日 平成２０年７月２４日（木） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 燃料プール冷却浄化系 設備区分 
安全上重要な系

統 

設備概要 

燃料プール冷却浄化系とは、燃料プールの水を燃料プール冷却浄化系ポンプに

より、燃料プールろ過脱塩器および燃料プール熱交換器を通じて、浄化・冷却を

行う系統です。 

所 見 

・ 平成２０年７月２４日に発生した岩手県沿岸北部地震後に、燃料プール冷却

浄化系ポンプ（Ｂ）（以下、「当該ポンプ」という。）が自動停止しました（平

成２０年７月２４日お知らせ済み）。 

・ なお、燃料プール冷却浄化系ポンプ（Ａ）は起動中であったことから、燃料

プールの水質、温度および水位に有意な変動はありませんでした。 

・ 自動停止した原因は、地震の振動により、当該ポンプ停止用の圧力スイッチ※

のスイッチ機構が誤動作したものと推定しました。 

・ その後、現場状況に異常がないことを確認し、当該ポンプを再起動しました

（７月２４日）。 

・ 念のため、当該ポンプ停止用の圧力スイッチを点検しましたが、異常は認め

られませんでした。 

 

※ 圧力スイッチとはポンプの空回り防止等の保護のため、ポンプ入口圧力が低下した場

合に自動的に停止させるためのスイッチ。 

      

 

燃料プール 

燃料プール熱交換器 燃料プールろ過脱塩器 

当該ポンプ停止用圧力スイッチ 

燃料プール冷却浄化系 
ポンプ 

スキマ 
サージタンク 

当該ポンプ 

スキマ堰（プール水は常にスキマ堰を越えて、スキマ 
サージタンクへ流れる。） 

燃料プール冷却浄化系 系統概略図 

誤動作 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２３  　　　　　　　　　 （平成２０年７月分）

号 機 １～３号機共用 定 期 検 査 1号機 第１８回定期検査 

件  名 焼却炉排ガスブロワの自動停止について 

月 日 平成２０年７月２４日（木） 発  生 発  見 確  認

場 所 焼却炉建屋 設 備 廃棄物焼却設備 設備区分 それ以外の系統

設備概要 
廃棄物焼却設備とは、発電所内で発生する可燃性雑固体廃棄物（紙、布等）等

を焼却する設備です。 

所 見 

・ 平成２０年７月２４日に発生した岩手県沿岸北部地震後、焼却炉建屋におい

て、焼却炉排ガスブロワ※（以下、「当該ブロワ」という。）が自動停止しまし

た（平成２０年７月２４日お知らせ済み）。 

・ 自動停止した原因は、当該ブロワの損傷を防止するために設置している振動

計が地震の振動により、設定値を超えて動作したものと推定しました。 

・ その後、現場状況に異常がないことを確認し、当該ブロワを再起動しました

（７月２４日）。 

・ なお、当該ブロワが自動停止しても、代替の排ガス補助ブロワが自動起動す

るため、プラントの運転に影響はありません。 

 
※ 焼却炉排ガスブロワとは焼却炉内で燃焼に伴い発生する燃焼排ガスを焼却炉建屋排

気口から排出するための排風機。 

                                           

 

焼却炉排ガスブロワ振動計設定値 
自動停止値  ４０μｍＰ－Ｐ※ 
通常値 約 ２μｍＰ－Ｐ※ 

Ｆ

排ガスフィルタ 

排ガスブロワ 

排ガス補助ブロワ（代替用） 

Ｆ

焼却炉より 
焼却炉建屋 
排気口 

焼却炉設備概略図

 排ガスブロワ振動計 

焼却炉排ガスブロワ 概略図

モータ 
ブロワ 

※「Ｐ－Ｐ」とは振れの最大幅。

東北電力（株）
鉛筆



－ － 8

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２４  　　　　　　　　 （平成２０年８月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 燃料交換機待機時における警報発生について 

月 日 平成２０年８月２５日（月） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 燃料交換機 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 

燃料交換機は、原子炉建屋最上階床面に設置され、燃料交換のために原子炉内

への燃料装荷や原子炉内からの燃料の取出し時に、燃料を所定の位置に移動させ

る機器です。 

所 見 

・ 燃料プール上に待機している燃料交換機を移動する際に、燃料交換機の机上

操作卓にて「トロリ位置偏差大」警報が発生しており、燃料交換機の自動モ

ード運転※１ができない状況になっていることを発見しました（８月２５日）。

・ 調査の結果、燃料交換機トロリの移動位置を検出する発信器（以下、「当該発

信器」という。）２個のうち、１個が不良であることが判明しました（８月 
２６日）。 

・ 当該発信器を取替え、自動モード運転を実施し、問題のないことを確認しま

した（８月２７日）。 
・ なお、燃料交換機は手動モード運転※２が可能であり、待機時であったことか

ら燃料交換作業への影響はありませんでした。 
 

※１ 自動モード運転とは、定められたプログラムにて自動で運転するモード。 
※２ 手動モード運転とは、操作員が手動で操作するモード。 

 

 

原子炉 

トロリ 

燃料交換機 外観図 

：トロリ移動方向 

レール 

燃料交換機 

燃料プール 

ギア 

発信器 概略図 

発信器 発信器 

Ａ系 Ｂ系 

燃料交換機机上操作卓 

「トロリ位置偏差大」警報 

当該発信器 

燃料交換機制御システム 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 9 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２５（改）  　　　　　　　　　　 （平成２０年８月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 可燃性ガス濃度制御系弁からの漏れについて 

月 日 平成２０年８月２８日（木）  発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備
可燃性ガス 

濃度制御系 
設備区分 安全上重要な系統

設 備 概 要 

可燃性ガス濃度制御系は、原子炉冷却材喪失事故時に発生する可燃性ガス（水素、

酸素）が原子炉格納容器内にたまり、水素と酸素が反応して燃焼を起こす事を防ぐ

ため、水素・酸素ガス濃度を制限値以下になるよう処理するための系統です。 

所 見 

・ 可燃性ガス濃度制御系（以下、「ＦＣＳ」という。）の弁の漏えい試験を実施した

ところ、ＦＣＳ（Ａ）出口止弁（以下、「当該弁（Ａ）」という。）およびＦＣＳ

（Ｂ）入口隔離弁（以下、「当該弁（Ｂ）」という。）のシート部から下流側配管

への規定値以上の空気の漏れ出しがあることを発見しました（８月２８日）。 

・ 当該弁（Ａ）、（Ｂ）の分解点検を実施した結果、弁シート面に異常は発見されな

かったことから、漏れ出しの原因は弁シート面の接触状況が不安定であったため

と推定しました。 

・ その後、再度漏えい試験を行い、問題のないことを確認しました（１１月１日）。

 

                               

 

 

                               

                             

 

 

                                

 

可燃性ガス濃度制御系 系統概略図 

加熱器 

圧力抑制室 

原子炉格納容器

原
子
炉
圧
力
容
器 

再
結
合
器 

冷却器 

ブロワ 

気水分離器 

加熱器 

再
結
合
器 

ブロワ 

気水分離器 

圧力抑制室 当該弁（Ａ） 

当該弁（Ｂ） 

冷却器 

当該弁（Ａ）（Ｂ）の漏えい試験内容 

Ｐ：圧力計

：加圧範囲 加圧 

圧力計の指示値の下がり具合により弁シート部

から下流側配管への漏れ出しが規定値以内かを

確認する。 

漏えい試験を実施した弁

Ｐ

添付－３－１ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 10 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２６（改）  　　　　　　　　 （平成２０年９月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 高圧注水系弁から下流側配管への空気の漏れ出しについて 

月 日 平成２０年９月３日（水） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 高圧注水系 設備区分 安全上重要な系統

設 備 概 要 
高圧注水系は、非常用炉心冷却系の一部で、原子炉冷却材喪失事故時に原子炉に

給水するための設備です。 

所 見 

・ 圧縮空気を用いて高圧注水系の弁の漏えい試験を実施したところ、高圧注水系タ

ービン排気ドレンライン隔離弁（以下、「当該弁」という。）のシート部から下流

側配管への規定値以上の空気の漏れ出しがあることを発見しました（９月３日）。

・ 当該弁を分解点検した結果、弁シート面に微小なごみの噛み込みが発見されたた

め、漏れ出しの原因はごみ噛みによるものと判明しました。なお、発見された微

小なごみは全て除去しました（９月２２日）。 

・ その後、再度漏えい試験を行い、問題のないことを確認しました（１０月２２日）。

 

                               

 

 

                               

                             

 

 

                                

 

高圧注水系 
真空タンクへ排水 

タービンへ 

圧力抑制室 

原子炉格納容器 

原
子
炉
圧
力
容
器 

ドレンポット LS レベルスイッチ 

蒸気 
タービン 

ポンプ 

高圧注水系 系統概略図

当該弁 

復水貯蔵タンクから

当該弁の漏えい試験内容

Ｐ：圧力計

：加圧範囲 加圧 

圧力計の指示値の下がり具合により弁シート部

から下流側配管への漏れ出しが規定値以内かを

確認する。 

漏えい試験を実施した弁

Ｐ

添付－３－２ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 9 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２７（改）  　　　　　　　　　 （平成２０年９月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 非常用補機冷却系サージタンク補給水弁から下流側配管へのしみ出しについて 

月 日 平成２０年９月１２日（金） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 非常用補機冷却系 設備区分 安全上重要な系統

設 備 概 要 
非常用補機冷却系は、残留熱除去系のポンプ、モータ等の冷却を行うための系統で

す（本系統は放射性物質を含まない系統）。 

所 見 

・ 非常用補機冷却系（以下、「ＥＣＷ」という。）（Ｂ）の水張りを実施したところ、
「ＥＣＷサージタンク（Ｂ）水位高高」の警報が発生しました（９月１２日）。

・ 調査の結果、ＥＣＷサージタンク（Ｂ）補給水弁（以下、「当該弁」という。）か
ら、下流のサージタンク側配管内へ水がしみ出していることを確認しました。 

・ 当該弁の上流側に設置しているＥＣＷサージタンク（Ｂ）補給水入口弁を全閉し、
しみ出しが止まったことを確認しました（９月１２日）。 

・ 当該弁の駆動部等の調整を実施した結果、しみ出しが止まったことから、しみ出
しの原因は弁シート面の接触状況が不安定であったためと推定しました（１１月
６日）。 

・ その後、継続監視を実施し、水のしみ出しについて再現性が確認されないことか
ら、当該弁の分解点検は実施せず、継続使用することにしました（１１月１１日）。

                                                   

 

 

非常用補機冷却系 系統概略図 

ＥＣＷサージタンク（Ｂ） 

純水補給水から 

当該弁 

残留熱除去系 
ポンプ 等 

非常用空調機 等 

Ｐ

非常用補機 
冷却水ポンプ 

放水口へ 

非常用補機
冷却海水ポンプから 

海水 

非常用補機冷却系 
熱交換器（Ｂ） 

ＬＳ

「ＥＣＷサージタンク

（Ｂ）水位高高」警報

レベルスイッチ 

補給水入口弁 

添付－３－１ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 7 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２８  　　　　　　　　　　 （平成２０年１０月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 非常用ディーゼル発電設備海水冷却系弁の弁棒の摩耗について 

月 日 平成２０年６月２５日（水）、９月３０日（火） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備
非常用ディーゼル発

電設備海水冷却系 
設備区分 安全上重要な系統

設 備 概 要 
非常用ディーゼル発電設備冷却海水系は、非常用ディーゼル発電設備を海水によ

り冷却する系統です（当該系統は、放射性物質を含まない系統）。 

所 見 

・ 非常用ディーゼル発電設備Ａ系およびＢ系のディーゼル機関出口弁（以下、「当

該弁Ａ、Ｂ」という。）の分解点検を実施したところ、当該弁Ａ、Ｂの弁棒が摩

耗していることを発見しました（当該弁Ｂ：６月２５日、当該弁Ａ：９月３０日）。

・ 原因は、弁棒の先端に取り付けられた弁体および弁押さえが、弁体付近の流体（海

水）の乱れにより回転し、弁棒との接触部分が摩耗したものと推定しました。 

・ なお、弁棒に摩耗があっても、弁の開閉動作に影響を与えるものではありません。

・ 当該弁Ｂは、摩耗部分に肉盛加工を実施し復旧しました（７月１４日）。 

・ 当該弁Ａは、弁棒の新品取替えを行い復旧しました（１０月１７日）。 

 

                               

 

 

                               

                             

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

非常用ディーゼル機関 

空気冷却器 

潤滑油冷却器 

清水冷却器 

ポンプ

排水路 

当該弁Ａ 

非常用補機冷却器へ 

非常用ディーゼル発電設備Ａ系冷却海水系 系統概略図 
（Ｂ系の系統構成はＡ系と同一） 

海水 

非
常
用
補
機
冷
却
海
水
系 

非常用ディーゼル発電設備海水冷却系 

非常用補機冷却器から 

当該弁Ａ 弁棒写真 

当該弁Ｂ 弁棒写真 弁体部 概略図 

弁棒 

弁体 

弁押さえ 

弁体 

弁押さえと弁棒の接触部 
（弁棒の摩耗部分） 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆



－ 10 － 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．２９（改）  　　　　　　　　　　 （平成２０年１０月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 原子炉隔離時冷却系弁から下流側配管への空気の漏れ出しについて 

月 日 平成２０年１０月１４日（火） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備
原子炉隔離時 

冷却系 
設備区分 安全上重要な系統

設 備 概 要 
原子炉隔離時冷却系は、主蒸気隔離弁が閉じ原子炉が隔離された場合に、原子炉

内の水位を確保し冷却するための系統です。 

所 見 

・ 原子炉隔離時冷却系（以下、「ＲＣＩＣ」という。）の弁の漏えい試験を実施した

ところ、ＲＣＩＣポンプミニマムフロー弁（以下、「当該弁Ａ」という。）または

ＲＣＩＣポンプミニマムフロー逆止弁（以下、「当該弁Ｂ」という。）から規定値

以上の空気の漏れ出しがあることを発見しました（１０月１４日）。 

・ 当該弁Ａの分解点検を実施した結果、弁シート面に異常は発見されませんでした

が、念のため、手入れを実施し復旧しました。その後、再度漏えい試験を行い、

空気の漏れ出しがないことを確認したことから、空気が漏れ出した原因は、当該

弁Ａのシート面の接触状況が不安定であったためと推定しました（１１月２１

日）。 

 

                               

 

 

                               

                             

 

 

                               

 

タービンへ 

圧力抑制室

原子炉格納容器 

原
子
炉
圧
力
容
器 

蒸気 
タービン 

ポンプ 

原子炉隔離時冷却系 系統概略図 

 
復水貯蔵 

タンク 

漏えい試験内容

Ｐ：圧力計

：加圧範囲 加圧 

圧力計の指示値の下がり具合により弁シート部

から下流側配管への漏れ出しが規定値以内かを

確認する。 

漏えい試験を実施した弁

Ｐ

当該弁Ａ 当該弁Ｂ

添付－３－２ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

Ｎｏ．３０  　　　　　　　　 （平成２０年１１月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内弁の弁駆動部の固着等について 

月 日 平成２０年１１月４日(火)､５日(水)､７日(金) 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 安全上重要な系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜操作に必要な駆動水の水圧、流量を調

整し供給する系統です。 

所 見 

・ ８９ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内の各種弁の開閉操作を

実施したところ、１ユニットの排水配管止弁および３ユニットのアキュムレータ

充填水配管止弁の計４弁（以下､「当該弁Ａ～Ｄ」という。）に次の事象を発見し

ました。 

発見日 当該弁 弁種類 発見した事象 

１１月４日 Ａ 排水配管止弁 弁駆動部の固着 

１１月４日 Ｂ アキュムレータ充填水配管止弁 弁駆動部の固着 

１１月５日 Ｃ アキュムレータ充填水配管止弁 下流側配管へのしみ出し

１１月７日 Ｄ アキュムレータ充填水配管止弁 下流側配管へのしみ出し

・ 当該弁Ａ～Ｄの分解点検を実施した結果、当該弁Ａ、Ｂの固着の原因は、弁が全

閉状態で、弁棒の摺動部に微細な異物が噛み込んで固着したものと推定しまし

た。また、当該弁Ｃ、Ｄのしみ出しの原因は、弁が全閉に若干満たない状態で、

弁棒の摺動部に微細な異物が噛み込んで固着したため、弁シート部に僅かなすき

間が生じたものと推定しました（１１月１０日）。 

・ 本事象は、制御棒の緊急停止機能に影響を与えるものではありませんが、当該弁

Ａ～Ｄの点検・手入れを実施しました（１１月１９日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御棒駆動水圧系 系統概略図 

：制御棒挿入時の流れ方向 

アキュムレータ 

窒素容器 

水圧制御ユニット 概略図 

挿
入 

スクラム排出容器へ 

制御棒 

アキュムレータ 窒素容器

水 

窒素 

窒

素

排水ﾍｯﾀﾞへ 

駆動水ﾍｯﾀﾞより 

充填水ﾍｯﾀﾞより 

排水配管止弁 
（当該弁Ａ）

アキュムレータ充填水配管止弁 
（当該弁Ｂ、Ｃ、Ｄ）

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆

東北電力（株）
鉛筆
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．３１（改）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成２１年２月分）

号 機 １号機 定 期 検 査 第１８回定期検査 

件 名 原子炉冷却材浄化系逃し弁の作動について（対応結果） 

月 日 平 成 ２１年 ２月 １９日 （木 ） 発  生 発  見 確  認 

場 所 原子炉建屋 設 備 原子炉冷却材浄化系 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 
原子炉冷却材浄化系は、原子炉冷却材中に含まれている不純物を除去し、冷却

材の純度を高く保つための系統です。 

所 見 

・ ２月１９日に発生した原子炉冷却材浄化系のろ過脱塩器入口逃し弁（以下、「当

該弁」という。）の作動について、当該弁の分解点検を実施したところ、弁座

シート面の一部に肌荒れが生じていたことから手入れを実施し、問題のないこ

とを確認しました。（２月２７日～３月５日） 

・ 原因は、この肌荒れにより規定の圧力値（約１０ＭＰａ）より低い圧力

（約７．６ＭＰａ）で当該弁が作動したものと推定しました。 

・ なお、本事象は、原子炉圧力容器の耐圧試験の昇圧過程において、当該弁が作

動したことにより、原子炉圧力が約７．６ＭＰａから約６．４ＭＰａに瞬時に

降下したものです。（２月１９日） 

・ 原子炉圧力容器の耐圧試験は、当該弁が作動しないように装置を取り付けて試

験を行い、問題なく終了しています。 

 

 

原
子
炉
圧
力
容
器 

当該弁

原子炉格納容器

原子炉再循環 
ポンプ 

Ｐ

原子炉冷却材浄化系 
循環ポンプ 

ろ過脱塩器ユニット 

主復水器へ

原子炉冷却材浄化系 
再生熱交換器 

原子炉冷却材浄化系 
非再生熱交換器 

Ｐ 

原子炉冷却材浄化系 系統概略図 当該弁 概略図 

バネ

逃し方向 

弁座

弁体

弁棒

添付－２ 

東北電力（株）
白

東北電力（株）
白

東北電力（株）
鉛筆
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添付資料 

 

 

 

女川原子力発電所 第１号機 第１８回定期検査の 

実施状況以外として公表した情報 

 

 



東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ



（別  紙） 

 

 

女川原子力発電所１号機 第１８回定期検査の概要 

 

 

１．定期検査の期間 

平成２０年２月１４日（木）から約１０ヵ月間 

 

２．定期検査および定期事業者検査を実施する主な設備 

（１） 原子炉本体 

（２） 原子炉冷却系統設備 

（３） 計測制御系統設備 

（４） 燃料設備 

（５） 放射線管理設備 

（６） 廃棄設備 

（７） 原子炉格納施設 

（８） 非常用予備発電装置 

（９） 蒸気タービン設備 

 

３．定期検査期間中に実施する主要な点検ならびに作業計画 

（１）燃料の取替え 

３６８体ある燃料集合体のうち、４８体程度を新燃料に取替える計画と

しております。 

 

（２）制御棒駆動機構の点検 

８９体ある制御棒駆動機構のうち２０体を取外し、そのうち１４体につ

いて分解点検を実施します。なお、残りの６体については、予備品と取替

えることとしております。 

 

（３）出力領域モニタの取替え 

２０本ある出力領域モニタについては、性能機能維持を図るため６本の

取替えを実施します。 

 

（４）復水器細管の点検 

約２７，０００本ある復水器細管全数について点検し、必要に応じて  

補修を実施します。 
 

 （５）配管減肉に係る点検 

      原子炉系およびタービン系の配管約２，５００箇所について肉厚測定検

査を実施します。 

 



 
 （６）水没弁点検 

      原子炉圧力容器や圧力抑制室内の水を抜き、弁の分解点検等を実施しま

す。 
 

 （７）炉心シュラウドの点検 

第１５回定期検査で確認された炉心シュラウド溶接線（中間部リング／

下部リング）のひびについて、第１６回定期検査時に点検し、健全性を確

認していますが、その進展状況を確認するため、外観点検および超音波探

傷検査を実施します。 

 

  （８）原子炉再循環系配管の点検 

原子炉再循環系配管について応力腐食割れ対策を行うとともに、溶接継手

部について超音波探傷検査を実施します。 

 

  （９）高サイクル熱疲労に係る検査 

平成１９年２月に原子力安全・保安院より、高サイクル熱疲労に係る検査

について指示文書が発出されたことを受け、高温水と低温水が合流する残留

熱除去系熱交換器の出口配管とバイパス配管との合流部について非破壊検査

を実施します。また、一次冷却材が循環する配管からの分岐管であって、熱

疲労割れの発生の可能性がある部位（閉塞分岐管滞留部）について評価を行

い、必要な部位について非破壊検査を実施します。 

 

  （１０）非常用炉心冷却系ストレーナ取替工事 

平成１７年１０月に原子力安全・保安院より、平成１９年度末までに非常

用炉心冷却系ストレーナ（以下、「ＥＣＣＳストレーナ」という。）閉塞事象

に対する設備上の対策を実施するよう指示文書が発出されたことを受け、今

定期検査中に新型ＥＣＣＳストレーナへ取替えを実施します。 

 

  （１１）炉心スプレイ系ポンプ取替工事 

第１７回定期検査において、炉心スプレイ系ポンプ（Ａ）の性能確認を  

実施した結果、ポンプの汲み上げ能力について規定値を上回っているものの、

規定値に対し余裕が少ないことから、今後のプラント運転に万全を期すため

炉心スプレイ系ポンプ（Ａ）について、ポンプ汲み上げ能力が高いポンプへ

取替えを実施します。 

 

以 上 

 

 

 

 

 



＜参考＞当社原子力発電所の現況 

○女川原子力発電所 

１号機（定格電気出力５２万４千ｷﾛﾜｯﾄ）平成２０年２月１４日から第１８回定期検査予定 

２号機（定格電気出力８２万５千ｷﾛﾜｯﾄ）平成１９年１０月１１日から定期検査中 

３号機（定格電気出力８２万５千ｷﾛﾜｯﾄ）運転中 

       

○東通原子力発電所 

１号機（定格電気出力１１０万ｷﾛﾜｯﾄ）運転中 



 

電  力  情  報 

ＮＯ．９８ 

 

平 成 ２ ０ 年 ２ 月 １ ４ 日 

                                                    東北電力（株）広報・地域交流部  

                                                 ℡(代)022(225)2111 

 

 

女川原子力発電所１号機の第１８回定期検査の開始について 

 

 

女川原子力発電所１号機は、平成２０年２月１４日（木）午前１時００分に発電を停

止し、予定どおり第１８回定期検査に入りましたのでお知らせいたします。 

定期検査の期間は、約１０ヵ月の予定です。 

 

なお、発電停止後の原子炉停止操作過程において、原子炉内の中性子の量を監視して

いる６チャンネルある中間領域モニタ（ＩＲＭ）＊１の１チャンネルに動作不良が発生し

ましたが、最大２チャンネルバイパス＊２が可能なため、当該チャンネルをバイパスした

後、原子炉停止操作を再開し、５時３６分に原子炉を停止いたしました。また、環境へ

の放射能の影響はありません。 

 

以 上 

 

【参考】 

＜女川原子力発電所１号機の概要＞ 

・所 在 地 宮城県牡鹿郡女川町および石巻市 

・定格電気出力 ５２万４千キロワット 

・原子炉型式 沸騰水型軽水炉（ＢＷＲ） 

・運 転 開 始 昭和５９年６月１日 

 
＜当社原子力発電所の現況＞ 

○女川原子力発電所 

１号機（定格電気出力５２万４千ｷﾛﾜｯﾄ）本日より第１８回定期検査開始 

２号機（定格電気出力８２万５千ｷﾛﾜｯﾄ）平成１９年１０月１１日から定期検査中 

３号機（定格電気出力８２万５千ｷﾛﾜｯﾄ）運転中 

       

○東通原子力発電所 

１号機（定格電気出力１１０万ｷﾛﾜｯﾄ）運転中 

 
 
 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．２

東北電力（株）
ノート注釈
東北電力（株） : Unmarked



 
 
＊１中間領域モニタ（ＩＲＭ）とは 

  原子炉起動・停止時などの原子炉低出力状態において、原子炉内の中性子の量を常時計測する
設備。過大な中性子量を検知した場合、原子炉スクラム信号などを発信する機能を有している。
女川１号機の原子炉内には全６チャンネル（Ａ～Ｆチャンネル）を有し、1 系列３チャンネルず
つで 2 系列に分かれている。 

そのうち、中性子の量に応じ、レンジ１～１０に切り替える機能がある。 
 

 
＊２バイパスとは 

中間領域モニタ（ＩＲＭ）を１チャンネルずつ点検等を行うために制御回路から切り離す機能
のこと。 

本モニタは全 6 チャンネル（Ａ系 3 チャンネル、Ｂ系３チャンネル）有し、1 系ごとに 1 チ
ャンネルバイパス可能となっている。 

 



 

△：中性子源領域モニタ検出器（Ｓ Ｒ Ｍ）　　４個

Ａ Ｂ

Ｄ

Ｃ

■：中間領域モニタ検出器　　（Ｉ Ｒ Ｍ）　　６個

○：局部出力領域モニタ検出器（ＬＰＲＭ）　８０個

＋：制御棒　　　　　　　　　　　　　　　　８９本

Ｆ Ｅ

中性子検出器の炉内配置 
（原子炉を上部から見た図） 

動作不良発生 
ＩＲＭ 

参考資料 



 
平 成 ２ ０ 年 ３ 月 ２ ８ 日 

東北電力(株)広報・地域交流部 

℡(代表)022(225)2111 

 

 

「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴う 

耐震安全性評価の中間報告について 
 

当社は、本日、「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂（以下、「新

耐震指針」）に伴う女川原子力発電所１号機および東通原子力発電所１号機の耐震安

全性評価結果の中間報告を取りまとめ、原子力安全・保安院に報告しましたのでお知

らせいたします。 

 
耐震安全性評価にあたっては、新耐震指針に照らした各種地質調査を実施し、全般

的に保守的な評価を行い基準地震動Ｓｓ＊１を策定しました。この基準地震動Ｓｓに

より、女川１号機および東通１号機の原子炉建屋および安全上重要な機能を有する耐

震重要度分類＊２Ｓクラスの主要な設備の耐震解析・評価を行った結果、耐震安全性

が確保されていることを確認しました。 

報告書の概要は別紙のとおりです。 

 

当社は、平成１８年９月２０日に原子力安全・保安院より、指示文書「『発電用原

子炉施設に関する耐震設計審査指針』等の改訂に伴う既設発電用原子炉施設の耐震安

全性の評価等の実施について」を受領したことから、策定した実施計画に従い、女川

１～３号機および東通１号機の耐震安全性評価を行っておりました。 
 その後、平成１９年７月２０日に経済産業大臣より、新潟県中越沖地震から得られ

る新たな知見をいかし、耐震安全性の確保に万全を期するための措置を講ずることを

求める指示が出されたことから実施計画を見直し、平成２０年３月に女川１号機およ

び東通１号機の主要設備について耐震安全性評価結果の中間報告をすることとして

おりました（平成１９年８月２０日お知らせ済み）。 

引き続き、耐震安全性評価を実施し、女川１号機については平成２０年１２月に、

女川２、３号機については平成２１年８月に、東通１号機については平成２０年９月

に最終報告することとしております。 

 

なお、当社では、更なる耐震安全性の向上に努めていくため、女川原子力発電所お

よび東通原子力発電所において自主的に設備の耐震裕度向上工事を実施することと

しました。 

 

以 上 
 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．３



 

＊１ 基準地震動Ｓｓとは、施設の耐震安全性を確保するための耐震設計の前提とな

る地震動。 

 

＊２ 重要度分類とは、施設の耐震設計上の重要度を、地震により発生する可能性の

ある環境への放射線による影響の観点から、施設の種別に応じて分類したもので、

Ｓクラス、Ｂクラス、Ｃクラスに分けられる。 

 

（別紙） 

１．女川原子力発電所「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に  

伴う耐震安全性評価結果 中間報告書の概要 

２．東通原子力発電所「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に  

伴う耐震安全性評価結果 中間報告書の概要 

 

（参考） 

耐震裕度向上工事の実施について 

 



 
図
２
 
新
耐
震
指
針
に
照
ら
し
た

活
断
層
評
価

 

女
川
原
子
力
発
電
所
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
の
改
訂
に
伴
う
耐
震
安
全
性
評
価
結
果
 
中
間
報
告
書
の
概
要
 

 １
．
は
じ
め
に
 

・
平
成

1
8
年

9
月

2
0
日
付
け
で
原
子
力
安
全
・
保
安
院
よ
り
、
改
訂
さ
れ
た
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
（
以
下
、
「
新
耐
震
指
針
」
と
い
う
。
）
に
照
ら
し
た
耐
震
安
全
性
の
評
価
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
文
書
が
出
さ
れ
、

当

社
は
、
女
川
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
安
全
性
評
価
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 

・
ま
た
、
平
成

1
9
年

7
月
に
は
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
あ
り
、
経
済
産
業
大
臣
よ
り
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
耐
震
安
全
性
の
評
価
に
適
切
に

反
映
し
早
期
に
評
価
を
完
了
す
る
旨
の
指
示
が
あ
る
と
と
も
に
、
平
成

1
9
年

12
月

2
7
日
に

は
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
よ
り
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
を
踏
ま
え
た
耐
震
安
全
性
評
価
に
反
映
す
べ
き
事
項
（
中
間
取
り
ま
と
め
）
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

 

・
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
日
、
地
質
調
査

、
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
の
策
定
、
１
号
機
に
お
け
る
主
要
施
設
の
評
価
結
果
な
ど
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
耐
震
安
全
性
評
価
に
関
す
る
中
間
報
告
を
と
り
ま
と
め
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
提

出
し
ま
し
た
。
な
お
、

海
域
の
一
部
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
実
施
し
た
地
質
調
査
結
果
に
つ
い
て
現
在
解
析
結
果
を
整
理
中
で
あ
り
、
最
終
報
告
に
お
い
て
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

 

 
 

 

 

   ２
．
新
耐

震
指
針
に
照
ら
し
た
耐
震
安
全
性
評
価
の
流
れ
 

・
新

耐
震

指
針

に
照

ら
し

た
耐

震
安

全
性

評
価

の
流

れ
は

下
図

の
と

お
り

で
あ

り
、

２
０

０
５

年
宮

城
県

沖
地

震
か

ら
得

ら

れ
た

当
発

電
所

の
地

震
動

の
特

徴
等

の
知

見
や

新
潟

県
中

越
沖

地
震

を
踏

ま
え

た
耐

震
安

全
性

評
価

に
反

映
す

べ
き

事
項

も
踏
ま

え
、
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

 

                        

 ３
．
耐
震
安
全
性
評
価
（
中
間
報
告
）
の
概
要

 

（
１
）
地
質
調
査
結
果
の
概
要

 

・
敷

地
ご

と
に

震
源

を
特

定
し

て
策

定
す

る
地

震
動

の
う

ち
内

陸
地

殻
内

地
震

の
震

源
と

し
て

想
定

す
べ

き
活

断
層

の
評

価

を
行
う
た
め
、
地
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

・
新

耐
震

指
針

を
踏

ま
え

て
、

空
中

写
真

判
読

、
地

表
地

質
調

査
、

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
、

地
下

探
査

、
海

上
音

波
探

査
等

の

地
質
調
査
を
実
施
し
、
ま
た
、
中
越
沖

地
震

の
知

見
お

よ
び

2
0
0
3
年

宮
城

県

中
部

の
地

震
後

の
他

機
関

の
調

査
結

果
や

余
震

分
布

等
を

反
映
し

た
結

果
、

主
な

活
断

層
の

評
価

結
果

は
以

下
の

と
お
り
で
す
。（

図
２
、
表
１
参
照
）

 

ⅰ
．
敷
地
近
傍
（
敷
地
か
ら
半
径

5
k
m

を
目
安
）
に
敷
地
に
影
響
を
与
え
る

よ
う

な
活

断
層

は
存

在
し

な
い

こ

と
を
確
認
。

 
ⅱ
．
上
位
層
の
か
す
か
な
撓
み
も
断
層

に
よ
る
影
響
と
み
て
、
よ
り
安
全
側

に
検
討
の
う
え
、
断
層
の
長
さ
を
評

価
。

 

ⅲ
．
断
層
の
連
動
性
を
考
慮
。
主
な
も

の
と

し
て

、
F
-
6
～

F
-
9
と

1
測

線

の
み

で
確

認
さ

れ
た

断
層

を
一

連

の
断
層
と
し
て
考
慮
（
長
さ

2
2
k
m
）
。 

ⅳ
．
そ
の
他
の
断
層
に
つ
い
て
は
、
敷

地
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
と

評

価
。

 

ⅴ
．
太
平
洋
側
の
海
域
に
つ
い
て
は
追

加
調

査
の

デ
ー

タ
を

整
理

中
で

あ

り
、
最
終
報
告
に
反
映
。
 

 

【
中
間
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

①
新
耐
震
指
針
に
照
ら
し
た
各
種
地
質
調
査
結
果
（
変
動
地
形
学
的
調
査
、
地
表
地
質
調
査
、
地
球
物
理
学
的
調
査
等
）
を
考
慮
し
ま
し
た
。

 

②
新

耐
震

指
針

の
趣
旨

等
を

踏
ま
え

、
敷

地
周
辺

海
域

の
断
層

群
等

活
断
層

の
長

さ
を
よ

り
安

全
側
に

評
価

、
プ
レ

ー
ト

間
地
震

等
想

定
さ
れ

る
地

震
の
不

確
か

さ
の
保

守
的

評
価
を

実
施

し
、
基

準
地

震
動
Ｓ

ｓ
を

策
定
し

ま
し

た
。
ま

た
、「

震
源
を

特

定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
」
も
考
慮
し
ま
し
た
。

 

③
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
に
よ
り
、
原
子
炉
建
屋
や
安
全
上
重
要
な
機
能
を
有
す
る
耐
震
Ｓ
ク
ラ
ス
の
主
要
な
設
備
の
耐
震
解
析
を
実
施
し
、
耐
震
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

図
１
 
耐
震
安
全
性
評
価
の
流
れ

 

（
１
）
地

質
調
査
の
実
施
・
活
断
層
の
評
価

 

（
２
）
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
の
策
定

 

 
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動

 
 

プ レ ー ト 間 地 震 

プ レ ー ト 内 地 震 

内 陸 地 殻 内 地 震 

震
源
を
特
定
せ
ず

 
策
定
す
る
地
震
動

 

検
討
用
地
震
の
選
定

 

応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に

 
基
づ
く
地
震
動
評
価

 
断
層
モ
デ
ル
を
用
い
た
手

法
に
よ
る
地
震
動
評
価

 

基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
－
Ｄ

 
（
５
８
０
ガ
ル
）

 
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
－
Ｆ

 
（
４
４
５
ガ
ル
）

 
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
－
Ｂ

 
（
４
５
０
ガ
ル
）

 

包
絡

 

（
３
）
施
設
等
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

安
全
上
重
要
な
施
設
（
Ｓ
ク
ラ
ス
）
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

二 〇 〇 五 年 宮 城 県 沖 地 震 や 新 潟 県 中 越 沖 地 震 等 を 踏 ま え た 安 全 性 評 価 

別
紙
 
１



・
従
来
の

活
断
層
評
価
が
変
更
と
な
っ
た
考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

ａ
．

断
層
関
連
褶
曲
の
考
え
方
を
適
用
し
、
地
下
深
部
に
断
層
が
伏
在
す
る
可
能
性
を
考
慮
。

 

ｂ
．

地
質
構
造
の
連
続
性
等
を
考
慮
し
て
、
複
数
の
断
層
等
が
連
続
す
る
可
能
性
を
考
慮
。
 

ｃ
．

2
0
0
3
年

宮
城

県
中

部
の

地
震

等
に

よ
る

新
知

見
を

反
映

。
 

ｄ
．

新
た
な
海
上
音
波
探
査
の
結
果
を
反
映
。

 

ｅ
．

上
位
層
の
か
す
か
な
撓
み
も
断
層
に
よ
る
影
響
と
み
て
、
よ
り
安
全
側
に
評
価
。

 

表
１
 
新
旧
指
針
に
基
づ
い
た
活
断
層
の
評
価

 

新
指
針
に
お
け
る
評
価
 

旧
指
針
に
お
け
る
評
価

※
1
 

 

断
層
名
 

断
層
長
さ
 

Ｌ
 

ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ
ﾞ
 

Ｍ
 

原
子
炉
設
置
許
可
申
請
書

に
記
載
の
断
層
長
さ
 

ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ
ﾞ

Ｍ
 

変
更
理
由

※
2

①
Ｆ
－
１
断
層

※
3
 

11
.1

km
 

6
.
9
 

活
動
性
な
し
と
評
価
 

ｅ
 

②
Ｆ
－
２
断
層
・
Ｆ
－
４
断
層

※
3
 

27
.9

km
 

7
.
2
 

活
動
性
な
し
と
評
価
 

ｂ
・
ｅ
 

③
Ｆ
－
５
断
層

※
3
 

11
.2

km
 

6
.
9
 

活
動
性
な
し
と
評
価
 

ｅ
 

F-
6：

6.
4k

m
 

6
.
2
 

④
Ｆ
－
６
断
層
＋
Ｆ
－
９
断
層

※
3
 

F-
9：

8.
9k

m
 

6
.
5
 

ｂ
・
ｅ
 

⑤
Ｆ
－
７
断
層

※
3
 

F-
7：

9.
2k

m
 

6
.
5
 

ｅ
 

F-
8：

6.
5k

m
 

6
.
2
 

⑥
Ｆ
－
８
断
層
・
ｆ
－
１
２
断
層

※
3
 

22
.0

km
 

(F
-6

+F
-9

) 
7
.
1
 

f-1
2：

1.
1k

m
 

－
 

ｂ
・
ｅ
 

⑦
ｆ
－
１
３
断
層

※
3
 

3.
3k

m
 

6
.
9
 

2.
2k

m
 

－
 

ｅ
 

⑧
ｆ
－
１
４
断
層

※
3
 

5.
1k

m
 

6
.
9
 

3.
1k

m
 

－
 

ｅ
 

⑨
ｆ
－
１
５
断
層

※
３

 
3.

7k
m

 
6
.
9
 

3.
7k

m
 

－
 

変
更
な
し
 

⑩
Ｆ
－
１
５
断
層
・
Ｆ
－
１
６
断
層
 

38
.7

km
 

7
.
5
 

14
.2

km
 

6
.
8
 

ｂ
・
ｄ
 

海 域
 

⑬
2
0
0
3
年
宮
城
県
中
部
の
地
震
南
部
セ

グ
メ
ン

ト
断
層
 

12
km

 
6
.
9
 

記
載
な
し
 

ｃ
 

⑪
加
護
坊
山

か
ご

ぼ
う

や
ま

－
箟の
の

岳
山

だ
け
や
ま

断
層
 

17
km

 
6
.
9
 

活
動
性
な
し
と
評
価
 

ｃ
 

陸 域
 

⑫
旭
山

撓
曲

と
う
き
ょ

く

・
須
江
断
層
 

16
km

 
6
.
9
 

活
動
性
な
し
と
評
価
 

ａ
・
ｃ
 

※
1
 
－
：
断

層
の
長
さ
と
敷
地
か
ら
の
距
離
を
考
慮
す
る
と
敷
地
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
評
価
 

※
2
 
変
更
理

由
：
文
章
中
の
「
従
来
の
活
断
層
評
価
が
変
更
と
な
っ
た
考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
記
号
を
示
す
 

※
3
 
太
平
洋

側
の
海
域
に
つ
い
て
実
施
し
た
追
加
調
査
の
結
果
に
よ
り
変
更
の
可
能
性
あ
り
 

 （
２
）
基
準

地
震
動
Ｓ
ｓ
の
策
定

 

ａ
．
検
討

用
地
震

 

 
 
検
討
用

地
震
と
し
て
は
、
以
下
の
３
つ
の
タ
イ
プ
の
地
震
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

 

表
２
 
検
討
用
地
震

 

地
震
タ
イ
プ
 

検
討
用
地
震

 
過
去
の
評
価
と
の
主
な
違
い

 

プ
レ
ー
ト

間
地
震

 

図
３
－
①

 

連
動

型
想

定
宮

城
県

沖
地

震
（
Ｍ
8
.
2
）
 

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
の
応
力
降
下
量
の
不
確
か
さ
に
つ
い
て

保
守
的
に
評
価
。

宮
城
県
沖
に
適
用
す
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
く
評

価
法
の
採
用
。

 

プ
レ
ー
ト

内
地
震

 

図
３
－
②

 

敷
地

下
方

の
Ｍ

7.
1

の
地

震
 

断
層

モ
デ

ル
解

析
や

観
測

記
録

と
整

合
し

た
応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

に
基

づ

く
評
価
法
を
採
用
。
な
お
、
敷
地
下
方
の
Ｍ
7
.
2
に
つ
い
て
も
地
震
動
を

評
価
・
確
認
し
て
い
る
。
 

内
陸
地
殻

内
地
震

 

図
３
－
③

 

Ｆ
－

６
断

層
～

Ｆ
－

９
断

層
に

よ
る

地
震

（
Ｍ

7
.
1
）
 

震
源
断
層
と
し
て
連
続
評
価
。
断
層
面
や
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
位
置
等
も
保
守

的
に
評
価
。
 

 

             

ｂ
．
地
震
動
評
価
と
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
 

・
検
討
用
地
震
に
対
し
て
、
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
い
た
地
震
動

 

の
評
価
結
果
を
包
絡
す
る
よ
う
に
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
－
Ｄ
を
策
定
 

し
て
い
ま
す
。

 

な
お
、
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
－
Ｄ
は
、
当
社
が

2
0
0
5
年
宮
城
県
沖

 

地
震
を
踏
ま
え
た
耐
震
安
全
性
検
討
を
実
施
し
た
際
に
策
定
し
た
 

「
安
全
確
認
地
震
動
」
と
同
じ
も
の
で
す
。
（
図
４
－
①
）

 

・
ま
た
、
検
討
用
地
震
に
対
し
て
、
断
層
モ
デ
ル
解
析
に
よ
る
地
震

 

動
評
価
を
行
い
、
最
も
影
響
の
大
き
い
も
の
を
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
 

－
Ｆ
と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。
（
図
４
－
②
）

 

・
更
に
、
加
藤
他
（
2
0
0
4
）
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
震
源
を
特
定
せ

 

ず
策
定
す
る
地
震
動
」
を
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
－
Ｂ
と
し
て
設
定
し
 

て
い
ま
す
。
 

             

1
0
0
 
k
m

2
0
0
 
k
m

女
川

原
子

力
発

電
所

Ａ
１

断
層

Ａ
２

断
層

Ｂ
断

層

連
動
型
想
定
宮
城
県
沖

図
３
－
①
 
プ
レ
ー
ト
間
地
震
の
断
層
モ
デ
ル

 

（
連
動
型
想
定
宮
城
県
沖
地
震
）

 

図
３
－
②
 
プ
レ
ー
ト
内
地

震
の
断
層
モ
デ
ル

 

 
 
 
 
 
（
敷
地
下
方
Ｍ
7
.
1
の
地
震
）

 

図
３
－
③
 
内
陸
地
殻
内

地
震
の
断
層
モ
デ
ル

 

（
Ｆ
－
６
断

層
～
Ｆ
－
９
断
層
に
よ
る
地
震
）

 

図
４
－
①
 
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
く
地
震
動
評
価

 
図
４
－
②
 
断
層
モ
デ
ル
解
析
に
よ
る
地
震
動
評
価
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 k
m

Ｆ
－

６
～
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断

層

女
川
原
子

力
発
電
所

Ｆ
－
６
断
層
～
Ｆ
－
９
断
層

 

 

1
0
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m
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地
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女
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原
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期
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)
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(c
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)
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プ
レ
ー
ト
間
地
震
→
基
準
地
震
動

Ss
－

F

プ
レ

ー
ト
間

地
震

プ
レ

ー
ト
内

地
震

内
陸

地
殻

内
地

震



  

基
準

地
震

動

Ｓ
ｓ
の

名
称
 

 

策
定
の
概
要
 

最
大

加

速
度
値

 

(
ｶﾞ
ﾙ)
 

基
準

地
震

動

Ｓ
ｓ
－

Ｄ
 

応
答

ス
ペ

ク
ト

ル
に

基

づ
く

手
法

に
よ

る
評

価

結
果
を
包
絡
 

５
８
０

 

基
準

地
震

動

Ｓ
ｓ
－

Ｆ
 

連
動

型
地

震
の

不
確

か

さ
ケ

ー
ス

を
考

慮
し

た

断
層
モ
デ
ル
解
析
結
果

 

４
４
５

 

基
準

地
震

動

Ｓ
ｓ
－

Ｂ
 

震
源

を
特

定
せ

ず
策

定

す
る
地
震
動
 

４
５
０

 

   （
３
）
施
設

等
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

ａ
．
１
号

機
原
子
炉
建
屋
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

 
・

１
号

機
原

子
炉

建
屋

の
耐

震
安

全
性

の
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

建
屋

全
体

の
健

全
性

を
確

認
す

る
観

点
か

ら
、

地
震

応
答

解
析
の

結
果
に
よ
る
耐
震
壁
の
せ
ん
断
ひ
ず
み
を
評
価
し
ま
し
た
。

 

 
・
鉛

直
動

の
地

震
応

答
解

析
モ

デ
ル

は
、

2
0
0
5
年

宮
城

県
沖

の
地

震
の

観
測

記
録

を
良

く
再

現
で

き
る

こ
と

を
確

認
し

ま
し

た
。

 

 
・

評
価

の
結

果
、

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
－

Ｄ
に

よ
る

応
答

が
最

も
厳

し
い

が
、

そ
の

場
合

で
も

、
耐

震
壁

の
最

大
せ

ん
断

ひ
ず

み
は
評

価
基
準
値
を
満
足
し
て
お
り
、
耐
震
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

 

                   

                 

 ｂ
．
安
全
上
重
要
な
機
器
・
配
管
系
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

・
１
号
機
の
原
子
炉
を
「
止
め
る
」
、「

冷
や
す
」
、
放
射
性
物
質
を
「
閉
じ
込
め
る
」
た
め
の
安
全
上

重
要
な
機
能
を
有
す
る

耐
震
Ｓ
ク
ラ
ス
の
設
備
の
う
ち
、
以
下
の
主
要
な
設
備
に
つ
い
て
評
価
し
ま
し
た
。

 

 
 
 
①
原
子
炉
圧
力
容
器
 
 
②
炉
心
支
持
構
造
物
 
③
原
子
炉
格
納
容
器
 
 
④
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

 

 
 
 
⑤
残
留
熱
除
去
系
配
管
 
⑥
主
蒸
気
系
配
管
 
 
⑦
制
御
棒
（
挿
入
性
）

 

 
・

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
に

対
す

る
応

答
解

析
の

結
果

、
求

め
ら

れ
た

発
生

値
と

評
価

基
準

値
を

比
較

す
る

こ
と

に
よ

り
構

造
強

度
の

評
価

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

制
御

棒
の

挿
入

性
に

つ
い

て
は

、
基

準
地

震
動

Ｓ
ｓ

に
対

す
る

燃
料

集
合

体
の

相
対

変
位
と
試
験
に
よ
り
挿
入
性
が
確
認
さ
れ
た
相
対
変
位
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
・
評
価
の
結
果
、
発
生
値
は
評
価
基
準
値
を
満
足
し
て
お
り
、
耐
震
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

 

 

表
４
-
１
 
構
造
強
度
評
価
結
果
（
女
川
１
号
機
）

 

区
分

 
評
価
設
備

 
発
生
値

 
評
価
基
準
値

結
果

 

閉
じ
込
め
る

原
子

炉
圧

力
容

器
（

基
礎

ボ
ル

ト
）

 
1
3
5
[
N
/
㎟

]
 

2
2
2
[
N
/
㎟

]
○

 

止
め
る

 
炉
心
支
持
構
造
物
（
シ
ュ
ラ
ウ
ド
サ
ポ
ー
ト
レ
グ
）
 

9
2[
N/
㎟

]
 

2
50
[N
/㎟

]
○

 

閉
じ
込
め
る

原
子

炉
格

納
容

器
（

サ
ン

ド
ク

ッ
シ

ョ
ン

部
）

 
1
7
6
[
N
/
㎟

]
 

2
5
5
[
N
/
㎟

]
○

 

冷
や

す
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
（

電
動

機
取

付
ボ

ル
ト

）
 

1
4
3
[
N
/
㎟

]
 

1
8
1
[
N
/
㎟

]
○

 

冷
や

す
 

残
留

熱
除

去
系

配
管

（
配

管
本

体
）

 
1
7
6
[
N
/
㎟

]
 

3
6
3
[
N
/
㎟

]
○

 

閉
じ
込
め
る

主
蒸

気
系

配
管

（
配

管
本

体
）

 
1
6
8
[
N
/
㎟

]
 

3
6
3
[
N
/
㎟

]
○

 

表
４
-
２
 
動
的
機
能
維
持
評
価
結
果
（
女
川
１
号
機
）

 

区
分

 
評
価
設
備

 
発
生
値

 
評
価
基
準
値

結
果

 

止
め
る

 
制
御
棒
挿
入
性
（
燃
料
集
合
体
相
対
変
位
）

 
2
5
.
7
[
㎜

]
 

4
0
.
0
[
㎜

]
○

 

 

以
 
上

 

耐
震
壁
の
最
大
せ
ん
断
ひ
ず
み

 
せ
ん
断
ひ
ず
み
：
0
.
6
5
×
1
0
-
3
 

（
Ｎ
Ｓ
方
向
，
Ｓ
ｓ
－
Ｄ

，
3
階
）

 
評
価
基
準
値
：
2
.
0
×

1
0
-
3
 

図
５
－
①
 
原
子
炉
建
屋
（
モ
デ
ル
図
）

図
５
－
②
 
耐
震
壁
の
せ
ん
断
ひ
ず
み

（
Ｎ
Ｓ
方
向
，
Ｓ
ｓ
－
Ｄ
）

 

図
５
－
③
 
耐
震
壁
の
せ
ん
断
ひ
ず
み

（
Ｅ
Ｗ
方
向
，
Ｓ
ｓ
－
Ｄ
）

 

表
３
 
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
の
最
大
加
速
度
値

 

図
４
－
③
 
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
 

水
平
動
の
最
大
加
速
度
値
を
示
す
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東
通
原
子
力
発
電
所
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
の
改
訂
に
伴
う
耐
震
安
全
性
評
価
結
果
 
中
間
報
告
書
の
概
要
 

 

１
．
は
じ
め
に
 

 
・
平
成

1
8
年

9
月

20
日
付
け
で
原
子
力
安
全
・
保
安
院
よ
り
、
改
訂
さ
れ
た
「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」（

以
下
、「

新
耐
震
指
針
」
と
い
う
。）

に
照
ら
し
た
耐
震
安
全
性
の
評
価
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
文
書
が
出
さ
れ
、
当
社
は
、

東
通
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
安
全
性
評
価
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
・
ま
た
、
平
成

1
9
年

7
月
に
は
新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
あ
り
、
経
済
産
業
大
臣
よ
り
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
耐
震
安
全
性
の
評
価
に
適
切

に
反
映
し
早
期
に
評
価
を
完
了
す
る
旨
の
指
示
が
あ
る
と
と
も
に
、
平
成

1
9
年

1
2
月

2
7
日
に
は
、

原
子
力
安
全
・
保
安
院
よ
り
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
を
踏
ま
え
た
耐
震
安
全
性
評
価
に
反
映
す
べ
き
事
項
（
中
間
取
り
ま
と
め
）
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

 

 
・
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
日
、
地
質
調
査
、
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
の
策
定
、
主
要
施
設
の
評
価
結
果
な
ど
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
耐
震
安
全
性
評
価
に
関
す
る
中
間
報
告
を
と
り
ま
と
め
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
提
出
し
ま
し
た
。
な
お
、
横
浜
断
層
に
つ
き
ま

し
て
は
、
追
加
の
地
質
調
査
を
実
施
中
で
あ
り
、
最
終
報
告
に
お
い
て
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
報
告
す
る
予
定
で
す
。
 

    

 ２
．
新
耐
震
指
針
に
照
ら
し
た
耐
震
安
全
性
評
価
の
流
れ
 

・
新
耐
震
指
針
に
照
ら
し
た
耐
震
安
全
性
評
価
の
流
れ
は
下
図
の
と
お
り
で
あ
り
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
を
踏
ま
え
た
耐
震
安

全
性
評
価
に
反
映
す
べ
き
事
項
も
踏
ま
え
、
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

 

 

                         

 ３
．
耐
震
安
全
性
評
価
（
中
間
報
告
）
の
概
要
 

（
１
）
地
質
調
査
結
果
の
概
要

 

 
 

      

【
中
間
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

①
新
耐
震
指
針
に
照
ら
し
た
各
種
地
質
調

査
結
果
（
変
動
地
形
学
的
調
査
、
地
表
地
質
調
査
、
地
球
物
理
学
的
調
査
等
）
を
考
慮
し
ま
し
た
。

 

②
新
耐
震
指
針
の
趣
旨
等
を
踏
ま
え
、
地

震
の
不
確
か
さ
の
保
守
的
評
価
を
実
施
し
、
ま
た
、「

震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
」
も
考
慮
し
、
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
を
策
定
し
ま
し
た
。

 

③
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
に
よ
り
、
原
子
炉
建

屋
や
安
全
上
重
要
な
機
能
を
有
す
る
耐
震
Ｓ
ク
ラ
ス
の
主
要
な
設
備
の
耐
震
解
析
を
実
施
し
、
耐
震
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

図
１
 
耐
震
安
全
性
評
価
の
流
れ

 

別
紙
 
２

図
２
 
新
耐
震
指
針
に
照
ら
し
た
活
断
層
評
価

 

 

（
１
）
地
質
調
査

の
実
施
・
活
断
層
の
評
価

 

（
２
）
基

準
地
震
動
Ｓ
ｓ
の
策
定

 

 
敷
地
ご

と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動

 
 

プ レ ー ト 間 地 震 

プ レ ー ト 内 地 震 

内 陸 地 殻 内 地 震 

震
源
を
特
定
せ
ず

 
策
定
す
る
地
震
動

 

検
討
用
地
震
の
選
定

 

応
答

ス
ペ
ク
ト
ル
に

 
基
づ

く
地
震
動
評
価

 
断

層
モ

デ
ル
を
用
い
た
手

法
に

よ
る
地
震
動
評
価

 

基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
－
Ｄ

 
「
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
（
４
５
０
ガ
ル
）
」
で
代
表

 

 （
３
）
施
設
等
の
耐
震

安
全
性
評
価

 

安
全
上
重
要
な
施
設
（

Ｓ
ク
ラ
ス
）
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

新 潟 県 中 越 沖 地 震 を 踏 ま え た 安 全 性 評 価 

 



 

・
敷

地
ご

と
に

震
源

を
特

定
し

て
策

定
す

る
地

震
動

の
う

ち
内

陸
地

殻
内

地
震

の
震

源
と

し
て

想
定

す
べ

き
活

断
層

の
評
価
を
行
う
た
め
、
地
質
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

・
新

耐
震

指
針

を
踏

ま
え

て
、

空
中

写
真

判
読

、
地

表
地

質
調

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
他

機
関

実
施

の
反

射
法

地
震
探
査
、
海
上
音
波
探
査
等
の
調
査
デ
ー
タ
の
検
討
を
加
え
、
ま
た
、
中
越
沖
地
震
の
知
見
も
反
映
し
た
結

果
、

主
な
活
断
層
の
評
価
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
（
図
２
、
表
１
参
照
）

 

ⅰ
．
敷
地
近
傍
（
敷
地
か
ら
半
径

5
k
m
を
目
安
）
に
は
、
敷
地
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
活
断
層
は
存
在
し
な
い

こ
と
を
確
認
。

 

ⅱ
．
他
機
関
実
施
の
新
た
な
デ
ー
タ
の
採
用
に
よ
り
、
敷
地
東
方
沖
断
層
の
長
さ
を
見
直
し
。

 

ⅲ
．

上
位

層
の

か
す

か
な

撓
み

も
断

層
に

よ
る

影
響

と
み

て
、

よ
り

安
全

側
に

検
討

の
う

え
、

恵え

山さ
ん

沖
断

層
の

長

さ
を
見
直
し
。

 

ⅳ
．
そ
の
他
の
断
層
に
つ
い
て
は
、
敷
地
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
判
断
。
 

ⅴ
．
横
浜
断
層
に
つ
い
て
は
追
加
調
査
を
実
施
中
で
あ
り
、
最
終
報
告
に
反
映
。

 

・
従
来
の
活
断
層
評
価
が
変
更
と
な
っ
た
考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

ａ
．
断
層
関
連
褶
曲
の
考
え
方
を
適
用
し
、
地
下
深
部
に
断
層
が
伏
在
す
る
可
能
性
を
考
慮
。

 

ｂ
．
新
た
な
海
上
音
波
探
査
の
結
果
を
反
映
。

 

ｃ
．
上
位
層
の
か
す
か
な
撓
み
も
断
層
に
よ
る
影
響
と
み
て
、
よ
り
安
全
側
に
評
価
。

 

  

表
１
 
新
旧
指
針
に
基
づ
い
た
活
断
層
の
評
価

 

新
指
針
に
お
け
る
評
価
 

旧
指
針
に
お
け
る
評
価

※
1
 

 

断
層
名
 

断
層
長
さ
 

Ｌ
 

ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ
ﾞ
 

Ｍ
 

原
子
炉
設
置
許
可
申
請
書
に
記
載
の

断
層
長
さ
 

ﾏ
ｸ
ﾞ
ﾆ
ﾁ
ｭ
ｰ
ﾄ
ﾞ
 

Ｍ
 

変
更
理
由

※
2
 

①
敷
地

し
き

ち

東
方

と
う
ほ
う

沖お
き

断
層
 

14
.5

km
 

6
.
8
 

15
km

 
6
.
8
 

ｂ
 

海 域
 

②
恵え

山さ
ん

沖
断

層
 

47
km

 
7
.
6
 

42
.5

km
 

7
.
5
 

ａ
・
ｃ
 

③
出
戸

で
と

西
方

せ
い
ほ
う

断
層
 

6k
m

 
6
.
7
 

6k
m

 
－
 

変
更
な
し
 

④
上
原
子

か
み

は
ら

こ

断
層
 

5k
m

 
6
.
7
 

5k
m

 
－
 

変
更
な
し
 

陸 域
 

⑤
折お
り

爪づ
め

断
層
 

50
km

 
7
.
7
 

50
km

 
7
.
7
 

変
更
な
し
 

※
1
 
－
：
断
層
の
長
さ
と
敷
地
か
ら
の
距
離
を
考
慮
す
る
と
敷
地
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
と
評
価
 

※
2
 
変
更
理
由
：
文
章
中
の
「
従
来
の
活
断
層
評
価
が
変
更
と
な
っ
た
考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
記
号
を
示
す
 

            

 （
２
）
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
の
策
定

 

ａ
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
の
検
討
用
地
震

 

 
 
 
検
討
用
地
震
と
し
て
は
、
以
下
の
２
つ
の
タ
イ
プ
の
地
震
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
プ
レ
ー
ト

内
地
震
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
に
比
べ
、
敷
地
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
 

表
２
 
検
討
用
地
震

 

地
震
タ
イ
プ
 

検
討
用
地
震
 

不
確
か
さ

 

プ
レ
ー
ト
間
地
震

 

図
３
－
①

 

想
定
三
陸
沖
北
部
の
地
震
 

（
Ｍ
8
.
3
）

 

不
確
か
さ
ケ
ー
ス
と
し
て
、
保
守
的
に
断
層
面
全
体
を
敷
地
に
近
づ
け

た
ケ
ー
ス
を
考
慮

 

内
陸
地
殻
内
地
震

 

図
３
－
②

 

敷
地
東
方
沖
断
層
に
よ
る
地
震

 

（
Ｍ
6
.
8
）

 

不
確
か
さ
ケ
ー
ス
と
し
て
、
保
守
的
に
断
層
モ
デ
ル
の
断
層
面
積
を
拡

張
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

 

              

 ｂ
．
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
お
よ
び
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ

 

・
「
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
」
は
、
加
藤
他

 

（
2
0
0
4
）
に
基
づ
き
、
そ
の
大
き
さ
を
策
定
し
て
い
ま

 

す
。

 

・
検
討
用
地
震
の
地
震
動
は
、
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
よ
る

 

地
震
動
、
断
層
モ
デ
ル
解
析
に
よ
る
地
震
動
両
者
と
も

 

「
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
」
を
大
き
く
下

 

回
る
た
め
、
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
は
「
震
源
を
特
定
せ
ず

 

策
定
す
る
地
震
動
」
で
代
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

表
３
 
基
準
地
震
動
の
最
大
加
速
度
値
 

名
 
称

 
策
定
の
概
要
 

最
大

 

加
速
度
値

 

基
準

地
震

動

Ｓ
ｓ
－
Ｄ

 

震
源

を
特

定
せ

ず
策

定
す

る

地
震
動

 

 

  

1
0
0
 
k
m

2
0
0
 
k
m

東
通
原
子
力
発
電
所

想
定
三
陸
沖
北
部
の
地
震

1
0
 
k
m

2
0
 
k
m

敷
地

東
方

沖
断

層
に

よ
る

地
震

東
通
原
子

力
発
電
所

 

図
３
－
①
 
プ
レ
ー
ト
間
地
震
の
断
層
モ
デ
ル

 

（
想
定
三
陸
沖
北
部
の
地
震
）

 

図
３
－
②
 
内
陸
地
殻
内
地
震
の
断
層
モ
デ
ル

 

（
敷
地
東
方
沖
断
層
に
よ
る
地
震
）

 

図
３
－
③
 
検
討
用
地
震
の
地
震
動
と
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ

 

0
.0

1
0
.0

2
0
.0

5
0
.1

0
.2

0
.5

1
2

5
1
0

0

5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

周
  

期
(秒

)

加  速  度  
(c

m
/
s 

)
2

(h
=
0
.0

5
)

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ-
D

プ
レ

ー
ト

間
地

震
（応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

）
内

陸
地

殻
内

地
震

（応
答

ス
ペ

ク
ト

ル
）

プ
レ

ー
ト

間
地

震
（断

層
モ

デ
ル

）
内

陸
地

殻
内

地
震

（断
層

モ
デ

ル
）

基
準

地
震

動
S2

-D
基

準
地

震
動

S2
-N

 

４
５
０
ｶ
ﾞ
ﾙ
 



 （
３
）
施
設
等
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

ａ
．
１
号
機
原
子
炉
建
屋
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

・
１
号
機
原
子
炉
建
屋
の
耐
震
安
全
性
の
評

価
に
あ
た
っ
て
は
、
建
屋
全
体
の
健
全
性
を
確
認
す
る
観
点
か
ら
、
基
準
地
震
動

Ｓ
ｓ
に
対
す
る
応
答
解
析
の
結
果
に
よ
る
耐
震
壁
の
せ
ん
断
ひ
ず
み
を
評
価
し
ま
し
た
。
評
価
の
結
果
、

耐
震
壁
の
最
大

 

せ
ん
断
ひ
ず
み
は
評
価
基
準
値
を
満
足
し
て
お
り
、
耐
震
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

 

   

                                 

 ｂ
．
安
全
上
重
要
な
機
器
・
配
管
系
の
耐
震
安
全
性
評
価

 

・
１
号
機
の
原
子
炉
を
「
止
め
る
」
、「

冷
や
す
」
、
放
射
性
物
質
を
「
閉
じ
込
め
る
」
た
め
の
安
全
上
重
要
な
機
能
を
有
す
る
耐

震
Ｓ
ク
ラ
ス
の
設
備
の
う
ち
、
以
下
に
示
し
た
主
要
な
設
備
を
評
価
対
象
と
し
ま
し
た
。

 

 
 
 
①
原
子
炉
圧
力
容
器
 
 
②
炉
心
支
持
構
造
物
 
③
原
子
炉
格
納
容
器
 
 
④
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

 

 
 
 
⑤
残
留
熱
除
去
系
配
管
 
⑥
主
蒸
気
系
配
管
 
 
⑦
制
御
棒
（
挿
入
性
）

 

 
・

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
に

対
す

る
応

答
解

析
の

結
果

、
求

め
ら

れ
た

発
生

値
と

評
価

基
準

値
を

比
較

す
る

こ
と

に
よ

り
構

造
強

度

の
評

価
を

行
い

ま
し

た
。

ま
た

、
制

御
棒

の
挿

入
性

に
つ

い
て

は
、

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
に

対
す

る
燃

料
集

合
体

の
相

対
変

位

と
試
験
に
よ
り
挿
入
性
が
確
認
さ
れ
た
相
対
変
位
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

 

 
・
評
価
の
結
果
、
発
生
値
は
評
価
基
準
値
を
満
足
し
て
お
り
、
耐
震
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

 

 
 
 

 

表
４
-
１
 
構
造
強
度
評
価
結
果
（
東
通
１
号
機
）

 

区
分

 
評
価
設
備

 
発
生
値

 
評
価
基
準
値

結
果

 

閉
じ

込
め

る
原
子
炉
圧
力
容
器
（
基
礎
ボ
ル
ト
）

 
7
2
[
N
/
㎟

]
 

4
9
9
[
N
/
㎟
]

○
 

止
め
る

 
炉
心
支
持
構
造
物
（
シ
ュ
ラ
ウ
ド
サ
ポ
ー
ト
レ
グ
） 

5
5[
N/
㎟

]
 

2
29
[N
/㎟

]
○

 

閉
じ

込
め

る
原
子
炉
格
納
容
器
（
サ
ン
ド
ク
ッ
シ
ョ
ン
部
）

※
 

0
.4

1[
－

]
 

1
[－

]
○

 

冷
や
す

 
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
（
原
動
機
台
取
付
ボ
ル
ト
） 

2
1[
N/
㎟

]
 

4
44
[N
/㎟

]
○

 

冷
や

す
 

残
留

熱
除

去
系

配
管

（
配

管
本

体
）

 
1
1
8
[
N
/
㎟

]
 

3
2
6
[
N
/
㎟

]
○

 

閉
じ

込
め

る
主

蒸
気

系
配

管
（

配
管

本
体

）
 

2
1
1
[
N
/
㎟

]
 

3
7
5
[
N
/
㎟

]
○

 

※
原
子
炉
格
納
容
器
は
座
屈
評
価
の
た
め
、
単
位
は
無
次
元
で
あ
る

 
 

表
４
-
２
 
動
的
機
能
維
持
評
価
結
果
（
東
通
１
号
機
）

 

区
分

 
評
価
設
備

 
発
生
値

 
評
価
基
準
値

結
果

 

止
め
る

 
制
御
棒
挿
入
性
（
燃
料
集
合
体
相
対
変
位
）

 
1
8
.
9
[
㎜

]
 

4
0
.
0
[
㎜

]
○

 

  

以
 
上

 

図
４

－
②

 
耐

震
壁

の
せ

ん
断

ひ
ず

み
（

N
S
方

向
）

 
図

４
－

③
 

耐
震

壁
の

せ
ん

断
ひ

ず
み

（
E
W
方

向
）

図
４
－
①
 
原
子
炉
建
屋
（
モ
デ
ル
図
）
 

耐
震
壁
の
最
大
せ
ん
断
ひ
ず
み

 
せ
ん
断
ひ
ず
み
：
0
.
3
2
×
1
0
-
3
 

（
N
S
方

向
，

ク
レ

ー
ン

階
）

 
評
価
基
準
値
：
2
.
0
×

1
0
-
3
 

(
×
1
0
-
3
)
 

01234567 0
.0
E
+
0
0

1
.0
E
-
0
3

2
.0
E
-
0
3

3
.0
E
-
0
3

4
.0
E
-
0
3

I
W-
J
 

地
下

３
階

 
１

階
 

２
階

 

３
階

 
地

下
２

階
 

ク
レ
ー
ン

階
 

(
N
/
m
m
2
)
 

せ
ん
断
ひ
ず
み

 

せ ん 断 応 力

地
下

１
階

 

ク
レ
ー
ン

階
 

２
階

 
１

階
 

地
下

２
階

 
地

下
３

階
 

地
下

１
階

 
３

階

4
.0

 
0
 

1
.0

 
2
.0

 
3
.0

 

01234567 0
.0
E
+
0
0

1
.0
E
-
0
3

2
.0
E
-
0
3

3
.0
E
-
0
3

4
.0
E
-
0
3地
下
１
階

地
下
２
階

地
下

３
階

１
階

 

２
階

 

ク
レ
ー
ン

階
 

３
階

 

地
下
１
階
 

地
下
２
階
 

地
下
３
階
 

１
階
 

２
階
 

ク
レ
ー
ン
階
 

３
階
 

せ
ん
断
ひ
ず
み

 

せ ん 断 応 力

I
W-
10

 
(
N
/
m
m
2
)
 

(
×
1
0
-
3
)
 

4
.0

 
0
 

1
.0

 
2
.0

 
3
.0

 

B
3
F
 

B
2
F
 

B
1
F
 

1
F
 

2
F
 

3
F
 

C
R
F
 

O
W
-
K
 

I
W
-
J
 

S
W
 

I
W
-
D
 

I
W
-
B
 

O
W
-
A
 

B
3
F
 

B
2
F
 

B
1
F
 

1
F
 

2
F
 

3
F
 

C
R
F
 

O
W
-
1
 

I
W
-
2
 

S
W
 

I
W
-
10

O
W
-
11

 

  

O
W
-
K
 

I
W
-B
 

O
W
-A
 

I
W
-
D
 

I
W
-J

 

S
W
 

G
L
 

3
F
 

C
R
F
 

2
F
 

1
F
 

B
1
F
 

B
2
F
 

B
3
F
 

R
F
 



耐震裕度向上工事の実施について 

 

当社は女川原子力発電所および東通原子力発電所において、更なる耐震安全性の向

上に努めていくため、自主的に設備の耐震裕度向上工事を実施することといたしまし

た。 

工事を実施する施設は、安全上重要な配管および電路類の支持構造物などを予定し

ていますが、その他の設備についても引き続き検討を進め、裕度向上が望ましいと判

断した場合には、順次取り組んでまいります。 

女川１号および東通１号については、現在、実施している定期検査による停止期間

中から実施してまいります。今後、女川２号および女川３号についても検討し，実施

していく予定です。 

 

【耐震裕度向上工事の例】 

１．配管の支持構造物：既設の支持構造物に補強部材の取付け、または強い部材へ    

取替え、あるいは新しい支持構造物を追加設置する。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 

図－１ 配管支持構造物の裕度向上工事の例 
 

２．電路類の支持構造物：既設の支持構造物に補強部材の取付け、または強い部材

へ取替え、あるいは新しい支持構造物を追加設置する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 電路類支持構造物の裕度向上工事の例 
 

以 上 
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お  知  ら  せ 
 

平 成 ２ ０ 年 ７ 月 ２ ３ 日 

                                           東北電力(株)広報・地域交流部 

                                            ℡(代表)022(225)2111 

 

女川原子力発電所 1 号機の原子炉再循環系配管の点検状況について 

 

当社、女川原子力発電所１号機（沸騰水型軽水炉、定格電気出力５２万４千キロ

ワット）は、平成２０年２月１４日から実施している第１８回定期検査において、

原子炉再循環系配管等の溶接継手部※１のうち、４７箇所について、応力腐食割れ対

策※２を行う前の検査として超音波探傷検査※３を実施しております。 

本日までに２９箇所の検査を実施した結果、１箇所の溶接継手部に長さ２７ｍｍ、

深さ３．８ｍｍのひびを確認しました。 

今後、残りの溶接継手部についても、超音波探傷検査を継続して実施してまいり

ます。 

なお、ひびが確認された配管の対応については、総合的に検討してまいります。 

 

 以  上 

 

 

※１ 今回の定期検査において超音波探傷検査を実施するのは５３箇所。そのうち、４７箇所

について、今回、応力腐食割れ対策を行う予定であり、残り６箇所は過去に応力腐食割

れ対策を実施済み。 

 

※２ 応力腐食割れ対策 

配管内面を通水冷却しながら、配管に巻きつけたコイルで外面を加熱すること（高周

波誘導加熱法）で引張り残留応力（溶接時の熱の影響により配管自体に残る応力）を低

減したり、または配管内面を耐食性のある材料で覆うこと。 

 

※３ 超音波探傷検査 

配管材料中の欠陥を検出するための検査で、欠陥の有無により超音波の跳ね返り（エ

コー）が違うことを利用した検査。 

 

 

（別 紙） 

１．原子炉再循環系系統図 

２．原子炉再循環系配管等点検箇所および超音波探傷検査結果 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
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平 成 ２ ０ 年 １ ０ 月 ３ 日 

東 北 電 力 ( 株 ) 
 

 

 

女川原子力発電所構内での火災発生について 
 
 

平成２０年１０月３日１８時２７分頃、女川原子力発電所構内にある屋外電動機等

点検建屋（非管理区域）において火災が発生しました。 

 

火災の原因は、作業員が海水ポンプの分解点検中、汚れ落とし用のシンナーを片付

けようとして、誤ってシンナーを電工ドラムにかけてしまい、コンセントを引き抜い

たところ火花が発生し引火したものです。 

直ちに作業員は消火器により消火し、同日１９時１８分に消防署により鎮火を確認

しました。 

この火災による怪我人などはありません。 

 

また、原子炉建屋、タービン建屋および制御建屋等への延焼はありません。 

 

なお、排気筒モニタ、排水モニタ、モニタリングポストに異常な変化はなく、この

事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

 

以 上 
 

 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１１



 
 

平 成 ２ ０ 年 １ ０ 月 １ ０ 日 

東 北 電 力 ( 株 ) 
 

 

 

女川原子力発電所構内での火災発生に対する再発防止対策について 
 
 

平成２０年１０月３日１８時２７分頃、女川原子力発電所構内にある屋外電動機等

点検建屋（非管理区域）において火災が発生しました。 

 

火災の原因は、作業員が海水ポンプの分解点検中、誤ってシンナーを電工ドラムに

かけてしまい、コンセントを引き抜いたところ火花が発生し引火したものです。 

直ちに作業員は消火器により消火し、同日１９時１８分に消防署により鎮火を確認

しました。 

（平成２０年１０月３日お知らせ済み） 

 

 

 今回の事象を踏まえ、女川原子力発電所では再発防止対策として、所内文書に有機

溶剤および危険物を取り扱う場合は作業環境を整備するなどの注意事項を追記し、関

係者に周知しました。 

 

以 上 
 

 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１２



 
 

平成２０年１１月１３日 

東 北 電 力 ( 株 )  

 

 

 

 

女川原子力発電所 1 号機 原子炉建屋地下１階における 

火災発生について 

 
 

女川原子力発電所１号機（沸騰水型、定格電気出力５２万４千ｋＷ）は、平成２０

年２月１４日より定期検査中のところ、本日１３時５９分頃、原子炉建屋地下１階の

残留熱除去系ポンプ（Ａ）室非常用空調機エリアにおいて火災が発生しました。 

火災の原因は、耐震裕度向上工事において、非常用空調機に支持構造物（サポート）

取り付け準備のため、溶接作業を実施しており、その溶接の火花が空調機内のフィル

タ－に引火したものです。 

 

直ちに周りの作業員が消火器により消火し、同日１４時５０分に消防署により鎮火

を確認しました。 

また、この火災により、溶接作業を行っていた作業員１名が手、足、顔などに火傷

を負っており、救急車により女川町立病院に搬送しております。 

 

この受傷による作業員の被ばくや放射性物質による汚染はありません。 

 

なお、排気筒モニタ、排水モニタ、モニタリングポストに異常な変化はなく、この

事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

 

以 上 
 

 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１３



 
 

平 成 20 年 11 月 21 日 

東北電力(株)広報・地域交流部 

℡(代表)022(225)2111 

 

 

 

女川原子力発電所 1 号機 原子炉建屋地下１階における 

火災発生に係わる原因および再発防止対策について 
 
 

女川原子力発電所１号機（沸騰水型、定格電気出力５２万４千ｋＷ）は、平成２０

年２月１４日より定期検査中のところ、平成２０年１１月１３日１３時５９分頃、原

子炉建屋地下１階の残留熱除去系ポンプ（Ａ）室非常用空調機エリアにおいて火災が

発生しました。 

火災の原因は、耐震裕度向上工事において、非常用空調機に支持構造物（サポート）

取り付け準備のため、溶接作業を実施しており、その溶接の火花が空調機内のフィル

ターに引火したものです。 

直ちに周りの作業員が消火器により消火し、同日１４時５０分に消防署により鎮火

を確認しました。 

この火災により、溶接作業を行っていた作業員１名が手、足、顔などに火傷を負い

ました。なお、この受傷による作業員の被ばくや放射性物質による汚染はありません。 

本事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

（平成２０年１１月１３日お知らせ済み） 

 

 その後、燃焼したフィルターの点検記録の確認や燃焼試験を実施し、火災の発生原

因を調査するとともに、再発防止対策を取りまとめ、本日、安全協定に基づき、宮城

県、女川町および石巻市へ報告いたしました。火災の発生原因および再発防止対策の

概要は以下のとおりです。 

 

１．火災発生の推定原因 

（１）フィルターが燃焼した原因 

ａ．地下２階にある残留熱除去系ポンプを運転した際に、電動機の潤滑油が霧状

となって空気中に飛散され、地下１階に設置されている空調機に吸い込まれ、

内部のフィルター表面に付着した。（添付資料１） 

ｂ．フィルター自体は難燃性と認識していたことから、特に不燃シート等による

火気養生を施していなかったため、空調機上部のボルト穴を塞ぐための溶接作

業を実施した際に、溶接時の溶融金属がボルト穴からフィルターに落下し、フ

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１４



ィルター表面に付着していた油に引火＊し、火災に至った。（添付資料２） 
 

＊今回実施した燃焼試験において、フィルター表面に潤滑油が付着している場

合、溶接時の溶融金属により引火し、瞬時に燃え広がることを確認した。 

 

（２）作業員が火傷を負った原因 

ａ．被災者は本来溶接作業を実施する予定ではなかったが、自分が溶接作業を実

施した方が効率的であると考えたこと、および短時間で終わる軽作業であった

ことから、工事要領書、作業予定表・防護指示書で定められた防燃服を着用し

ないまま、代わりに溶接作業を実施するなど定められた基本ルールを遵守して

いなかった。 

ｂ．このため、燃焼したフィルターの火が被災者の作業服に燃え移った。 

 

２．再発防止対策 

本再発防止対策については、当該元請会社、当該施工会社はもちろんのこと、 

元請会社を含め、発電所構内全ての施工会社に周知徹底する。 

発電所構内における火気作業の再開前までに以下の対策を実施する。 

（１）ルールの明確化 

ａ．当社は、難燃物については可燃物として取扱うことを明確化し、火気作業エ

リア内（半径５ｍ）の可燃物、難燃物を撤去するとともに、撤去できない場合

には確実に不燃シートで養生することや火気作業実施時には防燃服を着用する

等の基本ルールを統一し徹底する。 

 

（２）防火教育等の充実強化による防火意識の向上 

ａ．当社、元請会社および施工会社は、現在計画している火気作業を管理する発

電所員および同作業に従事する全ての作業員を対象とした防火教育の実施を徹

底するとともに、理解度確認試験の受験を義務化する。 

ｂ．当社は、火気作業における注意事項を記載した火災ＫＹ（危険予知）ドリル

を作成・配布し、火気作業実施前に作業者全員でＫＹ活動を実施するよう徹底

する。 

 

（３）監視体制の強化 

ａ．火気作業を有する元請会社は防火管理安全専任者を配置し、火気作業エリア

パトロールを実施する。なお、防火管理安全専任者は火気作業監視員を指導す

るとともに、必要に応じて火気作業の中断、改善等の命令を出せる権限を付与

する。 

ｂ．元請会社は、現在の火気作業監視員に対し、防火教育とは別に新たに専門教

育を実施し、修了証を発行し、現場に掲示することにより、火気作業監視員の



防火意識の向上を図る。 

ｃ．施工会社は、火気作業計画段階において養生等の計画を作成し、火気作業開

始前までに養生状態等について元請会社の立会による確認を受け、承認を得な

いと火気作業が実施できないようにする。 

 

なお、今後、次の対策についても検討のうえ実施してまいります。 

 

ａ．当社は、防火に係る専門の知識を有する指導員を新たに配置し、防火管理の

指導・徹底にあたる。 

ｂ．当社は、女川原子力発電所で過去に発生した火災事例を含む国内の原子力発

電所の火災事例を収集し、事例集を作成する。作成した事例集は防火教育等に

活用するとともに構内作業員全員に配布する。 

 

以 上 

 

（添付資料） 

１．残留熱除去系ポンプ（Ａ）室非常用空調機運転状況図 

２．火災発生状況推定図 
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残留熱除去系ポンプ（Ａ）室非常用空調機運転状況図
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平成２０年１１月２７日 

東 北 電 力 ( 株 ) 
 

 

 

女川原子力発電所 1 号機 原子炉格納容器内における 

火災発生について 

 
 

女川原子力発電所１号機（沸騰水型、定格電気出力５２万４千ｋＷ）は、平成２０

年２月１４日より定期検査中のところ、本日１７時５２分頃、原子炉建屋１階の原子

炉格納容器内（管理区域）において火災が発生しました。 

火災の原因は、耐震裕度向上工事において、作業員がガス溶断機にてサポートの切

断作業を実施している中で、その作業で発生した溶融金属が養生テープに引火したも

のと推定しております。また、下部に設置していた養生シートの一部が溶けておりま

す。 

 

直ちに周りの作業員が消火器により消火し、同日１８時５４分に消防署により鎮火

を確認しました。 

この火災による怪我人などはありません。 

また、原子炉建屋、タービン建屋および制御建屋等への延焼はありません。 

 

なお、排気筒モニタ、排水モニタ、モニタリングポストに異常な変化はなく、この

事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

 

以 上 
 

 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１５



東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１６

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ

東北電力（株）
新規スタンプ
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女川原子力発電所1号機 原子炉格納容器内における 

火災の発生原因および再発防止対策の概要について 

 

 

１．火災発生の状況 （「添付資料－１」参照） 
原子炉格納容器内の耐震裕度向上工事において、誤って取り付けた塗装仕様

の異なるサポート斜め材を撤去するため、施工会社は、前日に引き続き１１月

２７日１７時３０分頃より、作業班長、火気作業監視員等４名の体制で溶断作

業を開始した。作業開始後、間もなく溶融金属の滴下が認められたことから、

作業を一時中断して溶融金属受けを設置した上で、１７時５２分頃作業を再開

したところ、火気作業監視員が下階から煙があがっていることを確認し、下階

にて火災を確認したため、消火器を取りに溶断作業箇所へ戻っている間に、別

の作業に従事していた作業員が消火器１本を使用して速やかに消火した。（１８

時５４分に消防署が鎮火を確認。） 
下階の火気養生シートのつなぎ合わせに使用していたアルミテープと近傍に

あった被覆番線の被覆部が燃え、火気養生シートにはすすが付着していた。 
 
２．調査結果 （「添付資料－２」参照） 

（１）１１月１８日、施工会社は、耐震裕度向上工事において塗装仕様が異なったサ

ポート斜め材が取り付けられていることを確認した。現場において再塗装する方

法もあったが、再塗装作業は有機溶剤使用作業であり、火気作業との混在作業は

実施できないことから、新たなサポート斜め材に取り替えることとした。 

（誤って取り付けた原因は、準備したサポート斜め材が現場と合わなかったこと

から、予備材を使用した際に部材を取り違えたもの。） 
 
（２）取り替えにあたっては、作業場所が狭いこと等から、作業班長はグラインダに

よるサポート斜め材の切断が困難であると判断し、溶断することとした。 
 
（３）１１月１９日、施工会社は、サポート斜め材の撤去作業に必要な火気養生を先

行して実施した。その際、養生用ブリキ板とサポート支柱の間をアルミテープで

塞いだ。この養生作業は、溶断作業を行う作業班とは別の作業班が実施した。 
 
（４）１１月２１日、施工会社の複数の作業班の作業状況の取りまとめ者は、作業班

長から作業内容を口頭で聞いた上で、１号機原子炉建屋地下１階残留熱除去系ポ

ンプ（Ａ）室非常用空調機エリア内で発生した火災の再発防止対策として定めた

運用に従い、火気養生実施計画書を作成した。その際、作業班長は溶断を実施す

る予定であったが、取りまとめ者は電気溶接・グラインダ作業を実施するものだ

と思い、相互に明確な確認をしないまま、計画書に電気溶接・グラインダ作業と

記載した。「溶断作業」と「電気溶接・グラインダ作業」は両方とも火気作業で養

生に大きな差はなかったものの、養生作業の班長と作業班長が異なる場合、相互

確認する仕組みが不十分であった。 
 
（５）１１月２５日、元請会社は当該火気作業養生箇所の現場立会いを実施し、承認

した。 
 

別 紙

東北電力（株）
新規スタンプ



  

 

（６）１１月２６日、作業班長は手順書で定められた防燃服を着用し、溶断作業を開

始した。その際、溶融金属落下防止のため、斜め材の上部および側部のみを溶断

して、溶融金属がサポート斜め材内に滴下するよう作業を行ったことから、床面

には滴下しなかった。 
 
（７）１１月２７日、溶断作業開始後、間もなく養生用ブリキ板とサポート支柱のつ

なぎ目を塞いでいたアルミテープが溶融金属の滴下によりくすぶったため、溶断

作業を一時中断し、作業班長および火気作業監視員は下階の状況確認を行ったが、

異常は認められなかった。 
 
（８）その後、養生用ブリキ板とサポート支柱のつなぎ目をアルミテープで再度塞い

だが、作業班長は溶融金属の滴下を防止するため溶融金属受けが必要と判断し、

隣接エリアにて使用していた溶融金属受けをサポート支柱にアルミテープにより

固定した。この溶融金属受けをサポート支柱とブリキ板の間に差し込んだ際に、

サポート支柱奥側床面の火気養生に隙間ができたが、作業班長はこれに気付かず、

この状態で溶断作業を再開した。溶融金属受けを設置した際に火気養生に異常が

ないかどうか確認する等の配慮や注意が不十分であった。 
 
（９）溶断作業に伴い発生した溶融金属の一部が溶融金属受けから漏れ、サポート支

柱奥側床面の火気養生の隙間から下階の養生エリアに滴下し、重ね合わせていた

不燃シートのつなぎ合わせに使用していたアルミテープの接着面に着火した。 
 
（１０）火災発生箇所を確認したところ、アルミテープの他に、束ねられた長さ２０

ｃｍ前後の被覆番線３本の被覆部が半分程度燃えているのが確認された。被覆番

線は、火気養生シートをカーテン状に区画設置・固縛するために使用しており、

火災発生箇所の上部の火気養生実施時に余った部分を切断し束ねた物、または同

様に切断し束ねて仮置きした物が落下したものと推定される。 
 
（１１）現場の状況を模擬した再現試験を実施し着火の可否を確認した結果、不燃シ

ートを固定していたアルミテープが溶融金属の熱で収縮し、それにより接着面側

がめくれ上がり着火した後、高さ方向に貼り付けていたアルミテープが火炎を上

げて燃焼することが確認された。また、被覆番線の燃焼および現場と同様に不燃

シートにすすが確認された。 
 
（１２）数種のアルミテープ等について不燃シートに貼り付けた状態で燃焼試験を実

施した結果、今回使用していたアルミテープについては、熱で収縮し、それによ

り接着面側がめくれ上がり着火することが確認された。他の金属テープについて

は、テープ端では接着面に着火するものの、自然消火し、テープは不燃シートに

保持されたままの状態であることが確認された。 

 

３．火災発生の原因 （「添付資料－３」参照） 

今回の火災に対して、原点に立ち戻り、種々の調査および前回の火災発生時に策

定した再発防止対策に対する検証を実施した結果、以下の点に問題があった。 
 
（１）前回の火災発生時に策定した再発防止対策の不徹底 

原子炉格納容器内火気作業における可燃物（難燃物含む）、不燃物の識別が不
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十分であったこと等、前回の火災発生時に策定した再発防止対策の周知・徹底

が不十分であった。 
 
（２）作業に対する意識、知識、技術上の問題 

前回の火災発生時に策定した再発防止対策が、当社、元請および施工会社の

第一線の作業員に十分浸透していなかった。 

また、施工会社は、養生状態が作業ステップ毎に変化するという認識が不十

分であり、作業状況に応じて慎重に養生を確認し、養生の確実性を確認する緊

張感と配慮が不足していた。 
 
（３）施工管理上の問題 

塗装仕様の異なるサポート斜め材の取り付けは、取り付け状況確認時の確認

不足および修正作業に関する不明確な指示によるものであり、また、施工会社

はその事実および修正作業について、元請会社と十分に協議せず作業した。 

火気養生実施計画書と実際の火気作業内容の相違は、相互に確認する仕組み

になっていなかったことによるものであり、施工段階においてもその間違いが

最後まで修正されず見逃されたことは、火気養生実施計画書の内容不備にとど

まらず、施工管理上においても問題である。 

 

４．再発防止対策 （「添付資料－３」参照） 

火災発生の原因を踏まえ、前回の火災発生時に策定した再発防止対策の運用の改

善を図るとともに、「しくみ」「知識・技術」「意識」の面から再発防止対策を検討

した。 

特に、養生計画と作業計画の整合性の確保、養生管理・養生技術の充実にさらに

取り組む必要があるとともに、当社、元請会社および施工会社の第一線の作業員に

至るまで防火意識の浸透・徹底、また、施工管理の強化についても、より一層取り

組んでいく必要があることから、前回の火災発生時に策定した再発防止対策の枠組

みを維持しつつ、今後、さらなる再発防止対策を以下のとおり定め、実行していく

こととする。 
 
（１）火気作業時の資機材の総点検 

（２）防火教育等の充実強化による防火意識の向上 

（３）調達管理および施工管理の強化 

（４）体制の強化 

（５）専門家による指導・評価 

（６）その他の対策 

以 上 

 

 

【添付資料】 

  １．作業エリア概要図 

  ２．火災発生の推定原因（メカニズム） 

  ３．火災の発生原因と再発防止対策 

東北電力（株）
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１
．
火
災
の
概
要
 

女
川
原
子
力
発
電
所
１
号
機
は
、
第
１
８
回
定
期
検
査
中
の
と
こ
ろ
、
平
成
２
０
年
１
１
月
２
７
日
１
７
時
５
２
分

頃
に
、
原
子
炉
建
屋
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
、
直
ち
に
作
業
員
が
消
火
器
１
本
を
使
用
し
、

速
や
か
に
消
火
し
た
。
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
耐
震
裕
度
向
上
工
事
に
お
い
て
誤
っ
て
取
り
付
け
た
サ
ポ
ー
ト
斜
め
材
の
撤
去
の
た
め
の
溶

断
作
業
箇
所
（
以
下
、
「
当
該
エ
リ
ア
」
と
い
う
。
）
に
て
、
そ
の
作
業
で
発
生
し
た
溶
断
時
の
溶
融
金
属
が
下
階
に
滴

下
し
、
火
気
養
生
用
の
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
に
着
火
し
、
火
災
が
発
生
し
た
。
火
災
確
認
後
直
ち
に
消
火
す
る
と
と
も
に
、

１
７
時
５
８
分
に
消
防
署
へ
１
１
９
番
通
報
を
行
い
、
同
時
に
、
自
衛
消
防
隊
本
部
を
設
置
し
た
。
 

そ
の
後
、
１
８
時
５
４
分
に
女
川
消
防
署
に
よ
り
鎮
火
が
確
認
さ
れ
た
。
 

こ
の
火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
な
く
、
被
ば
く
や
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
も
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

な
お
、
本
事
象
に
よ
る
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
は
な
く
、
ま
た
外
部
へ
の
放
射
能
の
影
響
も
な
か
っ
た
。
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火
災
の
状
況
に
つ
い
て
、
現
場
調
査
、
当
該
工
事
関
係
書
類
お
よ
び
作
業
員
へ
の
聞
き
取
り
、
再
現
試
験
を
実
施
し

た
結
果
、
当
該
エ
リ
ア
で
火
災
が
発
生
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
と
推
定
さ
れ
る
。
 

（
１
）
作
業
班
長
は
溶
融
金
属
の
滴
下
を
防
止
す
る
た
め
溶
融
金
属
受
け
が
必
要
と
判
断
し
、
隣
接
エ
リ
ア
に
て
使
用

し
て
い
た
溶
融
金
属
受
け
を
使
用
し
、
サ
ポ
ー
ト
支
柱
に
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
に
よ
り
固
定
し
た
。
 

（
２
）
こ
の
溶
融
金
属
受
け
を
サ
ポ
ー
ト
支
柱
と
ブ
リ
キ
板
の
間
に
差
し
込
ん
だ
際
に
、
サ
ポ
ー
ト
支
柱
奥
側
床
面
の

火
気
養
生
に
隙
間
が
で
き
た
が
、
作
業
班
長
は
こ
れ
に
気
付
か
ず
、
こ
の
状
態
で
溶
断
作
業
を
再
開
し
た
。
 

（
３
）
溶
断
作
業
に
伴
い
発
生
し
た
溶
融
金
属
の
一
部
が
溶
融
金
属
受
け
か
ら
漏
れ
、
サ
ポ
ー
ト
支
柱
奥
側
床
面
の
火

気
養
生
の
隙
間
か
ら
、
下
階
の
養
生
エ
リ
ア
に
滴
下
し
た
。
 

（
４
）
滴
下
し
た
溶
融
金
属
が
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
不
燃
シ
ー
ト
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
に
使
用
し
て
い
た
ア
ル
ミ
テ
ー
プ

の
接
着
面
に
滴
下
し
着
火
し
た
。
 

（
５
）
そ
の
後
、
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
と
近
傍
に
あ
っ
た
番
線
の
被
覆
が
燃
え
た
が
、
他
の
設
備
等
へ
の
延
焼
は
な
か
っ
た
。
 

           

溶
融
金
属
受
け

 

燃
え
た
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
や

 
被
覆
番
線

 

ア
ル
ミ
テ
ー
プ

 

Ｈ
鋼
材

 

エ
リ
ア
区
画
用

 
足
場
パ
イ
プ

 

（
溶
融
金
属
）

Ｂ
－
Ｂ
断
面

断
面
図

 

85
0m

m

19
00

m
m

中
間
グ
レ
ー
チ
ン
グ

 

サ
ポ
ー
ト
斜
め
材

 

Ａ
 

Ａ
 

下
階
の
火
災
発
生
箇
所

エ
リ
ア
区
画
用

 
足
場
パ
イ
プ

Ｈ
鋼
材

 

不
燃
シ
ー
ト

 

ア
ル
ミ
テ
ー
プ

 
Ｂ

 

溶
断
作
業
箇
所

 

サ
ポ
ー
ト
支
柱

ブ
リ
キ
板

Ａ
－
Ａ
断
面

溶
融
金
属
受
け
を
設
置
し
た
た
め

 
床
面
の
火
気
養
生
に
隙
間
が
発
生

 

作
業
員

溶
融
金
属
受
け

 

溶
融
金
属
受
け

取
り
付
け
後

 
溶
融
金
属
受
け

取
り
付
け
前

 

拡
大
図

 

断
面
図

 

下
階
の
火
災
発
生
箇
所
の
現
場
写
真

 

溶
断
作
業
箇
所
の
現
場
写
真

 

11
00

m
m

 
Ｂ

 

14
00

m
m

Ｈ
鋼
材

 

す
す
が
付
着
し
て
い
る
。

 

添
付
資
料
－
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火
災
の
発
生
原
因
と
再
発
防
止
対
策
 

 １
．
当
社
の
直
接
的
な
現
場
管
理
の
強
化
に
関
す
る
再
発
防
止
対
策
 

当
社
は
平
成
２
０
年
１
１
月
１
３
日
に
発
生
し
た
火
災
の
再
発
防
止
対
策
に
お
い
て
、
元
請
会
社
に
防
火
管
理
安
全
専
任
者
の
設
置
、
火
気
作
業
監
視
員
へ
の
専
門
教
育
の
実
施
、
火
気
養
生
実
施
計
画
書
の
運
用
見
直
し

等
の
対
策
を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
は
、
１
１
月
２
７
日
に
発
生
し
た
火
災
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
以
下
に
示
す
当
社
の
直
接
的
な
現
場
管
理
の
強
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
作
業
責
任
者
の
増
強
や
防
火
管
理
専
門
家
の
配

置
な
ど
、
現
場
に
お
け
る
施
工
管
理
、
防
火
管
理
体
制
を
強
化
し
、
当
社
、
元
請
会
社
お
よ
び
施
工
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
現
場
管
理
に
努
め
て
い
く
。

  

（
１
）
火
気
作
業
に
お
け
る
防
火
管
理
を
当
社
と
元
請
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
火
気
作
業
時
の
防
火
管
理
を
徹
底
す
る
目
的
で
「
女
川
原
子
力
発
電
所
構
内
防
火
管
理
会
議
（
仮
称
）
」
を
設
置
す
る
。

火
気
作
業
場
所
等
の
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
対
策
の
実
施
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
【
新
規
対
策
】
 

（
２
）
再
発
防
止
対
策
の
策
定
段
階
お
よ
び
実
施
段
階
に
お
い
て
専
門
家
に
よ
る
指
導
・
評
価
を
受
け
る
。
【
新
規
対
策
】
 

（
３
）
防
火
に
係
る
専
門
の
知
識
を
有
す
る
防
火
専
門
指
導
員
に
つ
い
て
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
、
１
名
配
置
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
防
火
管
理
の
専
門
家
２
名
を
元
請
会
社
に
配
置
す
る
。
【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

（
４
）
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
火
気
作
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
社
員
も
元
請
会
社
や
施
工
会
社
の
作
業
責
任
者
お
よ
び
火
気
作
業
監
視
員
と
連
携
し
、
作
業
現
場
の
監
視
・
指
導
を
実
施
し
て
い
く
。
【
新
規
対
策
】
 

（
５
）
溶
断
作
業
等
重
要
度
の
高
い
火
気
作
業
の
火
気
養
生
実
施
計
画
書
の
承
認
は
当
社
が
行
い
、
そ
の
際
の
養
生
立
会
い
は
作
業
開
始
前
に
当
社
、
元
請
会
社
お
よ
び
施
工
会
社
が
立
会
う
。【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

（
６
）
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
／
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
導
入
【
新
規
対
策
】
 

ａ
．
優
秀
な
火
気
作
業
チ
ー
ム
に
は
、
当
社
が
表
彰
を
行
う
。
 

ｂ
．
当
社
は
、
ル
ー
ル
違
反
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
程
度
に
応
じ
て
当
該
火
気
作
業
班
に
は
再
教
育
を
受
講
さ
せ
、
そ
れ
が
終
了
す
る
ま
で
は
作
業
禁
止
の
措
置
を
講
じ
る
。
さ
ら
に
、
当
社
は
元
請
会
社
に
 

対
し
て
、
当
該
施
工
会
社
に
厳
し
い
処
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
。
 

（
７
）
火
気
作
業
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
当
社
経
営
層
に
よ
る
現
場
確
認
を
実
施
す
る
。
【
新
規
対
策
】
 

 ２
．
火
災
の
発
生
原
因
と
再
発
防
止
対
策
の
全
体
像
 

 
火
災
の
発
生
原
因
 

 
再
発
防
止
対
策
 

（
１
）
前
回
の
火
災

発
生
時
に
策

定
し
た
再
発

防
止
対
策
の

不
徹
底
 

ａ
．
原
子
炉
格
納
容
器
内
火
気
作
業
に
お
け
る
 

可
燃
物
（
難
燃
物
含
む
）
、
不
燃
物
の
識
別
が

不
十
分
で
あ
っ
た
。（
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
、
被
覆
 

番
線
の
使
用
）
 

ｂ
．
前
回
の
火
災
発
生
時
に
策
定
し
た
再
発
防
止

対
策
の
周
知
・
徹
底
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
 

 

 
（
１
）
火
気
作
業
時
の
資
機
材
の
総
点
検
 

ａ
．
火
気
作
業
時
の
資
機
材
の
総
点
検
の
実
施
【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

（
ａ
）
当
社
は
、
火
気
作
業
区
域
に
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
物
質
（
作
業
服
、
テ
ー
プ
、
被
覆
番
線
な
ど
の
養
生
材
、
そ

の
他
の
持
込
品
）
に
つ
い
て
、
可
燃
物
（
難
燃
物
含
む
）
、
不
燃
物
の
識
別
を
確
実
に
行
う
た
め
の
総
点
検
を
実
施

す
る
。
 

撤
去
で
き
な
い
可
燃
物
（
難
燃
物
含
む
）
（
例
え
ば
、
作
業
実
施
に
伴
い
必
要
と
な
る
難
燃
テ
ー
プ
、
電
動
工
具

の
電
気
ケ
ー
ブ
ル
、
ホ
ー
ス
な
ど
）
を
使
用
す
る
場
合
の
取
り
扱
い
方
法
を
明
確
に
す
る
。
 

さ
ら
に
、
火
気
作
業
エ
リ
ア
内
の
可
燃
性
ゴ
ミ
の
撤
去
お
よ
び
整
理
整
頓
に
努
め
る
。
 

（
ｂ
）
当
社
は
、
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
接
着
剤
は
可
燃
物
（
難
燃
物
含
む
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

 

使
用
す
る
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
等
と
し
て
当
該
ア
ル
ミ
テ
ー
プ
を
除
き
、
よ
り
火
気
作
業
に
適
し
た
も
の
を
選
定
す
る
。
 

ｂ
．
当
社
と
、
作
業
班
長
と
の
対
話
（
車
座
対
話
）
【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

ｃ
．
当
社
は
、
火
気
養
生
の
技
術
力
向
上
の
た
め
作
業
班
長
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
実
技
教
育
を
実
施
す
る
。
 

【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

添
付
資
料
－
３



  
火
災
の
発
生
原
因
 

 
再
発
防
止
対
策
 

（
２
）
作
業
に
対
す

る
意
識
、
知

識
、
技
術
上

の
問
題
 

ａ
．
前
回
の
火
災
発
生
時
に
策
定
し
た
再
発
防
止

対
策
が
第
一
線
の
作
業
員
に
十
分
浸
透
し
て

い
な
か
っ
た
。
 

ｂ
．
養
生
状
態
が
作
業
ス
テ
ッ
プ
毎
に
変
化
す
る

と
い
う
認
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
 

ま
た
、
作
業
状
況
に
応
じ
て
慎
重
に
養
生

を
確
認
し
、
養
生
の
確
実
性
を
確
認
す
る
 

緊
張
感
と
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
。
 

ｃ
．
原
子
力
発
電
所
の
作
業
に
よ
り
火
災
が
発
生

す
れ
ば
社
会
的
に
大
き
な
不
安
を
与
え
る
と

い
う
意
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
 

 
 
（
２
）
防
火
教
育
等
の
充
実
強
化
に
よ
る
防
火
意
識
の
向
上
 

ａ
．
当
社
と
、
作
業
班
長
と
の
対
話
（
車
座
対
話
）
【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

ｂ
．
当
社
は
、
火
気
養
生
の
技
術
力
向
上
の
た
め
作
業
班
長
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
実
技
教
育
を
実
施
す
る
。
 

【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

ｃ
．
当
社
は
、
火
災
事
例
集
を
作
成
し
、
防
火
教
育
等
に
活
用
す
る
。
【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

ｄ
．
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
／
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
導
入
【
新
規
対
策
】
 

（
ａ
）
優
秀
な
火
気
作
業
チ
ー
ム
に
は
、
当
社
が
表
彰
を
行
う
。
 

（
ｂ
）
当
社
は
、
ル
ー
ル
違
反
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
程
度
に
応
じ
て
当
該
火
気
作
業
班
に
は
再
教
育
を
受
講
さ
せ
、

そ
れ
が
終
了
す
る
ま
で
は
作
業
禁
止
の
措
置
を
講
じ
る
。
さ
ら
に
、
当
社
は
元
請
会
社
に
対
し
て
、
当
該
施
工
会
社

に
厳
し
い
処
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
。
 

ｅ
．
作
業
ス
テ
ッ
プ
毎
の
「
い
ち
作
業
、
い
ち
確
認
、
ヨ
シ
！
」
の
意
識
を
徹
底
す
る
。
【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

（
３
）
調
達
管
理
お

よ
び
施
工
管

理
上
の
問
題
 

ａ
．
塗
装
仕
様
の
異
な
る
サ
ポ
ー
ト
斜
め
材
の
取

り
付
け
 

（
ａ
）
取
り
付
け
状
況
確
認
時
の
確
認
不
足
お

よ
び
修
正
作
業
に
関
す
る
不
明
確
な
指
示

に
よ
り
、
塗
装
仕
様
の
異
な
る
サ
ポ
ー
ト

斜
め
材
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。
 

（
ｂ
）
ま
た
、
施
工
会
社
は
、「
塗
装
仕
様
の
異

な
る
サ
ポ
ー
ト
斜
め
材
が
取
り
付
け
ら
れ

た
こ
と
」
お
よ
び
「
修
正
作
業
」
に
つ
い

て
、
元
請
会
社
と
協
議
せ
ず
作
業
し
た
。
 

ｂ
．
火
気
養
生
実
施
計
画
書
と
実
際
の
火
気
作
業

内
容
の
相
違
 

（
ａ
）
当
該
溶
断
作
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り

作
成
し
た
火
気
養
生
実
施
計
画
書
は
、
作

業
班
長
の
考
え
が
計
画
書
作
成
者
に
十
分

伝
わ
ら
ず
、
電
気
溶
接
・
グ
ラ
イ
ン
ダ
作

業
と
な
っ
た
。
 

（
ｂ
）
火
気
養
生
実
施
計
画
書
に
お
い
て
、
相

互
に
確
認
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
に
加
え
、
施
工
段
階
に
お
い
て

も
そ
の
間
違
い
が
最
後
ま
で
修
正
さ
れ
ず

見
逃
さ
れ
た
こ
と
は
、
火
気
養
生
実
施
計

画
書
の
内
容
不
備
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

施
工
管
理
上
に
お
い
て
も
問
題
で
あ
る
。
 

 
 
（
３
）
調
達
管
理
お
よ
び
施
工
管
理
の
強
化
 

ａ
．
塗
装
仕
様
の
異
な
る
サ
ポ
ー
ト
斜
め
材
の
取
り
付
け
に
対
す
る
対
策
【
新
規
対
策
】
 

（
ａ
）
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
等
を
用
い
、
施
工
段
階
で
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。
 

（
ｂ
）
当
社
は
、
後
戻
り
作
業
、
手
順
の
変
更
を
伴
う
新
た
な
作
業
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
事
象
の
重
要
性
に
応
じ
て
、
適

切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
不
適
合
の
状
況
に
つ
い
て
は
現
場
状
況
写
真
等
を
添
付
さ
せ
当
社
へ
報
告
さ
せ
る
。
 

（
ｃ
）
後
戻
り
作
業
、
手
順
の
変
更
を
伴
う
新
た
な
作
業
を
行
う
場
合
、
元
請
会
社
お
よ
び
施
工
会
社
は
、
対
応
に
つ
い
て

当
社
と
十
分
協
議
し
た
う
え
で
、
施
工
計
画
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
当
社
に
よ
る
現
場
立
会
い
等
を
受
け
る
。
 

（
ｄ
）
当
社
は
、
上
記
に
つ
い
て
確
実
に
実
施
さ
せ
る
た
め
、
工
事
仕
様
書
に
明
記
し
、
そ
の
実
施
状
況
を
適
切
に
実
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
文
書
確
認
や
現
場
立
会
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

ｂ
．
火
気
養
生
実
施
計
画
書
に
関
わ
る
対
策
【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

（
ａ
）
当
社
は
、
火
気
作
業
の
施
工
管
理
に
対
す
る
要
求
事
項
を
明
確
化
す
る
た
め
、
火
気
作
業
の
重
要
度
に
応
じ
、
火
気

養
生
資
機
材
お
よ
び
養
生
方
法
を
設
定
し
、
ま
た
、
当
社
お
よ
び
元
請
会
社
に
お
け
る
火
気
養
生
実
施
計
画
書
の
 

承
認
、
立
会
い
区
分
を
明
確
に
す
る
。
 

具
体
的
に
は
、
溶
断
作
業
等
重
要
度
の
高
い
火
気
作
業
の
火
気
養
生
実
施
計
画
書
の
承
認
は
、
当
社
が
行
う
。
 

さ
ら
に
、
溶
断
作
業
等
重
要
度
の
高
い
火
気
作
業
の
養
生
立
会
い
は
、
作
業
開
始
前
に
当
社
、
元
請
会
社
お
よ
び

施
工
会
社
が
立
会
う
。
 

（
ｂ
）
火
気
作
業
の
班
長
も
火
気
養
生
計
画
書
の
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
火
気
の
種
類
、
養
生
方
法
等
に
つ
い
て
は

自
ら
記
載
す
る
。
 

（
ｃ
）
当
社
は
、
今
回
の
火
災
発
生
に
鑑
み
、
当
社
直
接
の
火
気
作
業
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
 

格
納
容
器
内
の
火
気
作
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
社
員
も
元
請
会
社
や
施
工
会
社
の
作
業
責
任
者
お
よ
び
火
気
作
業
 

監
視
員
と
連
携
し
、
作
業
現
場
の
監
視
・
指
導
を
実
施
し
て
い
く
。
 



  
火
災
の
発
生
原
因
 

 
再
発
防
止
対
策
 

（
４
）
再
発
防
止
対

策
の
補
強
対

策
 

 
 

当
社
の
直
接
的
な
現
場
管
理
の
強
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
作
業
責
任
者
の
増
強
や
防
火
管
理
専
門
家
の
配
置
な
ど
、
現

場
に
お
け
る
施
工
管
理
、
防
火
管
理
体
制
を
強
化
し
、
当
社
、
元
請
会
社
お
よ
び
施
工
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
現
場
管
理
に
努

め
て
い
く
。

 

（
４
）
体
制
の
強
化
 

ａ
．
当
社
は
、
防
火
に
係
る
専
門
の
知
識
を
有
す
る
防
火
専
門
指
導
員
に
つ
い
て
、
計
画
を
前
倒
し
し
て
、
１
名
配
置
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
防
火
管
理
の
専
門
家
２
名
を
元
請
会
社
に
配
置
す
る
。
 

火
気
作
業
に
お
け
る
防
火
管
理
に
当
社
と
元
請
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
火
気
作
業
時
の
防
火

管
理
に
関
す
る
情
報
の
交
換
・
共
有
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
「
女
川
原
子
力
発
電
所
構
内
防
火
管
理
会
議
（
仮
称
）
」

を
設
置
し
、
当
社
と
元
請
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
火
気
作
業
場
所
等
の
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

再
発
防
止
対
策
の
実
施
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
 

【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

ｂ
．
火
気
作
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
「
い
ち
作
業
・
い
ち
班
長
」
と
し
、
管
理
の
徹
底
を
図
る
。
【
新
規
対
策
】
 

（
５
）
専
門
家
に
よ
る
指
導
・
評
価
【
新
規
対
策
】
 

ａ
．
当
社
は
、
再
発
防
止
対
策
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
専
門
家
に
よ
る
確
認
・
指
導
を
受
け
る
。
 

ｂ
．
当
社
は
、
作
業
再
開
前
ま
で
に
、
当
社
の
再
発
防
止
対
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
確
認
・
指
導
を

 

受
け
る
。
 

ｃ
．
当
社
は
、
作
業
再
開
後
、
当
社
の
再
発
防
止
対
策
の
実
効
性
に
つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
意
見
・
評
価
を
求
め
る
。
 

（
６
）
そ
の
他
の
対
策
 

ａ
．
当
社
は
、
火
気
作
業
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
当
社
経
営
層
に
よ
る
現
場
確
認
を
実
施
す
る
。
【
新
規
対
策
】
 

ｂ
．
当
社
は
、
過
去
事
例
お
よ
び
他
社
事
例
を
考
慮
し
、
有
機
溶
剤
使
用
に
特
化
し
た
危
険
予
知
を
行
う
こ
と
を
周
知
・

 

徹
底
す
る
。
【
前
回
ま
で
の
対
策
の
強
化
】
 

  



 
 

平成２０年１２月２５日 

東 北 電 力 ( 株 )  

 

 

 

 

女川原子力発電所1号機の耐震安全性評価結果の報告延期について 
 
 
当社は、現在、「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴い、   

原子力発電所の耐震安全性評価を実施しております。 

 

その中で、本年３月２８日に女川原子力発電所１号機の中間報告を取りまとめ、原

子力安全・保安院に提出しており、現在、その内容について審議されているところで

す。 

 

当社としては、女川原子力発電所１号機の耐震安全性評価結果の最終報告について、

中間報告に関する審議状況を踏まえた報告とするため、平成２０年１２月に予定して

いた報告を延期することとしました。 

 

なお、結果につきましては、まとまり次第、速やかに原子力安全・保安院に報告す

ることとしております。 

 

以 上 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１７



［参考：耐震安全性評価に関するこれまでの経緯］ 

 

○ 女川原子力発電所１号機の新耐震指針に照らした耐震安全性評価については、実

施計画（平成１９年８月２０日にお知らせ済み）に基づき、平成２０年３月に中

間報告を行い（平成２０年３月２８日にお知らせ済み）、平成２０年１２月には最

終報告を行う予定としていました。 

 

○ 平成１９年１２月２７日に、原子力安全・保安院より、同年７月に発生した新潟

県中越沖地震を踏まえた耐震安全性評価に反映すべき事項（中間取りまとめ）の

通知がありました。 

中間取りまとめについては、中間報告に反映し、安全上重要な設備のうち主要な

設備についての耐震安全性が確保されていることを確認しています。 

 

○ その後、昨年１２月の中間取りまとめに加え、新潟県中越沖地震による東京電力

柏崎刈羽原子力発電所への影響検討が進んだことを踏まえ、平成２０年９月４日

に、原子力安全・保安院より、地震および地震動の評価と施設の耐震安全性評価

に関する反映事項について通知がありました。 

 



東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１８



 
 

 

平 成 ２ １ 年 ２ 月 ６ 日 

東 北 電 力 ( 株 ) 

 

 

低レベル放射性廃棄物輸送容器のボルトの 

締め付け不足について 
 

 

昨年１２月に女川原子力発電所から日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設  

センターへ低レベル放射性廃棄物を輸送※しました。 

その輸送に使用した輸送容器１２０個のうち１個について、蓋を止めるボルトが 

十分締め付けられていなかったことが確認された旨、本年２月４日に日本原燃（株）

より連絡を受けました。 

 

本件について、当社は本日、原子力安全・保安院および国土交通省海事局より、  

放射性物質等の輸送安全の一層の向上について注意喚起文書を受領しました。 

 

今後、蓋を止めるボルトが十分締め付けられていなかった原因について調査を実施

するとともに、再発防止対策を講じてまいります。 

 

 

※：昨年１２月に輸送した低レベル放射性廃棄物について 

  原子力発電所の運転に伴い発生する液体廃棄物を蒸発濃縮処理した濃縮廃液や、

水などを浄化するために使用した樹脂などの放射線レベルの低い廃棄物をセメン

トと練り混ぜ、専用のドラム缶に均質・均一に固型化したものです。 

 なお、今回、ボルトが十分締め付けられていなかった輸送容器に収納されていた

ドラム缶の放射線レベルは極めて低く、輸送途中での環境への影響はなく、輸送に

携わった作業員の有意な被ばくもありませんでした。 

 

以 上 

 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．１９
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［参考：事象を発見するまでの経緯］ 

 

〇平成２０年１２月１０日に女川原子力発電所から低レベル放射性廃棄物（以下、 

ドラム缶という。）９６０本（輸送容器１２０個）を搬出 

 

〇平成２０年１２月１２日に日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設センターへ 

輸送完了 

 

〇平成２１年２月２日より日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設センター内に 

おいて、一時保管されていたドラム缶の受入検査を開始 

 

〇平成２１年２月４日に、ドラム缶の受入検査のため、天井クレーンにて、輸送容器

を検査設備の輸送容器受入装置へ巻下げを開始したところ警報が発生し、天井  

クレーンが停止した 

 

〇そのため、天井クレーンおよび輸送容器を確認したところ当該輸送容器と蓋を固定

する４箇所のボルトが十分締め付けられておらず、わずかに蓋が浮いているのを 

確認した 

 



  

 
 

平 成 ２ １ 年 ２ 月 ２ ０ 日 

東北電力(株)広報・地域交流部 

℡(代表)022(225)2111 

 

 

 

女川原子力発電所１号機における誤信号による 

非常用炉心冷却系の作動について 

 

 

平成２１年２月１９日２３時３７分頃、定期検査中の女川原子力発電所１号機（沸

騰水型、定格電気出力５２万４千ｋＷ）において、一部の非常用炉心冷却系＊１が誤

信号により作動しました。 

原因は、非常用炉心冷却系に信号を送る系統の点検を実施していたところ、操作を

誤ったため、実際には原子炉の水位が低下していなかったにもかかわらず、原子炉水

位低の誤信号が発生したことによるものです。 

 

なお、非常用炉心冷却系が作動し、水が原子炉内に注入されたことから、原子炉内

の水位が上昇、一部が原子炉格納容器内に漏れました＊２が、水は原子炉格納容器外

には漏出しませんでした。 

  

 この事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

また、本事象は法律に基づく報告事象ではありません。 

 

以 上 

 
 
＊１ 非常用炉心冷却系とは、原子炉に冷却材喪失が起こった時などに、炉心を冷却  

するための系統。今回作動したのはその一部である炉心スプレイ系です。 

 
＊２ 漏れた量は約６リットル。 

 

（別 紙）１．炉心スプレイ系系統概要図 

２．原子炉水位低信号発生メカニズム 

     ３．格納容器内水漏れ概要図 

 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．２０
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平成２１年２月２６日 

東北電力株式会社 

 

 

低レベル放射性廃棄物輸送容器のボルトの締め付け不足に係わる 

原因と対策について 

 
 
昨年１２月に女川原子力発電所から日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設 

センターへ低レベル放射性廃棄物を輸送※しました。 

その輸送に使用した輸送容器１２０個のうち１個について、蓋を止めるボルトが

十分締め付けられていなかったことが確認された旨、本年２月４日に日本原燃（株）

より連絡を受けました。 

本件について、当社は本年２月６日に原子力安全・保安院および国土交通省海事

局より、放射性物質等の輸送安全の一層の向上について注意喚起文書を受領しまし

た。 

（平成２１年２月６日お知らせ済み） 

 

調査の結果、事象の発生した状況は、女川原子力発電所において低レベル放射性

廃棄物の入ったドラム缶を輸送容器に収納する作業中、作業員が当該輸送容器の蓋

を止めるボルトの締め付け作業を実施する前に別作業を行うため作業現場を離れ

ている間に、代わりの作業員が当該輸送容器のその後の作業を担当し、その作業員

がボルトの締め付け作業は終了したと思い込み、ボルトを締め忘れたものと推定し

ました。 

このことから、今回の事象は、作業員の思い込みおよび作業内容、進捗状況に関

する確認・報告が十分に行われなかったために発生したものと考えております。 

 

この調査結果を踏まえ、以下の再発防止対策を実施することとしました。 

１．輸送容器の蓋を止めるボルトの締め付けに関し、実際に作業を実施する作業

員の他、作業責任者もボルト締め付け状態の確認を行う。また、低レベル放射

性廃棄物の輸送に係る一連の作業について記録する様式を定めて手順書に反

映し、作業において記録した結果について当社社員も確認する。 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．２１



２．作業手順を見直し、上蓋の取り付けとボルト締め付けを一連の作業として実

施する。 

３．ボルトの締め付けなどの作業毎にあらかじめ担当する作業員を定める。また、

作業の進捗状況を目視確認できるよう表示記録を現場に掲示する。 

４．作業員の交代の際には、必ず作業責任者に連絡するとともに、作業員間で作

業の進捗状況を確認する。 

５．当社は元請会社に対して作業の検証の充実を図るため、元請会社の作業実績

結果を確実に確認することにより、作業管理を適切に行う。 

６．低レベル放射性廃棄物輸送の重要性に対する理解を向上させるために、教育

内容の充実を図り、作業に従事するすべての社員、作業員に対して教育を行う。 

７．作業員と当社社員による対話を実施し、低レベル放射性廃棄物輸送の重要性

について認識を高めるとともに、コミュニケーションの充実を図り、作業員か

ら改善提案等の意見を吸い上げる。 

 

 当社としましては、以上の再発防止対策を確実に実行するとともに、安全文化

と業務品質のさらなる定着・向上に取り組み、安全を最優先とした発電所の運転

および発電所から搬出する放射性輸送物の安全確保に努めてまいります。 

 

 

※：昨年１２月に輸送した低レベル放射性廃棄物について 

   原子力発電所の運転に伴い発生する液体廃棄物を蒸発濃縮処理した濃縮

廃液や、水などを浄化するために使用した樹脂などの放射線レベルの低い廃

棄物をセメントと練り混ぜ、専用のドラム缶に均質・均一に固型化したもの

です。 

   なお、今回、ボルトが十分締め付けられていなかった輸送容器に収納され

ていたドラム缶の放射線レベルは極めて低く、輸送途中での環境への影響は

なく、輸送に携わった作業員の有意な被ばくもありませんでした。 

 

以 上 
 

［別 紙］ 

  低レベル放射性廃棄物輸送容器概念図 



［参考：事象を発見するまでの経緯］ 

 

〇平成２０年１２月１０日に女川原子力発電所から低レベル放射性廃棄物  

（以下、ドラム缶という。）９６０本（輸送容器１２０個）を搬出 

 

〇平成２０年１２月１２日に日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設センター

へ輸送完了 

 

〇平成２１年２月２日より日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設センター内

において、一時保管されていたドラム缶の受入検査を開始 

 

〇平成２１年２月４日に、ドラム缶の受入検査のため、天井クレーンにて、輸送

容器を検査設備の輸送容器受入装置へ巻下げを開始したところ警報が発生し、

天井クレーンが停止した 

 

〇そのため、天井クレーンおよび輸送容器を確認したところ当該輸送容器と蓋を

固定する４箇所のボルトが十分締め付けられておらず、わずかに蓋が浮いてい

るのを確認した 
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平 成 ２ １ 年 ３ 月 １ １ 日 

東北電力(株)広報・地域交流部 

℡(代表)022(225)2111 

 

 

女川原子力発電所１号機における誤信号による 

非常用炉心冷却系の作動に係わる原因および再発防止対策について 

 

 

平成２１年２月１９日２３時３７分頃、定期検査中の女川原子力発電所１号機（沸

騰水型、定格電気出力５２万４千ｋＷ）において、非常用炉心冷却系の一部＊１が誤

信号により作動しました。 

原因は、非常用炉心冷却系に信号を送る系統の点検を実施していたところ、操作を

誤ったため、実際には原子炉の水位が低下していなかったにもかかわらず、原子炉水

位低の誤信号が発生したことによるものです。 

 

なお、非常用炉心冷却系が作動し、水が原子炉内に注入されたことから、原子炉内

の水位が上昇、一部が原子炉格納容器内に漏れました＊２が、水は原子炉格納容器外

には漏出しませんでした。 

 （平成２１年２月２０日お知らせ済み） 

 

 その後、事象が発生した原因について詳細な検討を行い、再発防止対策を取りまと

め、２月２０日に受領した原子力安全・保安院の指示に基づき、本日、国に報告いた

しました。 

 

 事象が発生した原因および再発防止対策は以下のとおりです。 

 

１．事象発生の原因 

（１）作業手順書の記載が操作内容のみで操作すべき弁が明確ではない箇所があった。 

（２）作業手順の検討において、ヒューマンエラーによる誤操作や誤信号の発信を考

慮した安全処置（電気的な系統隔離など）の要否検討が不十分であった。 

（３）点検を実施している過程で、非常用炉心冷却系が作動する前に、弁の開閉操作

による一過性の圧力変化で「原子炉水位低」の信号が発生したが、その際に作

業を一旦中断し、その後の作業手順や内容を再検討しなかった。 

 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．２２



（４）作業内容が「圧力発信器の継手部の増し締め」であったことから、通常の作業

体制で実施可能と判断し、作業手順の検討が作業を担当する箇所のみで行われ

たため、作業内容について発電所内で十分な情報伝達がなされなかった。 

 

２．再発防止対策 

（１）銘板の付いていない弁には作業手順書に現場の作業対象箇所の図を入れ、その

上で操作すべき弁番号を記載する。また、作業時には手順書に記載したとおり

に弁番号の札を弁に取り付ける。さらに、弁の開閉作業は、弁の操作者と確認

者がチェックリストに基づきダブルチェックを行う。 

（２）非常用炉心冷却系および原子炉保護系の動作に影響を与える不具合対応作業

（計画外）を行う際には、電気的な系統隔離を含めて適切な安全処置の要否を

確実に検討する。また、対応体制、作業手順、原子炉施設への影響を総合的に

評価し、その結果を発電所内の会議体に付議するとともに、個別の作業票を発

行することで確実な情報伝達を行い、発電所全体で確認するとともにリスク情

報を共有する。 

（３）想定外の警報や機器の起動・停止、パラメータが変動する事象等が発生した場

合には、一旦、作業を中断し、速やかに作業継続の可否を検討する。 

（４）上記（２）に加え、本事象をヒューマンエラー防止教育の中に事例として取り

込むとともに、事例検討会を開催し、安全に対する意識の醸成に引き続き取り

組む。 

 

以 上 

 
＊１ 非常用炉心冷却系とは、原子炉に冷却材喪失が起こった時などに、炉心を冷却  

するための系統。今回作動したのはその一部である炉心スプレイ系です。 

 
＊２ 漏れた量は約６リットル。 

 

（別 紙）１．炉心スプレイ系系統概要図 

２．原子炉水位低信号発生メカニズム 

     ３．原子炉格納容器内水漏れ概要図 
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平成２１年３月１２日 

東北電力株式会社 

 

低レベル放射性廃棄物輸送容器のボルトの締め付け不足に係わる 

再発防止対策の実施状況について 
 
 
昨年１２月に女川原子力発電所から日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設 

センターへ低レベル放射性廃棄物を輸送※しました。 

その輸送に使用した輸送容器１２０個のうち１個について、蓋を止めるボルトが

十分締め付けられていなかったことが確認された旨、本年２月４日に日本原燃（株）

より連絡を受けました。 

本件について、当社は本年２月６日に原子力安全・保安院および国土交通省海事

局より、放射性物質等の輸送安全の一層の向上について注意喚起文書を受領しまし

た。 

（平成２１年２月６日お知らせ済み） 

 

調査の結果、事象の発生した状況は、女川原子力発電所において低レベル放射性

廃棄物の入ったドラム缶を輸送容器に収納する作業中、作業員が当該輸送容器の蓋

を止めるボルトの締め付け作業を実施する前に別作業を行うため作業現場を離れ

ている間に、代わりの作業員が当該輸送容器のその後の作業を担当し、その作業員

がボルトの締め付け作業は終了したと思い込み、ボルトを締め忘れたものと推定し

ました。 

このことから、今回の事象は、作業員の思い込みおよび作業内容、進捗状況に関

する確認・報告が十分に行われなかったために発生したものと考えております。 

 

この調査結果を踏まえ、以下の再発防止対策を実施することとしました。 

１．輸送容器の蓋を止めるボルトの締め付けに関し、実際に作業を実施する作業

員の他、作業責任者もボルト締め付け状態の確認を行う。また、低レベル放射

性廃棄物の輸送に係る一連の作業について記録する様式を定めて手順書に反

映し、作業において記録した結果について当社社員も確認する。 

２．作業手順を見直し、上蓋の取り付けとボルト締め付けを一連の作業として実

施する。 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．２３



３．ボルトの締め付けなどの作業毎にあらかじめ担当する作業員を定める。また、

作業の進捗状況を目視確認できるよう表示記録を現場に掲示する。 

４．作業員の交代の際には、必ず作業責任者に連絡するとともに、作業員間で作

業の進捗状況を確認する。 

５．当社は元請会社に対して作業の検証の充実を図るため、元請会社の作業実績

結果を確実に確認することにより、作業管理を適切に行う。 

６．低レベル放射性廃棄物輸送の重要性に対する理解を向上させるために、教育

内容の充実を図り、作業に従事するすべての社員、作業員に対して教育を行う。 

７．作業員と当社社員による対話を実施し、低レベル放射性廃棄物輸送の重要性

について認識を高めるとともに、コミュニケーションの充実を図り、作業員か

ら改善提案等の意見を吸い上げる。 

（平成２１年２月２６日お知らせ済み） 

 

 その後、これまでの再発防止対策の実施状況を取りまとめ、２月２６日に受領

した原子力安全・保安院からの指示に基づき、本日、同院に報告するとともに、

安全協定に基づき、宮城県、女川町および石巻市へ報告いたしました。 

 これまでの再発防止対策の実施状況については別紙のとおりです。 

 

当社といたしましては、これらの再発防止対策を的確に実施し、今後も低レベ

ル放射性廃棄物輸送作業時の安全確保に万全を期してまいります。 

 

※ 昨年１２月に輸送した低レベル放射性廃棄物について 

   原子力発電所の運転に伴い発生する液体廃棄物を蒸発濃縮処理した濃縮

廃液や、水などを浄化するために使用した樹脂などの放射線レベルの低い廃

棄物をセメントと練り混ぜ、専用のドラム缶に均質・均一に固型化したもの

です。 

   なお、今回、ボルトが十分締め付けられていなかった輸送容器に収納され

ていたドラム缶の放射線レベルは極めて低く、輸送途中での環境への影響は

なく、輸送に携わった作業員の有意な被ばくもありませんでした。 

 

以 上 
 

［別 紙］ 再発防止対策の実施状況 



 

（１／２） 

再発防止対策 実施状況 

１．輸送容器の蓋を止めるボルトの締め付

けに関し、実際に作業を実施する作業員

の他、作業責任者もボルト締め付け状態

の確認を行う。また、低レベル放射性廃

棄物の輸送に係る一連の作業について記

録する様式を定めて手順書に反映し、作

業において記録した結果について当社社

員も確認する。 

作業責任者および作業員が輸送容器上蓋

固定ボルトの締め付け状態の確認を行い、

輸送容器ごとに確認記録を作成すること、

また、当社社員も同記録にて上蓋固定ボル

トの締め付け状態の確認を行うこととし、

この記録の作成および記録様式を手順書に

反映した。 

２．作業手順を見直し、上蓋の取り付けと

ボルト締め付けを一連の作業として実施

する。 

 

輸送容器上蓋固定ボルトの締め付け作業

は上蓋取り付け作業直後に同じ場所で実施

するように、作業手順を変更して手順書に

反映した。 

３．ボルトの締め付けなどの作業毎にあら

かじめ担当する作業員を定める。また、

作業の進捗状況を目視確認できるよう表

示記録を現場に掲示する。 

 

作業当日の作業開始前の打合せにおい

て、作業責任者が輸送容器ごとに作業の分

担をあらかじめ定めることを手順書に反映

した。 

また、作業の分担および進捗状況につい

て、作業員全員が確認できるように確認表

を現場に掲示することを手順書に反映し

た。 

４．作業員の交代の際には、必ず作業責任

者に連絡するとともに、作業員間で作業

の進捗状況を確認する。 

 

 作業員の交代等の際には、作業員は作業

責任者に連絡することとし、作業責任者は

作業の進捗状況を確認し、作業に支障がな

いことを判断した上で、作業分担を変更し、

その内容を作業員に指示することを手順書

に反映した。 

また、作業の分担および進捗状況につい

て、作業員全員が確認できるように確認表

を現場に掲示することを手順書に反映し

た。 

再発防止対策の実施状況 
別 紙 



 

（２／２） 

再発防止対策 実施状況 

５．当社は元請会社に対して作業の検証の

充実を図るため、元請会社の作業実績結

果を確実に確認することにより、作業管

理を適切に行う。 

 

作業の検証の充実を図るため、当該作業

の法令等要求事項を明確にして元請会社に

提示し、元請会社に要求事項の実施状況の

検証を要求するとともに、当社においても

元請会社の検証結果を確認することを手順

書に反映した。 

６．低レベル放射性廃棄物輸送の重要性に

対する理解を向上させるために、教育内

容の充実を図り、作業に従事するすべて

の社員、作業員に対して教育を行う。 

 

教育資料については、低レベル放射性廃

棄物搬出検査、低レベル放射性廃棄物輸送

などに係る業務において必要となる技術基

準、業務の重要性、輸送に係る不適合事例、

さらに技術基準に適合しない場合の潜在的

なリスクを追加して見直しを行う。 

また、この教育資料にしたがって、作業

に従事する全ての社員、作業員に対し教育

を実施することを手順書に反映した。 

７．作業員と当社社員による対話を実施し、

低レベル放射性廃棄物輸送の重要性につ

いて認識を高めるとともに、コミュニケ

ーションの充実を図り、作業員から改善

提案等の意見を吸い上げる。 

作業に関する重要性の認識や改善提案等

の意見抽出のために、当社社員と作業員が

低レベル放射性廃棄物搬出検査開始前、検

査期間中および検査終了後に対話を実施す

ることを手順書に反映した。 
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お 知 ら せ 

 

平成２１年３月２３日            

東北電力（株）広報・地域交流部 

                                                ℡(代)022(225)2111 

 

 

女川原子力発電所１号機 

発電機出力上昇過程における制御棒１本の全挿入について 
 

女川原子力発電所１号機（平成２０年２月１４日より第１８回定期検査中）は、  

平成２１年３月１８日に原子炉を起動、同３月２３日に発電再開（調整運転中）し、

発電機出力を上昇させておりました。 

 

その中で、３月２３日午前１１時２８分頃、８９本ある制御棒のうちの１本が、  

意図せず全挿入する事象が発生しました。 

このため、電気出力が１０万５千キロワットから１０万キロワットに低下しました。 

現在、原因を調査中です。 

 

本事象は法律に基づく報告事象です。 

 なお、この事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

 

以 上 

 

（別 紙） １．女川１号機 制御棒位置図 

      ２．制御棒駆動水圧系 系統概略図 
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平 成 ２ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 

東北電力(株)広報・地域交流部 

℡(代表)022(225)2111 

 

 

「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴う 

女川原子力発電所２、３号機の耐震安全性評価の中間報告等について 
 
 

当社は、平成２０年３月２８日に「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」

の改訂に伴う女川原子力発電所１号機および東通原子力発電所１号機の耐震安全性

評価結果の中間報告を取りまとめ、原子力安全・保安院に報告しております。 

（平成２０年３月２８日お知らせ済み） 

 
このたび、女川原子力発電所２号機および３号機の原子炉建屋および安全上重要な

機能を有する耐震重要度分類＊１Ｓクラスの主要な設備の耐震解析・評価の結果を 

取りまとめ、本日、同院に報告しました。 

 
また、平成２１年２月２０日に同院より「耐震設計審査指針の改訂に伴う既設原子

力施設の耐震安全性評価における弾性設計用地震動Ｓｄによる確認等について」の 

指示を受けたことから、女川原子力発電所１、２および３号機、ならびに東通原子力

発電所１号機の原子炉建屋について、弾性設計用地震動Ｓｄ＊２による確認を行い、

その結果についても、あわせて同院に報告しました。 

 
報告書の概要は別紙のとおりです。 

 
以 上 

 
 
＊１ 耐震重要度分類とは、施設の耐震設計上の重要度を、地震により発生する可能

性のある環境への放射線による影響の観点から、施設の種別に応じて分類したも

ので、Ｓクラス、Ｂクラス、Ｃクラスに分けられます。 

＊２ 弾性設計用地震動Ｓｄとは、耐震安全上重要な施設が基準地震動Ｓｓに対して

安全機能が確実に保持できるよう設計するために、弾性設計用に設定される地震

動のことです。弾性設計とは、機器や建物が地震力などの力を受けて変形しても

その力が除去されれば元の状態に戻るような構造・強度で設計することです。 

 
（別 紙） 

１．女川原子力発電所２、３号機「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」

の改訂に伴う耐震安全性評価結果 中間報告書の概要 

２．女川原子力発電所および東通原子力発電所の原子炉建屋の弾性設計用地震動 

Ｓｄによる確認結果の概要 

お 知 ら せ 
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タイプライターテキスト
Ｎｏ．２７



別紙１ 

 

女川原子力発電所２、３号機 

「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂に伴う耐震安全性評価結果 

中間報告書の概要 

 

 

 女川原子力発電所については、耐震設計審査指針の改訂に伴う耐震安全性評価において、

平成２０年３月２８日に中間報告として｢敷地周辺･敷地近傍･敷地の地質｣、「基準地震動 

Ｓｓの策定」および「安全上重要な施設の耐震安全性評価（１号機の主要な施設）」を提出

しています。 

このたび、女川原子力発電所２、３号機における原子炉建屋や安全上重要な機能を有す

る耐震Ｓクラスの主要な設備の耐震解析・評価を実施し、まだ解析・評価が終了していな

い女川原子力発電所２号機の主要な配管を除いて、耐震安全性が確保されていることを確

認したことについて、中間報告（改訂版）として提出しました。 

 評価の概要は以下のとおりです。 

 

１．安全上重要な建物・構築物の耐震安全性評価 

女川２、３号機原子炉建屋の耐震安全性の評価にあたっては、建屋全体の健全性を確

認する観点から、地震応答解析の結果による耐震壁のせん断ひずみ（せん断応力による

部材のゆがみ）を評価しました。 

  下図に示すとおり、いずれの建屋も評価基準値以下となっていることを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．安全上重要な機器・配管系の耐震安全性評価 

原子炉を「止める」、「冷やす」、放射性物質を「閉じ込める」に係る安全上重要な機能

を有する主要な施設について、基準地震動Ｓｓに対する評価を実施しました。 

下表に示すとおり、いずれの設備も発生値は評価基準値以下となっていることを確認

しました。 

なお、女川２号機の主要な配管については、評価が終了した時点で報告します。 

OW-K 

IW-J 

SW 

IW-C 
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τ(N/mm2) 

γ(×10-3) 
2.0 1.0 0 
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せ
ん
断
応
力
度 

せん断ひずみ 
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B1F 

耐震壁のせん断ひずみ（女川２号機） 

せん断ひずみ（最大）：1.15×10-3

（NS 方向、クレーン階） 

評価基準値：2.0×10-3 

OW-J 

IW-H 

SW 

IW-B 
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τ(N/mm2) 

せ
ん
断
応
力
度 

3F

B3F

1F

CRF

2F
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せん断ひずみ（最大）：0.99×10-3

（NS 方向、3階） 

評価基準値：2.0×10-3 
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耐震壁のせん断ひずみ（女川３号機） 



 

 

表１－１ 構造強度評価結果（女川２号機） 

区分 評価設備 発生値 評価基準値 結果 

閉じ込める 原子炉圧力容器（基礎ﾎﾞﾙﾄ） 94 [N/mm2] 499 [N/mm2] ○ 

止める 炉心支持構造物（ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞ） 130 [N/mm2] 209 [N/mm2] ○ 

閉じ込める 原子炉格納容器（ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ部） 0.39 1 ○ 

冷やす 残留熱除去系ﾎﾟﾝﾌﾟ（原動機台取付ﾎﾞﾙﾄ） 27 [N/mm2] 444 [N/mm2] ○ 

冷やす 残留熱除去系配管（配管本体） ― ― ― 

閉じ込める 主蒸気系配管（配管本体） ― ― ― 

 

 

表１－２ 動的機能維持評価結果（女川２号機） 

区分 評価設備 発生値 評価基準値 結果 

止める 制御棒挿入性（燃料集合体相対変位） 19.5 [mm] 40.0 [mm] ○ 

 

 

 

表２－１ 構造強度評価結果（女川３号機） 

区分 評価設備 発生値 評価基準値 結果 

閉じ込める 原子炉圧力容器（基礎ﾎﾞﾙﾄ） 102 [N/mm2] 499 [N/mm2] ○ 

止める 炉心支持構造物（ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞ） 81 [N/mm2] 209 [N/mm2] ○ 

閉じ込める 原子炉格納容器（ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ部） 0.50 1 ○ 

冷やす 残留熱除去系ﾎﾟﾝﾌﾟ（原動機台取付ﾎﾞﾙﾄ） 40 [N/mm2] 444 [N/mm2] ○ 

冷やす 残留熱除去系配管（配管本体） 229 [N/mm2] 363 [N/mm2] ○ 

閉じ込める 主蒸気系配管（配管本体） 230 [N/mm2] 375 [N/mm2] ○ 

 

 

表２－２ 動的機能維持評価結果（女川３号機） 

区分 評価設備 発生値 評価基準値 結果 

止める 制御棒挿入性（燃料集合体相対変位） 21.1 [mm] 40.0 [mm] ○ 

 
以 上 
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女川原子力発電所および東通原子力発電所の 

原子炉建屋の弾性設計用地震動Ｓｄによる確認結果の概要 

 

 

平成２１年２月２０日、原子力安全・保安院より耐震設計審査指針の改訂に伴う既設原

子力発電所の耐震安全性評価の際に、主要な建物や代表的な設備に関して弾性設計用地震

動Ｓｄ＊１による確認等を行うよう指示がありました。 

この指示に基づき、女川原子力発電所１、２および３号機、ならびに東通原子力発電所

１号機の原子炉建屋について弾性設計用地震動Ｓｄによる地震応答解析を実施しました。 

解析の結果、応答値は、耐震壁に発生する層せん断力＊2 が、耐震壁内の鉄筋の弾性範囲

で負担できる層せん断力＊３を下回ったものとなっており、施設全体として概ね弾性範囲に

留まっている結果となっています。 

  

 

弾性設計用地震動Ｓｄによる原子炉建屋の確認結果 

層せん断力

（kN） 

鉄筋の弾性範囲で負担

できる層せん断力（kN） 
比率 

対象号機 
比率が最大と

なる階 
（a） （b） （a／b） 

女川 1号機 5 階 57.8×103  80.5×103 0.72 

女川 2号機 3 階 77.0×103 120.8×103 0.64 

女川 3号機 3 階 94.8×103 180.3×103 0.53 

東通 1号機 3 階 72.8×103 143.0×103 0.51 

 

＊１）弾性設計用地震動Ｓｄは施設の弾性設計に用いる地震動で、その大きさは、新耐震指針では基準地震

動Ｓｓに対する比率の値は「０．５を下回らないような値で求められることが望ましい」と記載されて

います。女川原子力発電所及び東通原子力発電所の弾性設計用地震動Ｓｄは、いずれもそれぞれの基準

地震動Ｓｓ－Ｄの０．６７倍として設定しています。 

＊２）層せん断力とは、地震によって各階の耐震壁に発生するせん断力の階毎の総和です。 

＊３）鉄筋の弾性範囲内で負担できる層せん断力とは、耐震壁内の設計配筋量のみで負担できる短期せん断

応力度から求めた弾性限耐力です。なお、新耐震指針では弾性設計用地震動Ｓｄに対する許容限界につ

いて、「必ずしも厳密な弾性限界ではなく、局部的に弾性限界を超える場合を容認しつつも施設全体とし

て概ね弾性範囲内に留まることで十分である」と記載されています。 

 

 以 上 



お 知 ら せ 

 

平 成 ２ １ 年 ４ 月 ３ 日            

東北電力（株）広報・地域交流部 

                                                ℡(代)022(225)2111 

 

 

女川原子力発電所１号機 

発電機出力上昇過程における制御棒１本の全挿入事象に関する 

原因と再発防止対策について 
 

女川原子力発電所１号機（沸騰水型、定格電気出力５２万４千キロワット）は、第

１８回定期検査中（平成２０年２月１４日より）のところ、平成２１年３月１８日に

原子炉を起動し、３月２３日に発電を再開（調整運転）しました。 

その後、出力を徐々に上昇し、電気出力１０万５千キロワットで保持中のところ、

３月２３日１１時２８分に８９本ある制御棒のうち１本の制御棒（以下、「当該制御

棒」という。）が操作していないにもかかわらず、全引抜位置から全挿入する事象が

発生しました。 

このため、電気出力が１０万５千キロワットから１０万キロワットに低下しました。 

 

本事象は法律に基づく報告事象です。 

なお、この事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

（平成２１年３月２３日お知らせ済み） 

 

その後、本事象が発生した原因について詳細な検討を行い、再発防止対策を取りま

とめ、本日、国に報告するとともに、安全協定に基づき、宮城県、女川町および石巻

市へ報告いたしました。 

本報告の概要は、以下のとおりです。 

 

１．事象発生の経緯 

（１）原子炉起動過程において制御棒を１ノッチ※１ずつ引き抜く操作を実施していた

ところ、２ノッチ引き抜ける事象が３本の制御棒に各１回発生した。（３月１９、

２１日） 

（２）このため、同様の事象が再発することを防止する観点から、当該制御棒駆動水

圧系の空気抜き作業を行っていたところ、当該制御棒が全引抜位置から全挿入

する事象が発生した。（３月２３日） 
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２．要因調査 

本事象の要因分析を行い、当該事象発生時には担当課が当該制御棒駆動水圧系

の空気抜き作業を実施しており、引抜側の空気抜き弁に接続されているベント装

置※２の弁を開操作した際に挿入されることが分かった。 

 

３．事象発生の推定メカニズム 

当該制御棒が全挿入したメカニズムは、当該制御棒駆動水圧系の引抜側の空気

抜き弁およびベント装置の弁を開操作したことにより、制御棒駆動機構ピストン

上面の圧力が低下し、ピストン下面の原子炉圧力との差圧が制御棒が動作する差

圧より大きくなったことから、当該制御棒が全引抜位置から挿入方向に動き出し、

全挿入されたものと推定した。 

 

４．原因 

原因は、制御棒駆動水圧系の空気抜き作業を原子炉運転中に実施したことによ

るものです。 

また、原子炉運転中に当該作業実施に至った原因は、以下のとおりです。 

 

（１）作業を承認・了解した管理職および原子炉主任技術者は、制御棒駆動機構は一

定以上の差圧があると制御棒が挿入されること、およびアキュムレータ出口圧

力が原子炉圧力より低下した場合においても原子炉圧力が制御棒駆動機構下

部に印加され、確実に制御棒が挿入される構造になっていることを知っていた

ものの、説明時に今回の空気抜き作業の実施可否判断に必要な技術的情報がな

く、自らも確認しなかったことから、原子炉運転状態で当該作業を実施すると、

制御棒が挿入される可能性に気付くことができなかった。 

（２）今回の作業手順は、本来、原子炉停止中（大気圧状態）における空気抜き作業

の手順であったが、適用範囲（運転状態等）が明記されていなかった。 

（３）原子炉起動過程の各段階で、プラントデータ、作業完了の状況およびパトロー

ルの結果等について評価を行うために実施している「起動時健全性評価会」に

おいて、制御棒が２ノッチ引き抜ける事象については、情報提供が行われたも

のの、報告事項か審議事項かの位置付けが不明確であり出席者もその取り扱い

について確認しなかった。このため、２ノッチ引き抜ける事象への措置の要否

については議論が行われなかった。 

 

５．再発防止対策 

（１）原子炉運転中における制御棒駆動水圧系の空気抜き作業の禁止 

今後は原子炉運転中（原子炉起動時含む）における制御棒駆動水圧系（待

機側の機器は除く）の空気抜き作業は実施しないこととする。 

（２）必要な技術的情報に基づく承認等の実施 

初めて行う作業や計画外で行う作業に対しては、担当者は個別に作業手順



書を作成し、担当課長が承認する。その個別手順書に基づき、担当課は所内

関係者に作業内容の説明を行い、管理職および原子炉主任技術者は確認を行

う。 

（３）作業手順書の改善 

初めて行う作業や計画外で行う作業に対して新たな作業手順書を作成、も

しくは既存の作業手順書の一部を抜粋・変更して個別の作業手順書として使

用する場合、以下のとおりとする。 

ａ．作業を行なうことができる原子炉運転状態（原子炉圧力、原子炉冷却材温

度等）を作業手順書に明確に記載する。 

ｂ．手順書作成時には、「３Ｈチェック印」（初めて、変更、久しぶりに対する

該当チェックと理由）を押印し、管理職および必要に応じて原子炉主任技

術者は担当者と確認・対話を行う。 

（４）起動時健全性評価会の運営の改善 

起動時に発生した不適合事象については、確実な検討を行うために、「不適

合事象検討会」において処置方針または処置内容を検討し、その検討結果に

ついて、出力上昇への影響等の観点から処置の要否を「起動時健全性評価会」

において審議する。 

以上の内容を社内要領書に明記する。 

 

なお、本事象発生による設備等への影響については、当該制御棒駆動機構等関連す

る設備の点検を実施するとともに、炉心への影響について評価し、問題ないことを確

認しております。 

さらに、本事象発生以降、女川１号機は、電気出力約１０万キロワットで保持して

いるため、この出力で運転継続することに対する影響について評価し、問題ないこと

を確認しております。 

 

今後、準備が整い次第、出力を上昇する予定です。 

 

以 上 

 

 

※１ ノッチ 

制御棒を操作できる単位で、１ノッチは約１５ｃｍ。 

 

※２ ベント装置 

空気抜き作業を実施する際、引抜側・挿入側空気抜き弁の下流に、仮設ホー

スで接続し、排水側のホースを排水受皿に固定した状態で、本装置引抜側弁ま

たは挿入側弁を開操作することで、空気抜きをするための装置。 

 



 

（別 紙） １．時系列 

２．女川１号機 制御棒位置図 

      ３．制御棒駆動水圧系 系統概略図 

      ４．事象発生の推定メカニズム 



時系列 

 

 平成２１年３月１８日  

１６時００分  原子炉起動 

１８時０６分  原子炉臨界 

 

 平成２１年３月１９日   

２時０２分  制御棒０６－１１  

２ノッチ引抜け（１０⇒１４） 

 

平成２１年３月２１日  

０時０９分  制御棒０２－２７  

２ノッチ引抜け（２⇒６） 

   ２１時１０分  制御棒１０－１９ 

２ノッチ引抜け（６⇒１０） 

 

平成２１年３月２２日  

１３時００分  タービン起動 

１８時３０分  発電機仮併入 

 

平成２１年３月２３日  

１時３０分  発電機解列 

    ５時００分  発電機併入 

    ６時２５分  発電機出力１０万５千キロワット到達 

    １１時２６分頃 担当者より中央制御室へ、今回の原子炉起動過程で

２ノッチ引き抜ける事象が発生した３本の制御棒

(０２－２７、０６－１１、１０－１９)の空気抜き

作業を開始する旨を連絡のうえ、制御棒０２－２７

の引抜側の空気抜き弁の開操作を開始 
１１時２８分  引抜側の空気抜き弁に接続したベント装置の弁を

徐々に開操作したところ、制御棒０２－２７全挿入 

発電機出力が１０万５千キロワットから１０万キロ

ワットに低下 
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平 成 ２ １ 年 ４ 月 ６ 日 

東 北 電 力 ( 株 )  

 

 
 
女川原子力発電所１号機の給水加熱器ドレンポンプ（Ｂ） 

軸封部の監視強化について 
 
 
当社、女川原子力発電所１号機（沸騰水型、定格電気出力５２万４千ｋＷ）は、現

在、第１８回定期検査の調整運転中でありますが、給水加熱器ドレンポンプ＊１（Ｂ）

軸封部（メカニカルシール）＊２からシール水がわずかにしみ出していることを確認し

ました。 

漏えい量はわずかであり、給水加熱器ドレンポンプ（Ｂ）の機能に影響を与えるも

のではありませんが、漏えい量の監視を強化してまいります。 
 
なお、この事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

また、本事象は法律に基づく報告事象ではありません。 
以 上 

 
 
＊１ 原子炉へ供給する水（給水）を所定の温度まで上昇させるために設置された給

水加熱器において、給水の加熱に用いた凝縮水を下流側の給水加熱器へ移送する

ために設置されたポンプです。 

＊２ 軸封部（メカニカルシール）とは、ポンプ内部を流れる冷却水が回転軸の隙間

を通してポンプ外部に出ないようにするために設けられている部品です。 

 
（別 紙） 

１．給水加熱器ドレン系 系統概要図 

２．給水加熱器ドレンポンプ軸封部 詳細図 

 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．２９
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 電動機側

 軸

 ポンプ側

 封水入口
（シール水）

排水受口

押さえバネ

回転リング

固定リング

シール面

グランドパッキン

液体廃棄物処理系へ

給水加熱器ドレンポンプ軸封部　詳細図

吸込 吐出

軸

羽根

給水加熱器ドレンポンプ（Ｂ）
概略図

拡大



 
 

平 成 ２ １ 年 ４ 月 ８ 日 

東北電力(株)広報・地域交流部 

℡(代表)022(225)2111 

 
 

女川原子力発電所１号機の発電機出力上昇について 
 
 

当社、女川原子力発電所１号機（沸騰水型、定格電気出力５２万４千ｋＷ）は、   

現在、第１８回定期検査の調整運転中（電気出力約４０万ｋＷ）でありますが、給水  

加熱器ドレンポンプ＊１（Ｂ）軸封部（メカニカルシール）＊２からシール水がわずかに

しみ出していることを確認したことから、漏えい量の監視を強化しております。 

なお、漏えい量はわずかであり、給水加熱器ドレンポンプ（Ｂ）の機能に影響を  

与えるものではありません。 

また、しみ出したシール水は、液体廃棄物処理系で適切に回収、処理されており、

この事象による発電所周辺への放射能の影響はありません。 
（平成２１年４月６日お知らせ済み） 

 
これまで、漏えい量を監視しておりましたが、漏えい量はわずかで、減少傾向に  

あり、給水加熱器ドレンポンプ（Ｂ）の機能に影響を与えるものではないことから、

継続して漏えい量の監視強化を行いながら発電機出力を上昇させることとしました。 
 

以 上 
 
 
＊１ 原子炉へ供給する水（給水）を所定の温度まで上昇させるために設置された給

水加熱器において、給水の加熱に用いた凝縮水を下流側の給水加熱器へ移送する

ために設置されたポンプで、発電機出力が５０％以上で起動するものです。 

＊２ 軸封部（メカニカルシール）とは、ポンプ内部を流れる凝縮水が回転軸の隙間

を通してポンプ外部に出ないようにするために設けられている部品です。 

 
 
（別 紙） 

１．給水加熱器ドレン系 系統概要図 

２．給水加熱器ドレンポンプ軸封部 詳細図 

お 知 ら せ 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．３０
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電  力  情  報 
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平 成 2 1 年 ５ 月 １ 日 

                                                    東北電力（株）広報・地域交流部 

                                                ℡(代)022(225)2111 

 

女川原子力発電所１号機の第１ 8 回定期検査終了について 

 

  

女川原子力発電所１号機は、平成２０年２月１４日より第１８回定期検査を実施して

おりましたが、本日（５月１日）１６時３０分、経済産業省による最終検査に合格し、

定期検査を終了いたしました。定期検査の概要は別紙のとおりです。 

 

以 上 

 

 

【参考】 

＜女川原子力発電所１号機の概要＞ 

・ 所在地     宮城県牡鹿郡女川町および石巻市  

・ 定格電気出力  ５２万４千キロワット  

・ 原子炉型式   沸騰水型軽水炉 （ＢＷＲ） 

・ 運転開始    昭和５９年６月１日  

 

＜当社原子力発電所の現況＞ 

  ○女川原子力発電所 

    １号機（定格電気出力５２万４千キロワット）本日、定期検査終了 

２号機（定格電気出力８２万５千キロワット）平成２１年３月２６日から定期検査中 

３号機（定格電気出力８２万５千キロワット）平成２０年１１月２６日から定期検査中 

 

  ○東通原子力発電所 

    １号機（定格電気出力１１０万キロワット）運転中 

東北電力（株）
タイプライターテキスト
Ｎｏ．３３



（別 紙）  

 

女川原子力発電所１号機 第１８回定期検査の概要 

 

１．定期検査の期間 

平成２０年２月１４日（木）～平成２１年５月１日（金） ４４３日間 

（発電停止期間：平成２０年２月１４日～平成２１年３月２３日 ４０４日間） 

 

２．主要な点検ならびに作業の結果 

（１）燃料の取替え 

３６８体ある燃料集合体のうち、４８体を新燃料に取替えました。 

 

（２）制御棒駆動機構の点検 

８９体ある制御棒駆動機構のうち２１体を取外し、そのうち１５体について分解点

検を実施してその健全性を確認しました。また、残りの６体については、予備品との

取替えを実施しました。 

なお、当初は２０体を取外し、そのうち１４体について分解点検を実施する予定で

したが、分解点検を実施した制御棒駆動機構１体において、組み込まれていた部品の

シリアル番号が記録と異なっていたことから、調査のため分解点検対象外の制御棒駆

動機構１体を追加して取外し、分解点検を実施しました。調査の結果、本事象は部品

の取り違いではなく、記録の誤記であったことを確認しました。 

 

（３）出力領域モニタの取替え 

２０本ある出力領域モニタについては、性能機能維持を図るため６本の取替えを実

施しました。 

 

（４）復水器細管の点検 

約２７，０００本ある復水器細管全数について点検を行い、健全性を確認しました。 

なお、予防保全の観点から減肉等が確認された細管８１本（復水器（Ａ）：４６本、

復水器（Ｂ）:３５本）について施栓を行いました。 

 

（５）配管減肉に係る点検 

原子炉系およびタービン系の配管約２，７００※１箇所について肉厚測定検査を実施

した結果、判定基準（測定最小肉厚が必要最小肉厚以上確保されていること）を満足

しない減肉が１箇所確認されたことから、当該配管について取替えを実施しました。

また、判定基準を満足するものの、余寿命が２サイクル未満の配管が１箇所確認され

たことから、念のため配管の取替えを実施しました。 

その他の箇所については、大きな減肉はなく安全性が確保されていることを確認し

ました。 

 

※１ 当初、約２，５００箇所を点検対象としていたが、配管肉厚管理方法の見直しならびに

今回の定期検査での点検結果を踏まえ、点検対象箇所を追加した。 



 

（６）水没弁※２の点検 

原子炉圧力容器および圧力抑制室内の水を抜き、弁の分解点検を実施しました。な

お、傷等が確認された弁については、部品の取替え、点検・手入れを実施し、機能上

問題がないことを確認しました。 

 

※２ 水没弁とは、原子炉圧力容器や圧力制御室に接続されている配管に設置され、それらの

水を抜かなければ分解点検できない弁のこと。 

 

（７）炉心シュラウドの点検 

第１５回定期検査で確認された炉心シュラウド溶接線（中間部リング外側／下部リ

ング外側）のひびについて、第１６回定期検査時に点検し、健全性を確認しています。

その進展状況を確認するため、今定期検査において外観点検および超音波探傷検査を

実施した結果、許容き裂深さ（許容値）に対して十分な余裕があり、第１６回定期検

査時の点検結果と比較しても有意な差は確認されませんでした。 

また、ひびの進展について評価を行い、５年後のひびの平均深さが許容き裂深さよ

り小さいことから、５年後においても炉心シュラウドの健全性が維持されることを確

認しました。 

 

（８）原子炉再循環系配管の点検 

原子炉再循環系配管等の溶接継手部のうち、４７箇所について、応力腐食割れ対策 

を行う前の検査として超音波探傷検査を実施した結果、１箇所の溶接継手部に長さ 

２７ｍｍ、深さ３．８ｍｍのひびを確認しました。 

ひびが確認された配管については、取替えを実施しましたが、確認されたひびの進

展について健全性評価制度に基づき評価を行ったところ、５年後※３においても原子炉

再循環系配管の健全性が維持されることを確認しました。 

なお、原子炉再循環系配管については、応力腐食割れ対策を行うとともに、溶接継

手部について超音波探傷検査を実施し、問題のないことを確認しております。 

 

※３ ひびが確認された溶接継手部の運転が許容される限度の期間。 

 

（９）高サイクル熱疲労に係る検査 

平成１９年２月に原子力安全・保安院より、高サイクル熱疲労に係る検査について

指示文書が発出されたことを受けて、高温水と低温水が合流する残留熱除去系熱交換

器の出口配管とバイパス配管との合流部について、非破壊検査を実施し問題のないこ

とを確認しました。また、一次冷却材が循環する配管からの分岐管で、熱疲労割れの

発生の可能性がある部位（閉塞分岐管滞留部）について評価を行った結果、非破壊検

査が必要とされる部位は確認されませんでした。 

 

（１０）非常用炉心冷却系ストレーナ取替工事 

平成１７年１０月に原子力安全・保安院より、平成１９年度末までに非常用炉心冷

却系ストレーナ閉塞事象に対する設備上の対策を実施するよう指示文書が発出された



ことから、残留熱除去系および炉心スプレイ系について新型ストレーナへの取替えを

実施しました。 

 

（１１）炉心スプレイ系ポンプ取替工事 

第１７回定期検査において、炉心スプレイ系ポンプ（Ａ）の性能確認を実施した結

果、ポンプの汲み上げ能力について、規定値を上回っているものの、規定値に対し余

裕が少なかったことから、今後のプラント運転に万全を期すため、ポンプ汲み上げ能

力が高いポンプへの取替工事を実施しました。 

 

（１２）耐震裕度向上工事 

更なる耐震安全性の向上を図るため、自主的に設備の耐震裕度向上工事を実施しま

した。その結果、約３，６００箇所について安全上重要な配管・電路類の支持構造物

（サポート）の取り付けを完了しました。 

 

３．定期検査中に発生・確認された主な事象 

 

（１）発電所構内での火災発生 

平成２０年１０月３日、発電所構内にある屋外電動機等点検建屋において火災が発

生しました。 

 火災の原因は、作業員が海水ポンプの分解点検中、誤ってシンナーを電工ドラムに

かけてしまい、コンセントを引き抜いたところ火花が発生し引火したものです。 

再発防止対策として、所内文書に有機溶剤および危険物を取り扱う場合は作業環境

を整備するなどの注意事項を追記し、関係者に周知しました。 

（平成２０年１０月３日、１０月１０日お知らせ済み） 

 

（２）原子炉建屋地下１階における火災発生 

平成２０年１１月１３日、原子炉建屋地下１階の残留熱除去系ポンプ（Ａ）室非常

用空調機エリアにおいて火災が発生しました。 

火災の原因は、耐震裕度向上工事において、非常用空調機に支持構造物（サポート）

取り付け準備のため、溶接作業を実施しており、その溶接で発生した溶融金属が空調

機内のフィルターに引火したものです。 

その後、火災の発生原因を調査した結果、本事象は、残留熱除去系ポンプを運転し

た際に霧状となって空気中に飛散した電動機の潤滑油が、空調機内部のフィルター表

面に付着し、溶接時の溶融金属がその油に引火し、火災に至ったものです。 

再発防止対策として、火気作業に関するルールの明確化、防火教育等の充実強化に

よる防火意識の向上、監視体制の強化を実施することにしました。 

（平成２０年１１月１３日、１１月２１日お知らせ済み） 

 

（３）原子炉格納容器内における火災発生 

平成２０年１１月２７日、原子炉建屋１階の原子炉格納容器内において火災が発生

しました。 

火災の原因は、耐震裕度向上工事において、作業員がガス溶断機にてサポート斜め



材の切断作業を実施中、その作業で発生した溶融金属が養生テープに滴下し、着火し

たものです。 

その後、火災の発生原因を調査した結果、本事象は、１１月１３日に発生した火災

の再発防止対策の不徹底、作業に対する意識、知識、技術上の問題、施工管理上の問

題があったことから、火気作業時の資機材の総点検、防火教育等の充実強化による防

火意識の向上、調達管理および施工管理の強化等のさらなる再発防止対策を定め、実

行していくことにしました。 

（平成２０年１１月２７日、１２月１９日お知らせ済み） 

 

（４）誤信号による非常用炉心冷却系の作動 

平成２１年２月１９日、非常用炉心冷却系の一部が誤信号により作動しました。 

原因は、非常用炉心冷却系に信号を送る系統の点検を実施していたところ、操作を

誤ったため、実際には原子炉の水位が低下していなかったにもかかわらず、原子炉水

位低の誤信号が発生したことによるものです。 

原因調査の結果、本事象は、作業手順書の記載が操作内容のみで操作すべき弁が明

確ではない箇所があったこと、作業手順の検討において誤操作や誤信号の発信を考慮

した安全処置の要否検討が不十分だったこと等から発生したものです。その結果を踏

まえ、銘板の付いていない弁には作業手順書に現場の作業対象箇所の図を入れ、その

上で操作すべき弁番号を記載する、非常用炉心冷却系および原子炉保護系の動作に影

響を与える不具合対応作業（計画外）を行う際には、適切な安全処置の要否を確実に

検討する等の再発防止対策を定め、実行していくことにしました。 

（平成２１年２月２０日、３月１１日お知らせ済み） 

 

（５）発電機出力上昇過程における制御棒１本の全挿入事象 

平成２１年３月２３日に発電を再開した後、出力を徐々に上昇し、電気出力１０万

５千キロワットで保持中のところ、同日、８９本ある制御棒のうち１本の制御棒が操

作していないにもかかわらず、全引抜位置から全挿入する事象が発生しました。 

原因は、制御棒駆動水圧系の空気抜き作業を原子炉運転中に実施したことによるも

のです。 

再発防止対策として、今後は原子炉運転中には制御棒駆動水圧系の空気抜き作業は

実施しないこととし、初めて行う作業や計画外で行う作業に対して新たな作業手順書

を作成する場合の手順の改善や、起動時健全性評価会の運営の改善等を行っていくこ

とにしました。 

（平成２１年３月２３日、４月３日お知らせ済み） 

 

 

以 上 
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